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《ＰＨＡＳＥ―０５：００　プール～a Swimming pool～》







　九月に入り二学期が始まった。東京の閑かん静せいな住宅街の一角にある私立桃ももヶが枝え学院中等部では、ちょうど水泳の授業が行われている最中。照りつける陽光も厳しい残暑も、この学校のプールでは関係ない。

　全天候型の屋内プールは一年中、同じ気温、同じ水温に保たれているのだ。今の季節だと屋内プールへ足を踏ふみ入れるとむしろ涼すずしく感じるほどである。

「はい。それでは皆みなさん、プールに入って水に身体を慣らしてくださいね」

　体育教師がそう指示すると生徒たちはわいわい騒さわぎながらプールに入っていく。その名を知られた名門中学の生徒といえども、この辺は同年代の子供たちとさして変わらぬ反応だ。

「きゃ、冷た～～い！」

「あ～～ん、もう水かけないでよ！」

　プールに入りわいわい騒ぐクラスメートに、上かみ温おん湯ゆ静しず花かも思わず笑えみを洩もらす。そんな静花に向かってプールサイドから声を掛かける者がいた。

「あら、今日はまだ学校にいらっしゃるんですのね」

　お世辞にも友好的とは言い難がたい口調だ。静花が見上げると、そこにはプールサイドに仁に王おう立だちになった少女の姿があった。

　冷ひや水み川がわ玲れい佳か。静花のクラスメートである。スイミングキャップは手に持ったまま。栗くり色いろの長い髪かみは、フランス人の祖母からの遺伝らしい。

　静花は父の教育方針もあり、自宅で勉強する事が多く、登校する事はあまりない。自ずと話をするクラスメートというのも限られてくる。その中でも冷水川玲佳は比ひ較かく的てき頻ひん繁ぱんに、静花に声を掛けてくるのである。もっとも口調からも分かるように、玲佳は決して静花の友達というわけではないのだ。

　むしろ目の敵にしていると言ってもよい。

「泳ぎの練習ならご自宅のプールでなされば宜よろしいでしょう？　ねえ」

　玲佳がそう言うとその両りよう隣どなりに控ひかえていたクラスメート二人が肯うなずく。早い話が二人とも玲佳の取り巻きだ。名門中学に通っているだけあって、その二人もそれなりに裕ゆう福ふくで名の通った家の子供なのだが、不思議な事にそれでもこのような上下関係というのは出来てしまう。

「まったくですわね。自分の都合のいい時ばかり学校に来るなんて」

「きっと上温湯さんにしてみれば学校はプール付きの遊び場なんでしょうね」

　取り巻きが同意してくれた事に気をよくしてか、玲佳は静花に向かって続けた。

「クラス委員として注意しておきますが、もっと協調性を持っていただきませんと困りますわ」

「は、はい。気をつけます」

　一応、静花はそう答えておいた。もっとも玲佳が口うるさいのはクラス内でもよく知られている事。他ほかのクラスメートはもちろん、静花自身もまた始まったかと苦く笑しようするしかない。しかしそれが癇かんに障さわったのか、玲佳はさらに静花に食ってかかろうとした。

「大体、上温湯さんはお家うちの都合でもないのに学校を休みすぎですわ。それに……」

「いい加減にしなよ、ひゃみがー」

　見かねたのか横からそう声を掛ける生徒が居た。お嬢じようさま学校には珍めずらしい、ボーイッシュで活発そうな少女、生雲いくも倖さちである。

「な……!!」

　倖に言われた玲佳は、怒いかりの為ためおでこまで真っ赤になる。しかしその原因は倖から、たしなめられた事ではない。

「だからその怪あやしげな呪じゆ文もんみたいな呼び方は止やめてくださいません!!」

「いいじゃん、可愛かわいくて。ひゃみ、ひゃみがー、ひゃみがれーかって並べると、なんか徐じよ々じよにレベルアップしてるみたいだし」

「ゲームの凍とう結けつ系呪文みたいな、そんなあだ名はいりません！」

　むきになって言い返す。クラスメートは玲佳の苗みよう字じ、冷水川から『ひゃみ』や『ひゃみがー』と呼ぶ事があるが、本人はこのあだ名、お気きに召めさないようなのである。

「上温湯さんも気にする事はないよ。うちの学校、家や本人の都合で休む人は多いんだし」

「はい、ありがとうございます」

　静花はプールに浸つかったまま頭を下げようとして、思わず水面に顔を着けてしまう。その様子に倖は思わず笑う。慌あわてて顔を上げた静花も倖につられて笑ってしまった。その様子がまた玲佳の癇に障ったようである。

「あなた方、授業中だというのに緊きん張ちよう感が足りないんじゃありませんこと？」

「へぇ」

　にんまりとした笑みを浮うかべて倖がプールサイドに立ったままの玲佳を見上げる。

「じゃあ先生がプールに入って身体を水に慣らしてくださいって言ってるのに、委員長さんは何をやってるんですか？」

　倖の言葉に玲佳はウッと呻うめいて後あと退ずさる。余り学校に来ない静花は不思議そうな顔で隣となりに来た倖とプールサイドの玲佳を代わる代わる見ている。そんな静花に倖は耳打ちした。

「あのね、ひゃみがーは泳げな……」

「は、入りますわよ！　プールに入れば宜しいんでしょう!!」

　倖の言葉を遮さえぎり、声を荒あらげると玲佳は恐おそる恐るプールへ近寄る。しかしつま先を水面に着けただけでしばし固まってしまった。

「冷水川さん、ファイトです！」

「頑がん張ばってください、委員長！」

「い、言われなくたって。これくらい……!!」

　声は威い勢せいが良いが身体はさっぱり動いてくれない。静花の横では倖が懸けん命めいに笑いを堪こらえているところだった。

　万事休すかと思われた時、思わぬ所から救いの手が差さし伸のべられた。突とつ然ぜん、屋内プールの入り口の方が騒がしくなったのだ。

「こら、待て待て!!」

　最初に聞こえてきたのは警備員の声。プールに入っている静花や倖からは死角になり何が起きているのかよく分からない。

「まさか不ふ審しん者しや？」

　体育教師がそうつぶやくと、プールの中の生徒たちに不安が広がる。しかしそれにしては警備員の声には緊張感がない。まるでいたずらをしている生徒を追いかけ回しているような雰ふん囲い気きなのだ。

「他のクラスの子かしら？」

　玲佳の取り巻きの一人がそうつぶやく。

「っていうか、人間？　なんか子犬みたいだけど」

　闖ちん入にゆう者しやに助けられた形になった玲佳は、何事も無かったかのようにプールの入り口の方へ向き直りそう言った。

　子犬？　まさか……。

　静花がその可能性に思い至った時だ。予想通りの声が響ひびいた。

「ティルも泳ぐ～～!!」

　間ま違ちがいない。ティルの声だ。

「ティル？」

　驚おどろく倖に構わず静花はプールの手すりに駆かけ寄より、プールサイドの上に顔を出す。

　いた。夏休み前に海へ行った時、静花が見立てて買った黄色い水着。それを着たティルが警備員の男性から、プールサイドを逃にげ回っているのだ。その様子はまるで鬼おにごっこでもやっているかのように楽しそうだ。

「あ、静花だ！」

　プールから頭だけ覗のぞかせている静花に気付くと、ティルは顔を輝かがやかせて方向転てん換かんした。

「静花～～！　遊びに来たよ、一いつ緒しよに泳ごう!!」

　呆あつ気けにとられる生徒たちに構わずティルは静花の方に走り寄り、そしてそのままプールへと飛び込んで来た。

　派手な水音と白い波しぶきを立てて飛び込んできたティルは、すぐさま浮き上がると手すりに掴つかまっている静花の方へ犬かきで泳いでくる。

「静花、一緒に泳ごうよ!!」

「え、ええと。その……」

　その時、視線を感じて静花は顔を上げる。

「上温湯さん～～!!」

　案の定、そこには怒ど髪はつ天を衝つかんばかりの表情となった玲佳が居た。頭からずぶ濡ぬれになっているのはティルが飛び込んだ拍ひよう子しに水を被かぶったのだろう。水泳の授業なので水着になっているから水を被ったのはまぁいい。しかし玲佳の性格からすると部外者が授業に乱入するなどあってはならない事。さらにその乱入者が静花の知り合いらしいとくれば、玲佳が黙だまっているはずがない。

「なに怒おこってるの、この人？」

　プールの中から不思議そうに玲佳を見上げながらティルはそう言った。

「あのね、ここは学校のプールだから生徒以外の人は入っちゃいけないの」

「じゃあティルもこの学校の生徒になる！」

「お黙りなさい！」

　横から玲佳が一いつ喝かつする。

「あなたのような人が、この学校の生徒になれるわけがありませんわ。そもそも……」

「あの冷水川さん、いいかしら？　こちらの子、上温湯さんのお友達なの？」

　体育教師が玲佳を制してプールサイドから静花に話しかける。

「ええ、実は……」

　それを遮り静花の首根っこに抱だきつきながらティルは言った。

「うん、静花はティルのお友達なんだよ!!」




「大変だったねえ」

　屋内プール脇わきにある体育教官室から出てきた静花を迎むかえたのは生雲倖だった。静花とティルは教官室に呼ばれ、そこでこってりと絞しぼられていたのだ。
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　本人に悪意がないとはいえ、やはり部外者を学校のプールに入れるわけにはいかない。

結局、静花と一緒にお灸きゆうを据すえられたティルは、学校外に退去という事になった。もっともティルはまったく気にする様子もなく、屈くつ託たく無く手を振ふりながらまた後で遊ぼうねと静花に声を掛けたほどだ。

　著名人の子女が通っているこの学校は、万全のセキュリティも売り物の一つになっている。そのセキュリティをティルは難なくくぐり抜けてきたのだ。ｂｉｏビオクラフトのホロン体であるティルにしてみれば、造作もない事なのだが、それを知らない警備員は首を傾かしげるばかりであった。

「あの子、どこの国の人なの？　日本語うまいね」

　倖にそう尋たずねられて静花は少し言いい淀よどみながらも答えた。

「ええ、習い事をやってて知り合ったんだけど……。前はアメリカンスクールに行っていたはずだけど、今はどの学校にも通ってないみたい」

　私、嘘うそをついている。静花は胸の痛みを覚えた。しかし倖はそれに気付いた風もなく、何気なく言葉を口にする。

「ふ～～ん、可か哀わい想そうだね」

　静花の足が止まった。

「上温湯さん？」

　数歩歩いて静花が付いてこない事に気付いたようだ。倖は振り返り静花に怪け訝げんな視線を送る。

「そうよね……、やっぱり可哀想よね」

　自分自身に言い聞かせるように静花はつぶやいた。

　お姉さんは学校に行ってるのに、ティルが学校に行けないなんて……。

　静花は以前、ティルに自分が学校や習い事をしている間、何をしているのかと聞いた事がある。

　別になにも。

　ティルはそう答えただけだった。いつも元気で楽しそうなティルだが、その時だけは少し寂さびしそうに答えたのが、強く印象に残っていたのだ。

　何とかしてやりたい。何とか出来ないかな……。でも、自分にはそんな力は……。

　ううん、違ちがう。出来る事からやってみないと。

「上温湯さん！　生雲さん！　何をぐずぐずしているの！　授業時間が終わってしまいますわよ！」

　プールサイドから玲佳がそう声を掛かけてくる。

「なに言ってるの。水泳の時間が短くなって喜ぶのはひゃみがーの方じゃないの」

「だからその呼び方は止やめなさいと言ってるでしょ！」

　声を荒げる玲佳に構わず、静花の方を振り返ると倖は言った。

「行こう、上温湯さん。このままだと凍結系呪文のひゃみがーが最上位のひゃみがれーかにランクアップしちゃうよ」

「だからその言い方は！」

　わざと聞こえるように言った倖の思おも惑わく通り、玲佳は見事に反応してくれる。クラスメートはもちろん、静花もそんな玲佳の様子に笑えみを洩もらす。

「はい、生雲さん」

　静花はそう答えた。余り出席しないが、それでも静花には少しずつ学校の楽しさが分かるようになってきた。ティルにもこの楽しさを教えてあげたい。そして何よりもここにティルが居ればもっと楽しくなるだろう。

　そう考えながら静花はクラスメートの所に急いだ。




「君たちｂｉｏクラフトは、水泳を楽しむという文化はないのかね？」

　ここはアメリカ東部の小都市。世界規模でチェーン展開している郊こう外がい型がたビジネスホテルの中庭にあるプールだ。そこで背泳ぎをしながらＨＥＬＬＯ代表のロバート・ロングはプールサイドのサウザンドメイズィスに向かって声を掛けた。

「地球人と同じさ。人それぞれだよ。泳ぐのが好きなのもいれば、嫌きらいなのもいる。僕は余り好きではない。それだけの事さ」

　プールサイドに置かれたビーチパラソルの下でサウザンドメイズィスはそう答えた。その格好は派手な色合いのアロハシャツにバミューダパンツ。そして安物のサングラスとビーチサンダル。それが妙みような具合にサウザンドメイズィスに似合ってしまっているのだ。

　太陽はすでに地平線に近づき始めているというのに、サウザンドメイズィスはサングラスのままデッキチェアに腰こし掛かけていた。

　このホテルチェーンの売り物は中庭にあるプールだ。全世界に展開している支店のほとんどに中庭とプールがセットで付いてきている。

　しかし平日とはいえプールのある中庭にいるのはロング代表とその秘書ショート、そしてサウザンドメイズィスの三人だけ。そればかりかホテル全体がひっそりと静まりかえっているのだ。それもそのはず。現在このホテルは事実上、ＨＥＬＬＯの貸し切り状態なのだ。正面切ってＨＥＬＬＯの名前でホテル全体を押おさえると何かと面めん倒どうな為ため、個人名で全ての部屋を借りたのである。だが実際に他に客が居ないわけでもない。ＨＥＬＬＯ職員やスポンサーとなっている企き業ぎようや個人、そしてロングやショートの知人などもいるが、それらの人はチェックインした後、今日の午後から夜まで外出する手はずとしたのである。

　いまこのホテルにいるのは従業員のみ。そして従業員にも中庭には近づかぬよう厳命してある。

「これでも大学生の頃ころはオリンピック候補とも言われたんだぞ」

　そんな自じ慢まん話ばなしをしながらロングはプールから上がり、ショートからタオルを受け取った。しかしサウザンドメイズィスはスポーツ選手としてのロングには興味がないようだ。ＨＥＬＬＯ代表がプールから上がるなり、別の話を切り出した。

「それで、例のプランはどうなってる？」

「難しいな」

　ロングはタオルで身体をぬぐいながら答えた。

「確かに君の言う事ももっともだ。しかし見方を変えればｂｉｏクラフトが、君の言う『悪性メリグナン体トクラフト』から地球人を守っているとも捉とらえる事が出来る。ｂｉｏクラフトがいるから『悪性体』が地球を狙ねらっているというだけで世論を納得させるのは難しいな」

　そしてロングはタオルをショートに返しながら続ける。

「君たちが地球に居なければ、『悪性体』とやらが現れないという確固たる保証が有れば、僕も皆みなを説得できるのだがね」

「嘘は苦手でしてね」

　サウザンドメイズィスは安っぽい仕草で肩かたをすくめてみせる。

「百パーセント確実に現れないという保証はない。でもｂｉｏクラフトが居れば、『悪性体』が現れる確率は高くなる。なにしろ……」

　そこで一つ言葉を切るとサウザンドメイズィスは意味ありげな笑みを浮うかべて続けた。

「連中、つまり『悪性体』は僕らのなれの果てだからね。仲間が恋こいしいんだよ」

「暴走したｂｉｏクラフト。それが『悪性体』か。それで君たちもそのうち暴走する可能性があるのかね？」

　嫌いやみ混じりのロングの問いにもサウザンドメイズィスは平然として答える。

「まぁ長い年月の内にはあるかもね。僕らは四五億年以上昔から存在している。そうすれば多少は変異もするだろうさ」

「宇宙のガン細さい胞ぼうというわけか。そしてイモータルヌーンはそれを隠かくしていると……」

「そうそう。でも一方的に僕らが発表しても意味はない。まずイモータルヌーンとダキラ議長にそれを認めさせないと。だから今回の会見が必要になってくるわけさ」

「準備は整ってるよ。国内外を問わず、政府や軍関係者には君たちを好ましく思っていない連中が多いからね。まぁ今はこういう状じよう況きようだから表立っては口にする事は出来ないが……」

「しかし代表……。これは一つ間ま違ちがうと犯罪行こう為いでは？」

　珍めずらしい事にショートの方からロングにそう問いただす。

「ＵＮｂＡＲや国際社会から責任を追つい及きゆうされますと、ＨＥＬＬＯの存続はもちろん協力者の皆さまの社会的信用も脅おびやかされます」

「なに、犯罪かどうかは先方と社会が決定する」

　平然としてロングは答えた。

「僕は何もＵＮｂＡＲやｂｉｏクラフトを社会的に抹まつ殺さつしようというわけじゃない。ただ人類との接せつ触しよくは時じ期き尚しよう早そうなのでしばらくお引き取りを願おうと思っているだけだ」

「そして僕らとの交流は君たちが独どく占せんする……。ってわけだよね？」

　にんまりとしてそう言うサウザンドメイズィスに、ロングは露ろ骨こつに不快そうな顔をしてみせた。

「それは結果論だ。そろそろ関係者が来る頃だな。打ち合わせの準備にかかるとしよう」

　ロングは吐はき捨すてるようにそう言うと、大おお股またでホテルの中へと戻もどって行ってしまった。

　約束した相手が時間にうるさいならば、そろそろ一台の車がホテルの門を潜くぐっているはずだ。そこには何の変へん哲てつもない会社員に化けた航空会社、警備会社の関係者が乗っているだろう。

　このホテルを借し切ったのは、彼らとある打ち合わせをする為。シカゴのど真ん中にあるＨＥＬＬＯ本部に呼び出すのはさすがに目立つ。そこでこのホテルが選ばれたのだ。

　サウザンドメイズィスはサングラスを外しロングの後ろ姿につぶやいた。

「細工は流々、仕上げをご覧じろってね。感謝してるよ、ミスター・ロング」

　そしてサウザンドメイズィスは冷たい笑みを浮かべた。









ドリ取り占いの遊び方







●サイコロを用意します。

●正六面体の美しさをしばし観賞します。ドリルには敵いませんが、正六面体も充分に美しいものです。

●振ります。おもむろに。

●サイコロの目のページを参照します。



　1＝こちら

　2＝こちら

　3＝こちら

　4＝こちら

　5＝こちら

　6＝こちら





「項目の読み方」



　大吉　[image: ][image: ][image: ][image: ]　：良いことがありそうです。

　中吉　[image: ][image: ][image: ]　　：中くらいの幸せ。

　小吉　[image: ][image: ]　　　：小さな幸せ。

　凶　　[image: ]　　　　：気にしない。

　大凶　　　　　　：ご愁傷さまです。

　ドリル[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]：素晴らしいですね。





「ティセさまのお言葉」



本作品のメインヒロインであるティセ子さん（公式愛称）がコメントしてくださいます。なんとなく有り難いような気がします。

ティセ子さん以外の人もコメントしてますが仕様です。




註：科学的根拠はありません。
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《ＰＨＡＳＥ―０５：０１　返信～an answer～》







　翌日。村むら井いに頼たのんで、静しず花かは習い事の途と中ちゆう、北ほく綾りようグラウンドに自動車を向けて貰もらった。言うまでもなく北綾グラウンド地下にあるＵＮｂＡＲ日本支局特別分室に顔を出す為だ。

　使用人の村井もかつてはｂｉｏビオパートナーだったという事もあり、静花とティルの契けい約やくについては好意を以もつて協力してくれている。ただ静花と村井にとっていささか気がかりなのは、静花の父である伊い佐さ武むがｂｉｏクラフトについて余り好意的ではないという事。それがどんな理由によるものなのか、静花にも村井にもはっきりとした事は分からない。いずれにせよしばらくの間、静花がｂｉｏクラフト『アウグストダスク』ことティルと契約した事は伏ふせておいた方がいいだろう。それが静花と村井、そして相談を受けた広こう大だいや、ＵＮｂＡＲ日本支局特別分室メンバー内うち山やま田だ王おう司じやアーネチカ・シギイワートの判断だった。

　ティルの事は父には相談できないが、広大たちやＵＮｂＡＲ日本支局は力になってくれそうだ。昨日の一件の後、ティルが学校に行きたがっている事を、広大にメールしたところ朝には返信があった。返信メールによるとアーネチカがＵＮｂＡＲに掛け合ってくれると約束してくれたそうだ。ティセやアイシャも口くち添ぞえしてくれるらしい。

　今日は詳くわしい話を聞く為に特別分室に向かっているのだが、話が簡単に進むわけはないだろう。まだティルには話さないでおこう。うまくいかなかった時、がっかりさせるのは静花としても避さけたかった。

　ふと窓の外へ目をやると見覚えのある景色が流れていた。どうやら広大と恵けい子こ、そしてティセの通う私立しょうぶ沼ぬま高校の近くのようだ。ここまでくれば北綾グラウンドまでは、自動車ならあと数分のはず。

　すでに学校の授業も終わっている時刻。広大たちは先に北綾グラウンド地下の特別分室で待っているはずだ。

　あら……？

　何気なく窓の外を流れるしょうぶ沼高校を見ていた静花はその姿に気付いた。校門の前に立つセーラー服姿の少女。しょうぶ沼高校は私立高校には珍しく制服がない。広大も恵子も私服で通っている。それだけに校門の前に立つセーラー服姿の少女は余計に目立つ。

　だが静花が目を留めたのはその服装だけが理由ではない。

　桜さくら子こさん？

　そうだ。しょうぶ沼高校の校門前に立って、校舎を見上げているのは逢おう瀬せ桜子なのだ。まだ強い陽ひ射ざしを投げかける晩夏の太陽。それに照らし出されるつややかな長い黒くろ髪かみ。見み間ま違ちがえるはずもない。

　一時、静花は自動車を止めて貰い桜子に声をかけようかと思った。志し村むらという専任の運転手がいるのだが、今日はｂｉｏクラフト絡がらみの用事がある為、村井が他ほかの用事にかこつけて静花の送そう迎げいをしている。村井ならば特に訝いぶかられる事もないだろう。しかし静花はのど元まで出かかった、村井への言葉を慌あわてて飲み込んだ。

　自動車が近づくにつれて見えてきた桜子の表情に当とう惑わくを覚えたからだ。しょうぶ沼高校の校舎を見上げる桜子の面おもてには、なにか憂うれいのようなものが感じ取れた。少なくとも静花にはそう思えたのだ。

　静花と桜子は一つしか年が離はなれていない。しかしティオが冗じよう談だん半分で二五歳さいだと言ったのを、あっさりと信じ込んでしまったように、静花にとって桜子は一番身近にいる大人の雰ふん囲い気きを感じる女性なのだ。

　その桜子が憂いを秘めた表情でしょうぶ沼高校を見上げている。静花はそこから何か声を掛けにくい雰囲気を感じ取ってしまったのだ。

「どうかなさいましたか？」

　静花がしょうぶ沼高校の方を見つめている事に気付いたのだろう。運転席から村井がそう声を掛かけてくる。

「いえ、この学校に大おお空ぞらさんたちが通っているものですから。ちょっと気になって」

「そうですか」

　村井は特に疑問を抱いだく事もなく、静花の返答に納得してくれたようだ。そうしているうちに自動車は校門の前を通り過ぎ、そして背後に桜子を置き去りにしていく。桜子は今しがた背後を通り過ぎた自動車に静花が乗っているとは気付かなかったようだ。

　でも……。静花は桜子の表情がまだ強く印象に残っている。落ち着いて意志が強いという、静花のイメージの中にある桜子と、あの憂いを湛たたえた表情というのはどうしても結びつかないのだ。

　仮に結びつくとしたら……、それは……。

　え……？

　カッと頬ほおが熱くなるのを静花は感じた。

　桜子が見ていたのはしょうぶ沼高校。そこには広大や恵子、ティセも通っている。すると、ひょっとして……。

　桜子さんは、大空さんを待っているのでは……？

　自分でも唐とう突とつに思えるくらい、静花の頭にそんな想像が思い浮かんでしまったのだ。広大と桜子が待ち合わせをしているはずはない。今日、広大は北綾グラウンドの地下にあるＵＮｂＡＲ日本支局特別分室に行っているはずなのだ。そうなると桜子は広大が学校にいないのを知らずに下校するのを待っているのだろうか。

　で、でも、大空さんと桜子さんが付き合ってるなんて話は聞いた事ないし……。あ、考えてみればあの二人お似合いかもしれない。だって格好いいし、二人とも背は高いし、大人っぽくて落ち着いているもの……。

　千々に乱れる静花の思考は暴走する一方だ。すでにティセや恵子の存在はどこか遠く彼方かなたに置いていかれてしまっているようである。

　自動車のステアリングを握にぎる村井は、後部座席で頬を紅くして、忙せわしなく後ろを振ふり返ったり、うつむいたりして落ち着きをなくした静花に不思議そうな視線を送っていた。




「おお、桜子。これが学校案内だ」

　校門から出て来た先せん場ば兵ひよう衛えは待たせていた桜子に、しょうぶ沼高校の校章が入ったＡ４サイズの封ふう筒とうを差し出した。

「ありがとうございます、兵衛さん」

　いつものように、慇いん懃ぎんだが余り感情を表さない声で桜子は礼を言い、それを受け取った。封筒からカラー印刷された学校案内のパンフレットを取り出した桜子は、無言のままそれをぱらぱらとめくっていく。

「本当にこの学校へ進学するつもりなのか？」

「まだ決めたわけではありません。家からも近いから候補の一つというだけです」

「夏休みも終わったというのに、のんびりしているな」

「最初は進学するつもりはありませんでしたから」

　素っ気なく桜子は答えた。兵衛も桜子の家の事情は知っている。両親を交通事故で早くに亡なくし祖父の手で育てられた。その祖父も桜子が小学生の頃ころに亡くなっている。原因はある事故、いや正確には事件といった方が適切だろう。とにかくその一件以来、桜子は親しん戚せきの兵衛たちからも距きよ離りを置くようになってしまったのだ。

　幸いと言うべきだろうか、桜子の祖父は腕うでの良い庭師で、かなりの資産を残してくれた。現在、桜子は誰だれにも頼たよらずその遺産で一人暮らしをしている。もちろん兵衛の両親を始めとする親戚一同から、一いつ緒しよに暮らさないかという申し出もあったのだが、桜子はそれを断り続けているのだ。

　進学するつもりはなかったというのもそんな家庭の事情からだろう。心変わりの理由は今のところ兵衛にも分からないが、通っている中学校の進路指導担当から、何か言われたとくらいしか考えていなかった。

「しかし広大から電話があった時は驚おどろいたな。折り返し桜子に連れん絡らくして欲しいと言われたからな。何かあったかと思ったぞ」

「叔お父じさんの携けい帯たいに何度掛けても繋つながりませんでしたからね。それで、仕方なく」

　学校案内のパンフレットを封筒に戻しながら桜子は答えた。兵衛の父の携帯電話へ掛けたところ繋がらず、桜子はやむなく広大に連絡したのである。そして広大から兵衛宅の固定電話に連絡があり、折り返し桜子の携帯に掛け直したという次第だ。

「親父も俺と同じで機械には弱いからな。使わない時は電源を切っているんだが、世間ではそういう使い方はしないそうだな」

「いつの時代の人たちですか。それに兵衛さんもいい加減、携帯くらい買ってください」

「ううむ、しかし家の黒電話でも充じゆう分ぶんだからな」

　さすがの桜子も昭和末期のような先場家には呆あきれるばかりで言葉がない。

「それよりも俺が驚いたのは、桜子が広大の電話番号を知っていたという事だ」

　兵衛は探さぐりを入れてくるような性格ではない。桜子が広大の電話番号を知っていたという事にただ驚いているだけなのだろう。それは桜子も充分に分かっていたが、なぜか反射的に視線をそらせてしまった。

「別に……。夏休み前でしたか、偶ぐう然ぜん、近くで会ったものですから。昔、同じ剣けん道どう教室に通っていた事もあって、強ごう引いんに教えられたんです」

　桜子のその答えに一いつ瞬しゆん、兵衛は怪け訝げんな顔をする。しかしすぐさま柔にゆう和わな笑えみになり兵衛は静かに肯うなずいた。

「そうか」

　広大も桜子も兵衛はよく知っている。広大は女の子に強引に携帯番号を教えるような性格ではないし、また何か事情があったとしても桜子は素す直なおにそれを口にする性格でもない。

「これ、ありがとうございました」

　少し妙みような雲行きになってきたのを感じ取ったのだろう。桜子は封筒を示しながらもう一度、兵衛に礼を言う。

「それからまだこの学校を受けるかどうかは決めていないので、叔父さんたちには言わないでください。それと……」

　そこまで言って桜子は珍めずらしく口ごもる。普ふ通つうに出てきていいはずの名前が、何な故ぜか素直に出てきてくれなかったのだ。

　しかしそこはしょうぶ沼高校で一、二を争う好漢と謳うたわれる兵衛である。桜子に無む駄だに気を遣つかわせる事はしない。

「あぁ、分かっている。それじゃ桜子も元気でな」

　広大にも……。そう言いかけて口ごもったのは兵衛も承知だ。色いろ恋こい沙ざ汰たには疎うといと自他共に認める兵衛だが、友人と親戚となればそれなりに察しはつこうものだ。

「はい。それでは叔父さんと叔お母ばさんにもよろしく」

　そう言うなり桜子は長い黒髪を揺ゆらして背を向けると、そのまま駅の方へと歩いて行ってしまった。




「あぁ、静花ちゃん。ちょうど今さっきイモータルヌーンから返事があった所さね」

　一昔、いや二昔前の妙に勇ましい特とく撮さつソングが流れる特別分室こと司令室に入った静花を見るなり、あーちゃん司令ことアーネチカ・シギイワートがそう声を掛けてきた。

「本当ですか？」

　アーネチカと内山田王司がいるデスクに駆かけ寄よろうとした静花は、手前の椅い子すに広大とティセ、そして恵子とアイシャが座っている事に気付いて慌てて足を止めた。

「あ、あのこんにちわ！」

　普通に挨あい拶さつしてるだけなのに、静花は妙に緊きん張ちようしているようだ。広大と恵子はそんな静花の様子に少し怪訝な顔をするが、どうやらティルの編入の件で神経質になっていると早合点したようだ。広大は笑いながら静花に向かって言った。

「あーちゃん司令はちゃんと教えてくれないけど、なんか良い知らせだったみたいだよ」

「はい、ありがとうございます！」

「いや、別に俺が決めた訳じゃないから。俺に御お礼れいを言われても」

　広大のもっともな答えに静花は顔を真っ赤にする。

「そ、そうですよね。すいません」

　もう一度、広大に頭を下げると静花は、アーネチカと内山田のテーブルに急いだ。後から広大たちも付いてくる。アンリはフランスの大学に顔を出すとの事で、一、二週間程日本を離れているところだ。

「にゅふふふ、まぁイモータルヌーンもそれほど話の分からない人ではなかったという事さね。ああ、こっちは恵子ちゃん専用ね。翻ほん訳やくしておいたから」

　アーネチカは静花を始め皆みなに、イモータルヌーンからの返答がプリントされた用紙を配る。広大や静花に渡わたされたものは返信された英文そのままだが、恵子専用はアーネチカがその場で翻訳した手書きのものだ。

「ははは、高たか科しな。二学期はもうちょっと英語も頑がん張ばらないといけないな」

「もう、いきなり担任に戻らないで下さいよ。王子さま先生。一応、これでも気にしているつもりなんですから」

「その割りには期末テストの時も、余り勉強した様子は有りませんでしたが」

　呆れた顔のアイシャに恵子は言い返す。

「私はやれば出来る子なんだから、いいのよ」

　恵子の成績は余りいいとは言えない。出し抜ぬけにそれをネタにされた恵子は憮ぶ然ぜんとして文面に目を通す。名門中学に通っている静花は英語も堪たん能のうだ。広大も母である広ひろ海みが翻訳関係の仕事をしているとあって、英語力は並の高校生以上である。そもそもプリントされている文章は短くシンプルな為ため、中学生程度でもおおむね文意は掴つかめるだろう。恵子はそれでも怪あやしい所ではあるが。

　さっと目を通した静花が顔を輝かがやかせる。広大やアーネチカから良い知らせとは聞いていたが、やはり自分の目で確認してみないと不安だったのだろう。

　そこにはイモータルヌーンの署名付きで、ティルの学校への編入を認める旨むねと、その為にＵＮｂＡＲ本部及および日本支局が適当と思われる行動を取れるよう便べん宜ぎを図はかると記してあった。

　もっともそれには三つの条件が付けられている。

「１．学校への編入については、妹たち本人が強く希望している事。２．学校での問題についてはグロリアスドーンが責任を持つ事。３．近日中にイモータルヌーンが来日するので、その際はグロリアスドーン、アウグストダスク、トランクルナイトの三人で会いに来る事」

　広大が付帯条件を声に出して読み上げる。本人の希望については言うまでもない。ティル自身が明確に学校に行きたいと口にしているのだ。

「あの、グロリアスドーンは……？」

　ｂｉｏクラフトは敬けい称しようを付けられる事を好まない。畏かしこまった呼び方を求められる時は、愛あい称しようではなくｂｉｏクラフトとしての本来の名で呼ぶ事になっている。静花はそのマナーに従いティセに声を掛かけた。

「私がどうかしましたか？」

　ティセは小鳥のように首を傾かしげてから、静花の方へ片手を差さし伸のべるようにするいつもの仕草でそう言った。

「ええと、その……。イモータルヌーンはグロリアスドーンが責任を持つように言っているので、一応、ご確認を……」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　ティセはあっさりと答える。

「特に問題はありません」

「まぁ責任を持つって言ってもねえ」

　いつものように白衣を引きずったアーネチカは『あーちゃん司令専用。座ったらデンジパンチ』という張り紙がある椅子に腰こし掛かけて言う。

「実際にトラブルが有った時、どう責任を取るかまでは明言されてないから、別に深く考える必要はないんじゃないの？」

　楽天的なアーネチカにアイシャが釘くぎを刺さす。

「イモータルヌーンは厳しいお方です。問題が起きた場合、ティセさまの通学許可も取り消される可能性がありますわ」

「姉は恐おそろしい人ですからね」

　アイシャの方へ手を差し伸べてティセはそう言った。言われたアイシャはどう返答していいか困っているようだ。イモータルヌーンはアイシャにとって直属の上司。一方、アイシャが深く敬愛しているティセは、実の姉であるイモータルヌーンとは余り折り合いが良くないらしい。

「あの、それじゃあ……」

　心配そうに尋たずねる静花の方へ向き直るとティセは答えた。

「大丈夫です」

　同じ答え。口調も表情も変わらないが、何となく自信に満ちあふれているような気がしないでもない。

「でもティルの事だから、またティセにご迷めい惑わくを掛ける事があるんじゃないかって……」

「ティルは妹ですからね」

　静花に向かってティセはそう言った。姉であるイモータルヌーンとは折り合いが悪いが、二人の妹ティル、ティオについてはいつも気に掛けているティセである。考えてみればこう答えるのは分かりきっていたはずなのだ。

「でもさぁ、イモータルヌーンが何か文句言ってきたらどうするの？」

　恵子がもっともな疑問をティセに突つきつける。しかしティセは珍しく即そく答とうした。

「私に考えがあります」

「考え？」

　どうせろくな事じゃないだろうなと思いつつも、広大は妙に自信たっぷりに見えるティセに聞き返した。広大の方へ振ふり返り、手を差し伸べティセは繰くり返す。

「はい、考えがあります。それはもう実に素す晴ばらしい考えです」

「ほう……。で、イモータルヌーンが何か言ってきたらどうするつもりだ？」

　広大のその問いにティセは待ってましたとばかりに、両手をぱっと大きく広げて答えた。

「無視します」

　ティセのその素晴らしい考えに分室は一瞬、静まりかえる。わざわざ古めかしい筐きよう体たいに載のせ替かえたスパコンの動作音と空調の音だけが、ぽかんとして返す言葉のない一同の耳に聞こえてくる。

「ええと、それだけ？」

　ようやく我に返った広大がティセに尋ねる。

「はい、無視します。姉が何を言ってきてもこの上なく無視します」

「この上ないのか」

「この上ありません」

　ティセは上じよう機き嫌げんで両手をぱたぱたさせながら答えた。

「……まぁ、それはいいとしてもだ」

　内山田は一つ咳せき払ばらいをしてから話を変える。ティセは一瞬、不服そうに両手をばたばたさせたが、内山田を信用していないという事も有ってか、それ以上は不平を示さなかった。

「条件の三つ目。イモータルヌーンが来日する際、三人で会いに来いという事だけど。これはさすがに無視するわけにはいかないなぁ」

「予定はいつなんですか？」

　そう問う広大に対して、内山田に代わりアーネチカが答える。

「早ければ今週中にでもという事さね。たださっきＵＮｂＡＲに確認してみたら、なんかもめ事があって遅おくれているみたいなんだよね」

「そりゃまた急ですね」

　少し戸と惑まどう広大に向かって、恵子はハッとして尋ねた。

「で、どうするの？　三人よ、三人。ティセ、ティルはともかく、あの妹シスターデスサイズは素す直なおに顔出すと思う？」

「厳密に言うと大鎌クレイドルサイズですわ」

「変な事に拘こだわるわね。別にどっちでもいいじゃないの」

「重要です。重要、重要」

　デスサイズという表現を訂てい正せいしたアイシャだが恵子は大して気にしない。しかしティセが激しく両手をぱたぱたさせている所を見ると、ｂｉｏクラフトにとってその違ちがいは大きいようだ。

「ティオは相変わらずこちらには来ていないんですか？」

　そう尋ねる静花に広大は肯うなずく。

「ああ、桜子ちゃんはたまに顔を出してくれるようになったんだけどなぁ」

　そう言って思わず天てん井じようを仰あおぐ広大は、桜子の名に静花が少し表情を硬かたくした事に気付かなかった。

「いや、僕としてはティオに関してはもう一つ確認しておきたい点があってだね」

　内山田が少し人の悪い笑えみを浮うかべてそう切り出す。イモータルヌーンからの返答が記されたプリント用紙をデスクに置くと、内山田はその部分の文面を指で示しながら言った。

「これを見るとね、学校への編入許可が出たのは、アウグストダスクだけじゃないんだな。複数形になっているだろう？　つまり……」

　内山田の言う通りだ。その文面を確認した広大は思わず声を上げた。

「ティオも含ふくまれているって事ですか？」

「ちょっと待って下さい。仮にトランクルナイトが編入するとしたら、年ねん齢れい的てきに言うと……」

「ティオは十一歳さいですからね」

　アイシャに手を差し伸べるようにティセは言った。ティセ自身はその事実に対して、特段の違い和わ感かんはないようだが地球人は別である。

「小学校ね」
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「小学校さね」

　そう言って恵子とアーネチカは力強く肯き合う。そして次の瞬しゆん間かん、破顔一笑。声を揃そろえて笑い始めた。

「あはははははははははは～～！」

「にゃははははははははは～～！」

「もう二人とも、笑い事じゃありませんわ！」

「いやまぁ、そういうけどねぇ」

　最初にその事実を指し摘てきした内山田も笑いを隠かくせない。ティオと直接の面識はない内山田だが、それでもその容姿くらいは話に聞いて知っていた。

「広大も、笑ってていいんですか!?」

「だってなぁ」

　笑いを隠せないのは広大も同じだ。ティセは何で皆みなが笑っているのか分からないようで、両手をぱたぱたさせながら右往左往していた。その中で少し苦く笑しようを浮かべただけの静花がいち早く真顔に戻もどって広大たちに尋ねる。

「あの、でもこれを見たらティオは逆に気を悪くしませんか？」

「う～～ん、どうかなぁ」

　広大は首を傾げたが、ティセは足を止めて静花に答える。

「そんな事はないと思います。あの子は思った事をはっきりと口に出すのが苦手です。ひょっとすると喜ぶかもしれません」

「じゃあプレゼントに赤いランドセル用意しておかないと」

「にゅふふふ、それはあーちゃんが手配しておくさね。他ほかにも文ぶん房ぼう具ぐや何かも必要になってくるさね」

「もう、恵子もアーネチカも！　あんまりトランクルナイトをからかうと、イモータルヌーンに会いに来てくれませんよ！」

　すっかりティオを玩具おもちやにして盛り上がってる恵子とアーネチカに、抗こう議ぎしたアイシャだが当の本人も釣つられて笑いそうになる。

「でも今週中くらいにイモータルヌーンが来日するなら、その前に桜子さんとティオには連れん絡らくしておかないといけませんね」

　ティルが無事に学校に行けるかどうかが懸かっている事もあり、静花は一同の中で比ひ較かく的てき冷静に話を進めていく。

「まあ連絡は出来るんだけど、実際に来てくれるかどうかは分からないな」

「っていうか、来てくれないでしょう。今の状じよう況きようじゃ」

「恵子はその状況をさらに悪化させかねないですけどね」

「困りましたね」

「あんたら、テンポいい会話のキャッチボールするわね。まるでバルカンボールみたいさね」

　広大、恵子、アイシャそしてティセと繋つながる気の合った会話にアーネチカは思わず舌を巻く。

「いや、でもサンバルカンには一人多いじゃないの」

「にゅふふふ、まだまだ甘あまいわねぇ。恵子ちゃん。バルカンボールは最後にバルイーグルが蹴けるから、この場合は４ｈｉｔコンボで問題ないんよ」

「ああ、しまったぁ!!」

「……何の会話だよ」

　頭を抱かかえて大げさに驚おどろいてみせる恵子に広大は呆あきれてみせた。無む駄だにマニアックな会話についていけない静花は、一人で考えを巡めぐらせていた。

　ティセの言う通り、ティオも本当に学校へ行きたがっているんだったら……。私やティルの我わが儘ままで、これ以上、皆さんに迷惑をかけるわけにもいかないし。大空さんはティオが来てくれないと言ったけど、私の話なら聞いてくれるかも。でも、私の方からそんな事言ったら、出しゃばり過ぎかしら……。

　その時だ。広大と恵子の会話が、静花の耳に飛び込んでくる。

「あ～～、そういえばティオで思い出したんだけど。昨日の桜子ちゃんの電話って、結局どうなったの？」

「あ、あれか。桜子ちゃんには……」

「あ、あの！」

　広大の口から桜子の名前が出たと思った瞬間、静花は反射的に口を開いていた。突とつ然ぜん、声を上げた静花に一同の視線が注がれる。なんでいきなり口を開いたのか、自分でも分からないうちに静花は言っていた。

「あの、私の方からティオを説得してみてもいいでしょうか？」

　言っている事はともかく、変にせっぱ詰つまったような静花の様子に広大たちは不思議そうな様子だ。しかしティセはとたとたと静花の側そばに歩み寄ると、片手を差さし伸のべるようにして言った。

「それではお願いします」

　いつものようにティセの言葉は簡潔だ。むしろ言い出した静花の方が虚きよを衝つかれたようだ。

「え、はい。それでは、その……。ええと、頑がん張ばります」

　そう言うと静花はぺこんと頭を下げる。顔を上げたものの、何となく間が悪い。静花は思い出したように腕うで時ど計けいを確認すると、慌あわてて広大たちに向かって言った。

「あの、時間がありませんから。この辺でおいとまさせていただきます。村井さんも待たせてありますので。途と中ちゆうで桜子さんの家に寄ってみますから。何か進展がありましたら、また連絡します」

　早口でそう言うと静花はまるでその場から逃にげ出すようにドアに向かう。

「一応、桜子ちゃんには私の方からも事の次第はメールしておくわさ」

　静花に向かってアーネチカがそう声を掛かけた。

「それじゃ、よろしくね。静花ちゃん」

「ティオをお願いします」

「はい」

　怪け訝げんな顔のままの広大と手を振ふるティセに、もう一度、頭を下げて静花は部屋を出て行った。

「なんなのよ、あの子？」

　首を傾かしげる恵子の横で、アイシャは少し不安そうな表情を浮かべていた。




　日本との時差は一時間。アジア歴訪に先立ちオーストラリアを訪れていたＵＮｂＡＲのジャクリーン・アウラ・ダキラ議長と、ｂｉｏクラフト側代表イモータルヌーンは、予定通りに会談や視察を終えたものの、シドニー空港で足止めを喰くらっていた。

　そろそろ次の訪問地であるシンガポールに向かわなければならないのだが、未いまだに航空機の準備が整わずにダキラ議長とイモータルヌーン、そして同行のＵＮｂＡＲ職員は空港ホテルで待たされているのだ。

「すいません、議長。何でも緊きん急きゆうに議長とイモータルヌーンと会見したいという申し出があったそうで……」

　今回のＵＮｂＡＲ議長歴訪のコーディネートを行ってきた関係各機関や空港関係者から情報を収集してきたＵＮｂＡＲ職員が、ホテルのロビーで航空機への搭乗を待っていたダキラ議長にそう報告してきた。

「予定には入っていないはずですが？」

　ダキラ議長の言う通りだ。オーストラリアでの予定は全て終しゆう了りよう。後は明日、シンガポールに到とう着ちやくしてからになっているはず。

「ええ、そのはずなんですが。今回のコーディネーターの方にどうしてもという連絡があったそうです。先方は航空会社の方にも手を回しており、どちらにせよこのままでは予定通りに飛行機はとばせないようです」

「それで、私たちと会見したいというのは、一体どなたなのですか？」

　議長の対面にあるソファに座っていたイモータルヌーンは、いつも通り穏おだやかな口調でそう尋たずねた。

「それが良く分からないんですよ。在オーストラリアの人権団体代表という事ですが、オーストラリアやアメリカの議員や、幾いくつかの有力企き業ぎようの支し援えんを受けているそうです。問い合わせてみた所、それは本当のようですが……」

　職員の報告が終わる前にイモータルヌーンは無言で立ち上がる。そして手をかざして職員の報告を遮さえぎると、ダキラ議長に向かって言う。

「ジャクリーン。どうやら本人の方から来てくれたようです」

　ダキラ議長とイモータルヌーンが待機しているロビー周辺は警備員により封ふう鎖さされている。その出入り口付近で何やらスーツ姿の男性たちが警備員ともめているようだ。ダキラ議長も立ち上がり、その方向へ目をやると肯うなずいた。

「なるほど。そういう事ね。彼らにしては強ごう引いんな手段を取ったものね」

「いえ、ジャクリーン。恐おそらく今が好機と見て仕し掛かけてきたのでしょう」

「さて、どうしましょうか。ティラ……？」

　愛あい称しようで呼ばれたイモータルヌーンはトレードマークとなっている衣服のフードを下ろすと、口元にかすかな笑えみを浮うかべてダキラ議長に向かって答える。

「彼らの手の内が見てみたいですね」

　ダキラ議長はイモータルヌーンの答えに一つ肯くと、ロビーの出入り口を固めている警備員に向かって声を掛けた。

「通してください」

　良く通る声だ。警備員たちはダキラ議長の方へ向き直り、一時、怪訝な顔をしたものの、すぐにその指示に従った。屈くつ強きような警備員たちに隠れてよく見えなかったが、スーツ姿の男は二人。一人は若く、もう一人は壮そう年ねん。その二人のボディガードなのだろう、後ろからは黒服姿の、警備員に負けないほど体格の良い男たちが続く。その黒服たちに交じり、小こ柄がらな少年のような姿も見える。その少年の姿にイモータルヌーンは意味ありげに微笑ほほえんだ。

「会見を了りよう承しようしてくださって感謝します。ダキラ議長、そしてミス・イモータルヌーン」

　小走りに二人の所へ駆かけ寄よってきた若い男は、少し息を切らせながらそう言った。ｂｉｏクラフトは名前に敬けい称しようを付けられる事を好まない。むしろそれはマナー違い反はんに当たる。

「イモータルヌーンで結構です。ロング代表」

　ＨＥＬＬＯ代表を務めるロングはイモータルヌーンがそう指摘しても、芝しば居い掛かった仕草で肩かたをすくめてみせるだけ。

「それは失礼。しかしここは地球です。私たちの慣習に従っていただきませんと」

「申し訳ありません。ダキラ議長。イモータルヌーン。本来はこのような強引な手段は取りたくなかったのですが。申もうし遅おくれました、私、ＨＥＬＬＯ代表秘書を務めておりますショートと申します」

　壮年の男性はそう釈しやく明めいしてから自己紹しよう介かいした。

「改めて自己紹介させていただきますわ。ＵＮｂＡＲ代表のジャクリーン・アウラ・ダキラ。そしてこちらがｂｉｏクラフト側のＵＮｂＡＲ代表、イモータルヌーン。愛称はティラ」

「よろしくお願いいたします」

　ダキラ議長はそうイモータルヌーンを紹介してから、改めてロングに向き直る。

「ＨＥＬＬＯの活動内容は存じ上げております。これまでにも何度か私たちの方から、お会いしたいと連絡を差し上げたはずですが、今日は急にどういう風の吹ふき回しですか？」

　言葉に刺とげがあるのは致いたし方かた有るまい。ＨＥＬＬＯのスポンサーには大だい企き業ぎよう、有力政治家、財界人も多い。恐らくロングの方から彼らに手を回して、ダキラ議長らの足止めを画策したのだろう。地球人類とｂｉｏクラフトの共生に反対、いや彼らの主張に拠よると地球人類をｂｉｏクラフトから『解放』しようとしているＨＥＬＬＯだが、その活動は合法的で比ひ較かく的てき穏おん健けんなものが多く、今回のように表立ってＵＮｂＡＲの行動を阻そ止ししようとした事はない。もっともこの前、東京に高位のｂｉｏクラフトが潜ひそんでいると情報をリークしたり、或あるいはオーグメントクラフトを密ひそかに入手するなど、水面下ではかなり活発にそしてきわどい行動を取っている。それらの情報はＵＮｂＡＲの方でも入手しており、これまでにも何度か会見を要よう請せいしてきたのだが、ＨＥＬＬＯから芳かんばしい回答が来る事はなかったのである。

　しかし、ＨＥＬＬＯの方からこのような強引な手段で接せつ触しよくしてきたのだ。何か裏があるのだろう。それはダキラ議長やイモータルヌーンも察していた。

「こちらにも色々と準備がありましてね。それに情勢も動いてきているはず。それはあなたもご存じでしょう。イモータルヌーン」

　ロングはそう言うがイモータルヌーンの視線は、その背後にいる少年のような姿へと向けられていた。一いつ瞬しゆん、ロングは不快な表情を浮かべたものの、すぐさま気を取り直してその少年を紹介する。

「なるほど、やはり同族は気になるようですな。きみの方から状じよう況きようを説明してくれ」

　少年が自分の前に立つと同時に、イモータルヌーンの方が口を開く。

「サウザンドメイズィス、お久しぶりですね」

　イモータルヌーンのその言葉にサウザンドメイズィスは大おお仰ぎような身み振ぶりで頭を下げてみせる。

「これはこれは、我が女王クイーンよ。ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます」

　顔を上げたサウザンドメイズィスの口元には、皮肉な笑みが浮かべられていた事からも、イモータルヌーンに言葉通りの感情を持っているとは言い難がたいのは分かるだろう。

「あなたがＨＥＬＬＯに協力している事は承知していました。どのような主張をしようともそれは自由です。しかし地球人類とｂｉｏクラフトに対して危害を加えるようなら、それなりの対処はしなければなりません」

「危害？　人類に危害を加えるのは、彼らの方じゃないの。イモータルヌーン」

　そう言うなりサウザンドメイズィスはポケットから取り出した数枚の写真を、ダキラ議長とイモータルヌーンの前にあるテーブルへと放る。

　写真にはどこかの天体が映っていた。地球の月に似た荒こう涼りようたる表面を持つ天体。あるいは木星のような表面をガスに覆おおわれたもの。そして太陽に近い光を放つ恒こう星せい。よく見るとそのすべてにはある共通点があった。みなリングを持っているのだ。土星や天王星のように太陽系にもリングを持つ惑わく星せいは珍めずらしくない。しかし恒星まで明確なリングを持っているのだ。イモータルヌーンはその光景に見覚えがあるようだ。少し厳しい表情になり一枚の写真を取り上げた。

「これは……」

「そう、その通りだよ。彼らの許もとで話をしたい。対処方法を討議するには、一番の被ひ害がいを受けるであろう当事者の代表も参加させるべきだと思うけど？」

　そう言いながらサウザンドメイズィスは肩ごしに背後のロングへと視線を送る。

「しかしサウザンドメイズィス。この場所はお世辞にも近いとは言えません。これから向かうとしても数日は……」

「予定はキャンセルしていただく。必要な手配はこちらでやっておこう」

　イモータルヌーンの言葉に、会話の主導権を握にぎっていたいのか、慌ててロングが口を出す。サウザンドメイズィスはそんなロングに冷ややかな視線を送ると、イモータルヌーンへと向き直る。

「我が女王のお手を煩わずらわせる事はしませんよ。もっとも僕も長ちよう距きよ離り移動は苦手だからね。『サイレントカレント』に協力して貰もらえる手はずになっている。段取りには自信有りますよ、イモータルヌーン」

　にやりと笑うサウザンドメイズィスを無視して、イモータルヌーンはダキラ議長に言った。

「ある意味、これは良い機会です。ジャクリーン。ＨＥＬＬＯの方々にも真実を知っていただきましょう」

「つまり何か隠かくしていたという事で宜よろしいのですね？」

「そう考えて下さっても結構です」

　揚あげ足あしを取ったつもりでそう言うロングだが、イモータルヌーンがさしたる反応を示さなかった事に渋い顔をする。

「そうね……。残念だけど、訪問は延期という事かしら」

　ダキラ議長の言葉に肯きかけたイモータルヌーンは、何かに気付いたようにハッとする。しかしすぐに思い直して答えた。

「そうですね。あの件は急ぐ事もないでしょう。それに……」

　イモータルヌーンはちらりとサウザンドメイズィスへ視線を送ると付け加えた。

「向こうで会う事になるかも知れません」

「そうかもね」

　サウザンドメイズィスはにやにやと締しまりのない笑みを浮かべたままでそう答えた。

「では決定という事で宜しいですかな。異論がなければ関係各所に連れん絡らくいたします」

　ショートの言葉にそれまで黙だまって事態を見守っていたＵＮｂＡＲ職員が慌あわてる。

「あ、あのこの後の訪問予定は……」

「キャンセルという事になります。私とイモータルヌーンはＨＥＬＬＯとの会見を行います。場所は……」

　ダキラ議長の視線に促うながされてサウザンドメイズィスは付け加えた。

「乙おと女め座ざ超ちよう銀ぎん河が団中心部。地球から約六〇〇〇万光年の彼方かなただ」
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《ＰＨＡＳＥ―０５：０２　説得～a persuasion～》







「あの、上かみ温おん湯ゆです。上温湯静しず花かです。桜さくら子こさんか、ティオはいらっしゃいますか？」

「あら……」

　インターフォンの向こうから聞こえてきたその声にティオは意外そうな顔になる。まだ桜子は帰宅していない。今日は高校受験の為ため、学校案内を貰いに行くので帰りが遅おそくなると言っていた。取り立ててやる事もないティオは、一人で金きん魚ぎよ鉢ばちの金魚をじっと観察していた所だった。そこでインターフォンが鳴ったのである。

　桜子の自宅マンションを尋たずねる人間はさしていない。仮にいたとしてもティオ一人の時は応対する事はない。しかし相手は静花だ。そして今、ティオは退たい屈くつだ。静花が純情で騙だまされやすい性格というのは、海で出で逢あった時からよく分かっている。

　退屈しのぎにちょっとからかってやろうかしら。ドアの覗のぞき穴から外を覗いて静花一人だけと知ったティオはそう考えた。

　鍵かぎを開けてそっとドアノブを回す。開いたドアの隙すき間まから覗いた静花の顔にほっとしたような笑えみが浮うかぶのが見て取れた。

「ティオだけですか？　あの、桜子さんは？」

「桜子は今日、帰り遅くなるって。まぁ入りなさいよ。狭せまい部屋だけど」

　さぁ、どうやってからかってやろうかしら。そう考えるティオの背中に、静花は意外な言葉を投げかけてきた。

「今日はご相談したい事があって来ました」

　単に遊びに来たのかと考えていたティオにとって、静花のその口調は思いもよらず真しん剣けんなものに聞こえた。

「相談？」

「はい、ティオのお姉さんのイモータルヌーンの事です」




「いやぁありがとさん！　おおきに、助かったわ」

　封ふう筒とうを開けて中身を確認したクリス早石ことクイックストーンは、広こう大だいを拝みながら何度も頭を下げた。

「ちょ、ちょっと。そういうのはみっともないから止やめて欲しいんだけど……」

　広大は周囲を見回してクイックストーンにそう言った。ここはクイックストーンがアルバイトをしているコンビニエンスストアの裏。しかしすぐ側そばには路線バスが通る道路もあり、後ろには団地。向かいはマンションだ。夕方とはいえまだ日が長い事もあり、通行人も少なくない。たまたま通りかかった人々は、広大を拝み頭を下げているクイックストーンに怪け訝げんな視線を送っていた。

「ほんま、助かったわぁ。コンビニのバイト代だけやと、どうしても難なん渋じゆうしてなあ」

　ほくほく顔のクイックストーンは封筒の中の札を何度も数え直している。封筒の金は夏休み中に行われた映画撮さつ影えいの出演料。これまでにも何度か前まえ払ばらいをしてきたのだが、クイックストーンの方からどうしてもと言われ、残金がすべて支し払はらわれる事になり、広大がそれを預かって来たのだ。

「それならＵＮｂＡＲに登録して、ｂｉｏビオパートナーを探せば良いじゃないですか。契けい約やくすればパートナーに補助金が支払われます。それにパートナーがいないのならｂｉｏクラフトとして生活すれば、そんなにお金が必要だとも思えませんが」

　いささか嫌いやみを込めてアイシャがそんな指し摘てきをする。

「ＵＮｂＡＲに登録したり契約したりすると色々と面めん倒どうやないの。それに地球には面おも白しろいものがあるんやから楽しまないと損やで」

　最後のひと言は生き真ま面じ目めなアイシャへ向かっての反はん撃げき。しかしアイシャもそれくらいでは動じる事もない。

「ちゃんとｂｉｏクラフトとしての使命を……」

「し～～！」

　クイックストーンは唇くちびるの前に指を立ててアイシャを制する。

「うちがｂｉｏクラフトいうんはバイト先には内ない緒しよや。ばれたらクビやで、クビ。そしたら責任とってくれるんか？」

「それはあなたの責任でしょう！」

「まぁまぁ」

　広大は慌ててアイシャとクイックストーンの間に割ってはいる。これまで横で成り行きを見守っていたティセも、ぱっと両手を広げるや広大に倣ならって二人を止めようとした。

「まぁまぁ、まぁまぁ」

　もっとも両手をぱたぱたさせて二人の間を右往左往しているだけで、これと言って効果があるようには見えない。しかしティセが止めに入ったという事だけでアイシャには充じゆう分ぶんだったようだ。

「まったく……。余り面倒を掛かけないでくださいませんか」

「面倒かける言うても、あんたは何もしてへんやないの。お金持ってきたんも広大やし。まったく感謝しとるわ。これはサービスやからな♡」

「へ？」

　そう言うなりクイックストーンは広大に抱だきつき、いきなり広大に唇を近づけようとする。その行こう為いにいち早く反応したのは恵けい子こであった。

「な、なにするのよ！　あんた!!」

　今度は恵子が広大とクイックストーンの間に割ってはいる番だった。広大から自分を引きはがした恵子に、クイックストーンはにんまりと意味ありげな笑えみを浮かべて言う。

「はは～～ん、やっぱり脈有りなんやな♡　いま流は行やりのツンデレってもんかいな」

「んなわけないでしょ！　さっきから広大はみっともないから止めろって言ってるじゃないの!!　そうよ、ねえ!!　広大!?」

　ムキになっている恵子にそう尋ねられても広大はすぐに答える事が出来ない。そんな広大をティセが横からじっと見上げていた。

「……え？」

　ようやくその視線に気付いた広大が向き直っても、ティセは興きよう味み津しん々しんといった雰ふん囲い気きでじっと観察を続けている。余りにじっと見つめるものだから、広大の方も一歩二歩後あと退ずさってしまった程だ。

「さ、帰りましょう。ティセさま」

　アイシャにそう声を掛けられて初めてティセは我に返ったようだ。

「帰ります」

　そう言うとさっさと帰り始めてしまったアイシャの後を追う。

「んじゃ私も帰ろうっと」

　そして恵子も続く。

「おい、ちょっと待てよ!!」

　慌てて三人の後を追う広大に向かってクイックストーンが声を掛ける。

「また何かおいしい話が有ったら声掛けてなあ、もてもて兄ちゃ～～ん!!」

「だからそういう事は大声で言うなって！」

　広大は少し赤くなりながら振ふり返りクイックストーンに言い返した。




「はぁ？　何で私がティラ、いえイモータルヌーンに会わなきゃならないのよ。ティルがどうしようと私の知った事じゃないわよ！」

　静花から事の次第を聞かされたティオは憤ふん然ぜんとしてそう言い返した。

「ティセが心配しているなんてのも関係ないわよ。心配して当然よ、あいつが私にやった事を考えれば。いい気味よ……！」

　吐はき捨すてるようにそう言うとティオは椅い子すに座ったままでぷいと横を向いてしまう。

「だけど会って話してみないと分からないじゃないですか。Ｍ33銀河の時、ティセやティルと話している時のティオは、とっても楽しそうでした。それなのにどうして……」

　一通り事情を説明した静花だが、ティオは納得してくれない。話は聞いてくれたものの、向かいの椅子に座ったティルは立たて膝ひざのままそっぽを向いている。それでもまったく相手にされない広大やティセよりはましなのだろうが。少なくとも静花にはティオが揺ゆれ動うごいているようにも思えた。

「悪質なｂｉｏパートナーを排はい除じよする事だって、ティセやティルと一いつ緒しよにやればいいと思います。ＵＮｂＡＲも協力してくれるって……」

「私はねえ、静花！　ティラを、イモータルヌーンをぎゃふんと言わせてやりたいだけなの！」

　やにわに向き直るなりティオは声を荒あらげた。

「それだけの！　それだけで充分！　なのにどうして、その当人と協力しなきゃならないのよ。わけ分からないわよ」

　子供のように頬ほおを膨ふくらませたティオは、横を向いたままで続けた。

「私には桜子さえいればいいの。桜子は私の言う事を聞いてくれる。私の願いを叶かなえてくれるって約束したもの」

「でも桜子さんだって……」

　言いかけた言葉を静花は慌あわてて飲み込む。

「桜子は強いから……。どうかしたの？」

　静花の様子に怪訝な顔をしてティオが尋ねた。

　話すべきかどうか静花は迷った。しかし桜子が直接話していなくとも、ティオなら察しているかもしれない。そう考えた静花は言った。

「でも桜子さんだって、みんなと一緒に居たいんじゃないかと思うんです。だって、桜子さんは大おお空ぞらさんが好きみたいだから……」

　その言葉に一時、ティオは表情を凍こおり付かせる。

「桜子がどうかしたの？」

　静花の言葉の意味が分からぬようにティオは聞き返した。

「だからみんなと一緒に……」

「そうじゃなくて！」

　ティオは静花の言葉を遮さえぎり、ついと顔を寄せてさらに尋ねる。

「桜子が誰だれの事を好きだって言うの？」

　金色の瞳ひとみが正面からすっと静花を見み据すえた。射るようなその視線に思わず静花もたじろいでしまう。しかし少し口ごもりながらも静花は答える。

「その、だから……。大空さんを……、広大さんを好き。……なんじゃないかって」

「あはははははははは！」

　次の瞬しゆん間かん、ティオは突とつ然ぜん、乾かわいた笑い声を上げた。

「なに言ってるのよ。馬ば鹿かじゃないの？　桜子は私の願いを叶えてくれるって言ったんだもの。男なんかに感かまけているわけなんてないじゃないの」

　平静を装っているものの、ティオが思いの外動どう揺ようしているのは静花にもよく分かった。言ったのは失敗だっただろうか。静花がそう考えた時だ。

　玄げん関かんの方からドアの鍵かぎを開ける音が聞こえてきた。どうやら桜子が帰ってきたようだ。静花とティオが振り返ると同時に桜子の声が聞こえてくる。

「ティオ、これ……。誰か来ているの？　私がいない間は……」

　そう言いながら桜子は手に通学鞄かばんと買かい物もの袋ぶくろを下げ、静花とティオのいるリビングに入ってきた。

「あら、静花さん」

「あの、お邪じや魔ましてます」

　さして意外ではなかったようだ。ぺこんと頭を下げる静花に向かって桜子は口を開く。

「ひょっとして例の件？　シギイワート博士からさっきメールが来たわ」

　そう言えばアーネチカも桜子にメールしておくと言っていた。どうやらあの後、さっそく連れん絡らくしたようだ。

「はい。イモータルヌーンがティルやティセ、それにティオとも会いたがっているようです」

　テーブルの周囲には椅子が二脚きやくだけ。静花が座っているのは古いもの。ティオが座っている椅子は新しいものだ。座る椅子がない桜子は立ったままで話を聞いていた。

「関係ないじゃないの、ねえ。桜子。今いま更さら、イモータルヌーンに会ったところで、何が変わるわけでもないし」

　ティオはぷいとそっぽを向いたままでそう言った。しかし桜子は黙もつ考こうしていてティオを見つめるだけだ。

「でもティセはティオを心配しています。ティルだって、きっと……」

「知らないわよ！」

　そっぽを向くだけではない。ティオはあからさまに拗すねたように静花に背中を向けた。

「私は桜子だけいればいいの。桜子が、私の願いを叶えてくれるんだから……。そうでしょう、ねえ？　桜子」

　しばし待っても桜子から同意の言葉は返ってこない。訝いぶかしんだティオが肩かたごしに視線を巡めぐらせると、桜子は厳しい表情で何事かを考え込んでいる。

「桜子？」

「桜子さん？」

　ティオと静花が揃そろって声を掛けたその時だ。桜子は無言のままテーブルに買い物袋を置き、自分の勉強部屋に通学鞄を置くとリビングに戻もどってくる。

　その表情は相変わらず硬かたく厳しいまま。そしてティオを見つめたままで桜子は口を開く。

「そうね。私はあなたの願いを、望みを叶えるわ。ティオ」

「そうよ、だから……」

　桜子が同意してくれたと思い、静花の方へ向き直ろうとするティオだが、次の瞬間、己おのれの耳を疑った。

「だから……、契けい約やくを解除しましょう。ティオ・トランクルナイト」

　何を言ったのか咄とつ嗟さには理解できなかったのは静花も同じだった。ティオと静花はエッと小さく声を上げて桜子の方へと振り返る。

「契約解除よ。ティオ。それがきっとあなたの願いを叶える事になるのだから」

「桜子さん！　落ち着いて下さい」

　先に反応したのは静花の方だった。

「どうしてティオとの契約を解除する事が、願いを叶える事になるんですか？　ティオだって、そんな事は望んでいないはずです!!」

「落ち着いているわ。静花さん。ずっと考えていたのよ、この前から。ずっと……」

　その言葉通り桜子は静かな口調で言った。

「私と契約している為ために、むしろティオの願いが叶わない事になってるんじゃないかってね。ティオの本当の願いは、私には……」

「裏切るのね！」

　やにわにティオが声を荒げて椅子から立ち上がった。

「桜子も私を裏切るのね、騙だましたのね！　ティセと同じように、ティラと同じように!!　また私を騙したんだ!!」

「そう思うのなら、そう思ってくれても構わない」

　桜子はティオから視線を逸そらして言った。

「だから契約を解除しましょう。トランクルナイト」

「いやよ！」

　ティオは即そく答とうした。

「いや！　そんなの絶対にいや!!　あなたは私の願いを叶えてくれなきゃいけないのよ、桜子！　そうでなきゃ許さない。許さないんだから!!」

「だから契約を……」

「いや！」

　もう一度、拒きよ絶ぜつするなり、ティオは寝しん室しつの方へ駆かけ込み、アルミサッシを開けてベランダに出る。成り行きについていけず呆あつ気けにとられて見守るだけだった静花だが、我に返ると慌ててティオを追う。

「ティオ！」

　しかしティオは身を翻ひるがえしてベランダから飛び降りる。その身体は落下する事なく宙に浮ういたかと思うと、次の瞬間、空に溶とけ込むように消えていった。そもそもティオはアペンディックス『ナイトミスト』により宙に浮く事が出来るのだ。さらに量子ブラインドを展開したとあっては、静花だけでティオを追いかける事は出来ない。静花がリビングに戻ると、いつもと変わらぬ表情で桜子が迎むかえた。

「変な所、見せちゃったわね」

「いえ、そんな……。私が悪いんです。私がティオの事をよく考えずに……」

「いいのよ。前から考えていたと言ったでしょう」

　冷静を装よそおっているが、桜子の声からは明らかに苛いら立だちのようなものを感じる。それが自分に向けられたものではないことは静花もよく分かっていた。恐おそらくそれは桜子自身へと向けられたものなのだ。

「ごめんなさい。一人にさせて」

　そう言うと桜子はテーブルの側そばの椅子に座った。桜子が腰こし掛かけた椅子は、先程まで静花が座っていた古い方のものだった。

「でも……」

　何か声を掛かけたい。声を掛けなきゃ。そう考える静花だが思いはなかなか言葉になってくれない。

「これ、ティルと食べてね。あなたたちはうまくやるのよ」

　そう言うと桜子は買い物袋の中にあった、何やら冷たいものが入った袋ふくろを静花に押おしつけるように渡わたす。

「桜子さん、あの……。私……」

「一人にさせてって言ってるでしょう!!」

　桜子はやにわに怒ど声せいを上げると、テーブルに顔を伏ふせてしまった。

「ご、ごめんなさい！」

　こんなに感情を剥むき出しにした桜子は初めてだった。気が動転した静花は頭を下げると、逃にげるようにリビングから玄関、そしてドアの外へと駆け出した。

　なんで桜子さんはティオにあんな事を言ったんだろう。ティオだって桜子さんが好きだし、桜子さんだってティオが好きだし……。

　千々に乱れる思考は昇のぼってきたエレベーターに乗り込んでも続く。しかし手の中にある冷たい感かん触しよくには気付く程度には落ち着きが戻ってきた。

　さっき桜子から押しつけられた、青と茶色のストライプが入った袋。

　アイスクリームだ。それもチョコミントアイスクリームが二つ。

　そうか、そうなんだ。ようやくその事実に気付いた静花はエレベーターの中でへなへなと座り込んでしまった。

　桜子がティオを嫌きらいなはずがない。これはきっと帰宅したらティオと一いつ緒しよに食べるつもりで買ってきたのだろう。

　そう考えると静花は涙なみだがあふれそうになる。

　好きだからこそ、きっとあんな事を言ったんだ。ティオは本気でティセやティルを憎にくんでいるわけじゃあない。きっと一緒にいたいはず。桜子はそれを理解している。

　自分が側にいるからこそ、ティオは素す直なおになれない。桜子に頼たより切きってしまっている。桜子はそう考えていたのだろう。

　馬鹿だ、私。何も考えないまま、ティオの所に来て、それで説得できるなんて思っていたなんて……。

　エレベーターを降り、マンションから表に出た静花は、携けい帯たい電話を取り出すと、一時、躊ちゆう躇ちよしたものの広大へと電話する。

「静花ちゃん？」

　電話の向こうの広大に静花は反射的に頭を下げてしまった。

「ごめんなさい、大空さん。ごめんなさい。私、私……」

　声の調子から察してただごとでないと察したのか、広大も驚おどろいて聞き返してくる。

「どうした、なんかあったのか？」




「ティオの事だから、そんな遠くには行かないと思うよ」

　ティルはそんな事を言いながらｂｉｏクラフト『アウグストダスク』を地球の軌き道どう上に周回させていた。

　押おっ取とり刀がたなで駆けつけた広大は静花と合流。ティオが宇宙に向かったと踏ふみ、ティルと一緒に『アウグストダスク』でティオを捜さがしている最中なのだ。恵子とアイシャも『ノーブルウィンド』で捜そう索さくを手伝っている。

「でも桜子ちゃんがそこまで悩なやんでいたなんてな」

　そうつぶやく広大に静花は頭を下げる。

「すいません、私なんの力にもなれなくって」

「いいって、いいって。桜子ちゃんの力になれなかったのはこっちも同じなんだから。昨日、兵ひよう衛えの自宅の電話番号を教えてくれって連絡してきたんだけど、そんな素そ振ぶり無かったし、俺も気がつかなかったし……」

「大体、あんたはそう言う所が鈍にぶいのよ」

　通信用立体映像の向こうから『ノーブルウィンド』に乗っている恵子がそう言ってきた。

「仕方ないだろう。兵衛の電話番号しか聞かれなかったし。学校の案内書くらいなら俺に言ってくれれば良かったのに」

「そういうところがまず信しん頼らいされてないって事じゃないの」

　広大と恵子のその会話に静花は少し当とう惑わくの表情を浮かべる。

「あの、桜子さんの電話って……」

　通信用映像の向こうにいる恵子は、静花の反応に怪け訝げんな顔をするが、広大はさして気にする事もなく答えた。

「あぁ、昨日、桜子ちゃんから電話があったんだよ。俺の友達の兵衛って知ってたっけ？　あいつと桜子ちゃんは親しん戚せきで、連れん絡らくが付かないから電話番号教えてくれって。それだけなんだけどね」

「それじゃあ学校の案内書というのは……」

「うん。今日、学校で兵衛に聞いたんだけど、いい加減、志望校を決めなきゃならないんで、それで案内書を取りに来たらしい。近くにあるうちの学校も候補なんだってさ」

「あの、取りに来たのは今日なんですか？」

　さすがにそこまで興味を持たれると広大としても不可解に感じる。

「今日って言っていたけど……。それがどうかした？」

「いえ、何でもありません。ちょっと、その……。ええと早合点だったかなって……」

「へ？」

　静花は頬ほおを赤くしてうつむいてしまった。

　そうか、ただ学校案内を貰もらいに来ていただけなんだ……。桜子がなぜしょうぶ沼ぬま高校の校門前に立っていたのか。その理由を聞いた静花は、少しホッとする自分に戸と惑まどいを覚えていた。

　でもそうなると……。

「早くティオを見つけて、ちゃんと説明しないと……！」

　やにわに声を上げる静花に、広大はもちろんティルも怪訝な視線を送る。

「どうしたの、静花。今日は何か変だよ？」

「え、ええ。ちょっと、ティオを誤解させちゃったかなと思って……」

　ばつの悪い顔をする静花だが、ティルはさして拘こだわっていないようだ。ちょっと首を傾かしげるとすぐに視線を戻もどす。

　ティルが座る接続シートの周囲には四方の光景が映し出されている。半分近くを占しめるのは巨きよ大だいな青と白の球面。地球。そしてその反対側は闇やみの世界と、その一点で輝かがやく光の塊かたまり。宇宙に浮かぶ太陽。アイシャと恵子は『ノーブルウィンド』で夜の側を捜索中だ。

「だけど量子ブラインドを展開していたら、こっちからは捜しようがないんじゃないか」

　広所恐きよう怖ふ症しようの広大はその光景から視線をそらせつつそう尋たずねた。

「う～～ん、まぁそうだけど。呼べば出てくるんじゃないの？」

「そんな、犬か猫ねこじゃあるまいし」

　呆あきれた顔の広大に構わずティルは接続シートに着いたままで大声を上げた。

「ティオ～～！　出ておいでよ!!　ティセお姉ちゃんも、広大のお兄ちゃんも心配しているよ！」

「お兄ちゃん？」

　いきなりティルからお兄ちゃん呼ばわりされて、広大は思わずすっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「あははははははは～～ッ！」

　これまたたがが外れたような笑い声を上げるのは、通信用映像の向こうにいる恵子だ。制せい御ぎよデッキではなく、広大の対面に座る静花も声を押し殺ころすようにして笑っていた。

「ちょ、ちょっと。ティル、お兄ちゃんは……」

「ん～～？」

　慌あわてた様子の広大に、ティルは不思議そうに首を傾げる。その様子は確かに小型愛あい玩がん犬けんを思わせた。

「だってティセお姉ちゃんのパートナーなんでしょ？　だったら広大はお兄ちゃんじゃないの？」

「いや、だからさぁ」

「いいじゃないの、妹キャラよ。妹キャラ。巨乳幼なじみと不思議ちゃんに、さらに妹キャラまで出来たわけじゃないの。何が不満よ、このギャルゲー主人公属性！」

　おろおろする広大を、通信用映像の向こうから恵子がからかう。

「あ、でも……。ティルの言う通りなら、私も妹ですね」

「はい……？」

　やにわに両手をポンと叩たたいてそう言う静花に、広大は当惑した視線を向ける。

「だってティセの妹と契けい約やくしているんですから。私も妹って事になりますよ」

「ほう、言ってくれるわね。静花ちゃん」

　通信用映像の向こうから恵子が静花を見やる。

「じゃあ広大をお兄ちゃんと呼んでいいわよ」

　にんまりとした笑えみを浮うかべてそう言う恵子に、静花はパッと頬に朱しゆを散らした。

「え、ええと、それは……。そ、そうだ。早くティオを捜さないと……」

「逃げた……」

「別に逃げた訳じゃ有りません！」

　真っ赤になって恵子に反論する静花である。

「でもアウグストダスク、こんな事をやっていてトランクルナイトが本当に見つかるんですか？」

　恵子に変わって通信用映像に映ったアイシャがそう尋ねてきた。

「ん～～、見つかるんじゃないの？　だってさ、きっとティオはこの話を聞いてると思うよ」

　自信たっぷりにティルは答えた。

「ティオはああ見えても、ティルよりも子供なんだもん。人の話を良く聞かないで怒おこったり、拗すねたりする割りには、寂さびしがりだしさ」

「だよなあ。見かけだけだったらティセより大人っぽいけど、言動は基本的には子供だもんな」

　広大も思わず肯うなずく。

　ああ、そうか……。静花はいきなりティオが取り乱した理由を悟さとった。自分よりも大人びて見えるティオだが、やはりティルの妹、精神的にはまだまだ幼いのだ。

　それを考えずに、あんな事を言ってしまったなんて……。静花は今さらながら自分の配はい慮りよが足りなかった事を痛感した。

「そうですね。私もティオがティルより子供だって事を、もう少し考えれば良かった……」

　そう静花が言いかけた時だ。接続シートのティルがぴくんと顔を正面に戻す。そして次の瞬しゆん間かん、新たな通信用立体映像が浮かび上がった。

「……子供で悪かったわね」

　そう言いながら映像に現れたのはティオだった。

「ほらね」

　してやったりとばかりににんまりとした笑みを浮かべ、ティルは広大と静花に振ふり返りながらそう言った。そして通信用映像のティオに向き直ると続ける。

「ティオ、帰っておいでよ。そりゃティラお姉ちゃんと会うのが嫌いやなのは分かるけどさ、ティセお姉ちゃんとティルが何とかしてあげるから」

「うるさいわね！」

　ティオは憤ふん然ぜんとして言い返す。

「あんたもティセも、そうやってすぐにお姉さんぶるから嫌きらいなの！　私は誰だれも信じないわ。私が信じるのは、私と……。私だけよ」

　言葉の途と中ちゆうでティオは急に意い気き消しよう沈ちんしてしまい、そのまま背を向けようとする。通信を切ってしまいそうだと察した静花は慌てて声を上げた。

「待ってティオ！　あの、さっきの桜子さんの話ですけど、あれは私の誤解だったんです!!」

「誤解？」

　広大とティル、そして通信用映像の恵子、アイシャが怪訝な顔をするが、それに構わず静花は続ける。

「そうなんです。私の誤解というか、早合点だったんです。だから、その……。きっと桜子さんが一番好きなのはティオだと思います！」

　一いつ瞬しゆん、ティオはきょとんとした顔で静花を見つめていた。しばしそのまま沈ちん黙もくしていたものの、やがて少しうつむきそしてそっぽを向き言った。

「あ、当たり前じゃないの。そんな事」

「だから、ティセやティルと一いつ緒しよに、イモータルヌーンと会ってください」

　しかしその名を出された途と端たん、ティオはさっと向き直るや怒ど気きをはらんで答える。

「それとこれとは関係ないじゃないわよ!!」

「いや、ティオの気持ちも分かるけど、姉妹なんだから一度会ってみると分かる事もあるんじゃないか？」

　そう言う広大の横から恵子がからかう。

「そうそう、お兄ちゃんもそう言ってる事だし」

「恵子！」

「会う必要もないわ。大体ティセやティルの……。あら、ティセはいないの？」

　そこでティオはようやくティセがその場にいない事に気付いたようだ。

「ティセは桜子ちゃんの説得に行ってる」

　広大はそう説明した。広大たちは静花と合流してすぐに桜子のマンションに向かったが、桜子はすでに外出してしまった後だった。おそらく静花が広大に電話している間に、非常口から出かけてしまったのだろう。

　広大は先に桜子を見つけて説得しようと考えたのだが、なぜかティセがそれは自分がやるから、ティオを頼たのむと言い出したのだ。

　ティオの姉として桜子と話しておきたい事があります。決して悪いようにはしません。だから広大はティオをお願いします。

　ティセはそう言ったのだ。自分から言い出すとティセは頑がん固ここの上ない。ティルやアイシャも、それならばティセに任せようと言い出した為ため、少々、不安を抱いだきながらも広大もそれを了りよう承しようしたのだ。

「そう、ティセが。桜子を……」

　さりげない風を装いそうつぶやいたティオだが、広大にはどこかうれしそうに見えた。




　まだ日は長いとはいえ、そろそろ空も朱しゆ色いろに染まってきている。自宅マンションの近くにある小さな公園で、一人ブランコに腰こし掛かけている桜子の視線の先には、先程から生いけ垣がきの後ろをちょろちょろしている金色の髪かみの毛があった。

　無視するつもりだったが、少し不ふ憫びんに思えてきた。桜子は自分から声を掛かける。

「ティセでしょう？　出てきていいわよ」

　生け垣の後ろで金色の髪の毛がぴくんと揺ゆれてから止まる。そして忙せわしなく右往左往したかと思うと、ようやく生け垣の後ろからティセが出てきた。

「さすがですね」

　とたとたと歩み寄り、桜子に片手を差さし伸のべるようにしてティセは言った。

「私が隠かくれている所を見つけられるなんて桜子はさすがだと思います」

　本気で隠れるのなら量子ブラインドを使うはず。それならさすがに桜子でも気付きようがない。そうしなかったのは、ティセも密ひそかに近づくような真ま似ねはしたくなかったという事だろう。

　ティセはしばし考え込んでからおもむろに口を開いた。

「静花から話は聞きました」

　後に続く言葉があるだろう事を察した桜子は、ティセがそれを口にする前に言った。

「そう、だったらそういうことよ。私はティオとの、トランクルナイトとの契約を解除する。それだけ……」

　とりつく島もなさそうな桜子の口調に、ティセは両手をぱたぱたさせ、またその場を右往左往する。愛あい玩がん鳥類扱あつかいされる事が多いティセだが、無表情のまま全身で感情を表そうとしているその様子は確かに小鳥を思わせる。その事に桜子は思わず頬ほおが緩ゆるみそうになった。

　しばし右往左往した後、ティセはぴたりと止まると小首を傾かしげてしばし考え込み、一つ二つうんうんと肯いてから、改めて桜子の方へ片手を差し伸べて言った。

「ティオとの契約を解除するなんて事は言わないでください」

　ティセは言った。

「私は桜子がティオのパートナーで良かったと思っています」

「そう言ってくれるのはうれしいけど……」

　桜子は軽くブランコを漕こぎながら言った。

「この前……、三角座のＭ33銀河だっけ。あそこでティオがあなたたちと再会した時、あの子笑っていたわよね。私といる時、ティオはあんな顔した事がなかった」

　ティセは手を下ろして桜子の言葉に耳を傾かたむける。
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「あなたたちの言う姉妹がどういうものかは分からないわ。でも人間だったら、やっぱり肉親と一緒にいた方がいい時期があると思う。私はそれが必要な時、側そばには誰だれも居なかったから……。だからあなたの代わりは出来ない」

　そしてティセを見つめて桜子は言った。

「あなたはいつもティオを心配しているのね。やっぱりあなたはティオのお姉さんなのね。でも私はあなたの代わりは出来ない。きっとティオは私に、あなたたちの代わりをして欲しかったんだと思うけど……。私は……」

　言葉を濁にごす桜子に、ティセはパッと両手を広げて言った。

「でもティオが私の前で、あんな風に笑えるようになったのは桜子のおかげです」

「私の？」

「はい」

　ティセは一つ肯いてから続けて言った。

「私はティオを信じてやる事が出来ませんでした。ティオが私を信じてくれないのも当然です。でもティオはいま桜子を信じています。だからあんな風に笑えるようになったのだと思います」

　妹たちと違ちがい、どうもティセはまだ自分の感情を、地球人の言葉にする事が苦手のようだ。懸命に言葉を選びながら、何とか桜子に自分の胸の内を伝えようと必死なのが伝わってくる。

「だからティオとの契けい約やくを解除するなんて事は言わないでください」

　桜子が自分をじっと見つめたまま何も答えないので、ティセはまた両手をぱたぱたさせながら、その場を右往左往し始める。しばらくその動作を繰くり返した後、ティセは足を止め、両手をぱっと広げて言う。

「ティオは我わが儘ままで気まぐれで、反はん抗こう的てきですぐに拗ねる困った子ですが私の妹です。だから分かります。ティオは桜子を信しん頼らいしています」

　それでも黙だまったままの桜子に、ティセは激しく両手をぱたぱたさせながら続ける。

「イモータルヌーンについて思うところがあるのは私も同じです。だから一緒に解決しなければいけないと思います」

　そして両手を下ろすと、小首を傾げてしばし考え込む。うまく考えがまとまらないのだろうか。ティセは何度も右に左に首を傾げ、そして考え込んでいる。

　少し可か哀わい想そうになってきた桜子が声を掛けようかと思ったその時だ。ティセはおずおずと片手を差し伸べるようにして言った。

「だからティオの願いを、望みを叶かなえてあげてください。私には出来ないやり方で……」

　ティセは語ご尾びを濁すような喋しやべり方かたはあまりしない。しかし今回は別だ。何か心細そうに語尾が消え入ってしまう。

「だからティオとの契約を解除するなんて言わないでください。悲しくて泣いてしまいそうです。泣きそうです」

　相変わらず感情はティセの面おもてに出ない。しかし無表情なのにも拘かかわらず、桜子には次の瞬しゆん間かんにもティセが泣き出してしまいそうに思えた。

「あなた、本当にお姉さんなのね」

　桜子のその言葉にティセは首を傾げた。

「私はティオのお姉さんですよ？」

「そういう意味じゃなくて……。いえ、そういう意味でいいのかしらね。……そうね、いいのね。きっと……」

　桜子は少し笑い、そしてブランコを漕ぐ。

　そう言えば……。桜子は思いを巡めぐらせる。友達や教師から最近、印象が変わったと言われる事があった。自分でも最近、笑えるようになったと思う。それはきっとティオと出で逢あったからだろう。

　そうか……、そうね。きっと……。

　自分もあの子と出逢って少し変わったのかもしれない。自分がティオに何を出来るかばかりを考えていて、ティオが自分に何をしてくれたのか。そこまで頭が回っていなかった。

「もしも、ティオがまだ私との契約を続けてくれると言うのなら……。そうね、考え直しても……。いいえ、ティオさえ良ければ私は……」

　桜子の言葉が終わらぬうちに、ティセはうれしさを表現するようにパッと両手を広げた。その時だ。携けい帯たい電話の着信音が鳴る。桜子のものではない。ティセのもののようだ。しかしティセは両手をぱたぱた、さらにわたわたと右往左往するだけ。ようやくポケットから携帯電話を取り出したものの、すぐに出る事はせず、目より少し上の高さに掲かかげ持つようにして、しばしそれを観察する。

　初めて見たわけでもないだろうが、どうやら毎回ちゃんと確認しないと納得できないようだ。着信音が鳴り続ける携帯電話にようやく納得したのか、ティセは一つ肯うなずいてからおもむろに通話ボタンを押おす。

「ティセです。ティセ、ティセ」

「あ～～、ティセ？　他ほかに誰かいる？」

　桜子のところまで声が聞こえてくる。どうやら通話相手はアーネチカのようだ。しかしいつものおちゃらけた口調ではなく、どことなく緊きん張ちよう感をはらんでいるようにも思える。

「桜子がいます」

「あ～～、そりゃちょうど良かったわ。実は困った事態になっちゃってさ～～……」




「猫ねこね、猫。猫属性！」

　通信用立体映像の向こうから恵子はやたら猫を強調する。

「気まぐれ、気分屋、すぐに拗すねる。人から干かん渉しようされるのは嫌きらうのに、構ってくれないと自分からちょっかいを出してくる」

「だから、誰が猫よ!!」

　ティオは自分でも気付かぬうちに、すっかり恵子のペースに乗せられてしまっている。通信回線を切る事も忘れ、むきになって言い返した。

「いいじゃないの、小鳥、子犬、仔こ猫ねこの三姉妹で」

「どういう組み合わせだ、そりゃ」

　小鳥がティセ、子犬がティル。そして仔猫がティオというのは広大にも分かる。しかし小動物系という事以外は余り共通点がない。まぁ恵子が勝手に主張しているのだから、共通点がなくても当然なのだが、何とも言い得て妙みような印象がある。静花やアイシャも声を殺して笑っている程だ。ただティルだけはピンと来ないのか、きょとんとした顔で二人のやりとりを聞いているだけ。

「お～～い、ティル。みんな、いる？」

　その時、突とつ然ぜん、新たな通信用立体映像が浮うかび上がる。そこに映し出されたのは、いつも通りの裾すその長い白衣を羽織ったアーネチカの姿だった。但ただし表情だけはいつもと異なり、いささか緊張気味のようにも見える。

「どうかしたんですか？」

　広大が尋たずねるより早くアーネチカはまくし立てる。

「大変よ、大変、大変！　イモータルヌーンとＵＮｂＡＲのダキラ議長が誘ゆう拐かいされたらしいのさ！」
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《ＰＨＡＳＥ―０５：０３　謀議～a conspiracy～》







「シカゴにあるＨＥＬＬＯ本部では先程ブラッドリー報道官が記者会見。これはＨＥＬＬＯのロング代表とＵＮｂＡＲのダキラ議長、イモータルヌーンの合意による緊きん急きゆう会談である事を強調。拉ら致ちや誘拐であるという一部の報道を否定しました」

　ちょうどＴＶではニュース番組の時間。キャスターは淡たん々たんとそのニュースを読み上げた。別のＴＶモニターでは他の局のニュースが流れている。

「ＵＮｂＡＲ本部より先程ダキラ議長と連れん絡らくがとれたと発表がありました。ダキラ議長は今回の一件について誘拐、拉致という認識はなく、ＨＥＬＬＯのロング代表の申し出により急きゆう遽きよ会談を行う事になったとの話です」

「それで本当の所はどうなの？」

　広こう大だいたちと一いつ緒しよに北ほく綾りようグラウンド地下の特別分室に戻もどってきた恵けい子こはアーネチカと内うち山やま田だに尋ねる。二人を始めとする特別分室のＵＮｂＡＲ職員は、関係各所に問い合わせをして情報を収集中だ。内山田もどこかに電話をしているので、アーネチカが代表して答えた。

「いや、それが分かれば苦労しないのさね。まぁ確実なのはさっき話した事。シドニー空港でＨＥＬＬＯのロング代表が、ダキラ議長に会見を申し込み、それを了りよう承しようしたらどこかに連れて行かれたという事くらいかね」

「ｂｉｏビオクラフトが使われたそうですね」

　アイシャの質問にアーネチカは頭かぶりを振ふる。

「んにゃ、正確にはオーグメントクラフト。ｂｉｏクラフトの共生反対派アミークスから、ＨＥＬＬＯが入手して魔ま改造したものさね。ほら、この前の映画撮さつ影えいの時にちょっかい出してきたあれよ」

「シギイワート博士、同時刻に月軌き道どう上にいたｂｉｏクラフトが、議長を拉致したと思われるオーグメントクラフトを目もく撃げきしていました。待機していた大型のビショップ級が収容。そのビショップ級は量子ブラインドを展開してどこかへ逃とう走そうしたそうです」

「あーちゃん司令！」

　職員の言葉をそう訂てい正せいしてからアーネチカは広大たちに向き直る。

「というわけさね。これは地球上にはいないでしょうねえ。大方、あんたたちに邪じや魔まされるのを嫌ったんでしょうけど」

　そう言いながらアーネチカは室内を見回す。広大たちが到とう着ちやくした時には、すでにティセと桜さくら子こは分室に来ていた。そして広大と一緒に恵子、アイシャ、静しず花か、ティルがやってきたわけだが、一人室内に入ってきていない者がいた。

「誰だれか足りないわねえ」

　アーネチカが入り口へと視線を巡らせると、さっと誰かがドアの陰かげに身を隠かくす。

「ティオ、何やってるの？」

　ティルが不思議そうな顔で入り口の方へ振り返って言った。ティオはここまで付いてきたのだが、どうにも中に入りにくい様なのである。

「まったくどこまで猫属性なのよ、あの子は」

　恵子も呆あきれた様子でそうぼやく。

　ティセと桜子はサッと一いつ瞬しゆんだけ目配せを交かわし合う。そしてティセはうんうんと自分自身に何か言い聞かせるかのように肯うなずくと、座っていた椅い子すから降りて、とてとてと入り口の方へ向かって行った。

「ティオ、出てきてください」

　ドアの方へ手を差さし伸のべるようにしてティセは言った。

「ティオが一緒だとお姉ちゃんはうれしいです」

「だから、そうやって年長者ぶるのが嫌いやなの！」

　ティオはドアの陰かげに隠れたままで答えた。その反応に桜子は一つため息をつくと、座っていた椅子から立ち上がる。

「ティオ、さっきの話だけど……」

「いいわよ、もう……」

　少し投げやりにそう答えるティオを遮さえぎって桜子は言う。

「さっきの話は私も性急すぎたわ。契けい約やくを解除するという話は撤てつ回かいよ」

「ほんと？」

　ドアの陰から顔だけ出してティオは尋ねた。

「本当よ」

　ティオの様子に桜子は頭を掻かき少し呆れたように答えた。

「じゃ、じゃあ契約を続けてやってあげてもいいわよ」

　ドアの陰から出てきたティオは強がってそう言った。

「そうね。そうしてもらえると助かるわ」

　その様子に恵子はつぶやく。

「まったく、素す直なおじゃないんだから。どっちも」

「ｂｉｏクラフトと契約パートナーが似てくるという噂うわさはあながち嘘うそではないようですわね」

　そう言うアイシャに恵子が答える。

「ま～～、私とあんたは全然似てないけどね」

「その点だけは同意ですわね」

　横で聞いていたアーネチカがそのやりとりに呆れたような笑えみを浮かべた時だ。内山田が電話を切って言った。

「あ～～、局長に拠よるとＵＮｂＡＲ本部は事を荒あら立だてない為ため、今のところＨＥＬＬＯの発表に合わせているけど、今後、状じよう況きようが好転しないようならそれなりの措そ置ちは取る方針みたいだとさ」

「そりゃ剣けん呑のん、剣呑」

　あまり緊張感なさそうにそう言うアーネチカに広大は尋ねた。

「地球外に出たんじゃ、地球人じゃあどうしようもないですね。ｂｉｏクラフトの方でイモータルヌーンの捜そう索さくとかしないんですか？」

「僕たちｂｉｏクラフトは個人主義で、団体行動は苦手だからねえ」

　ＴＶやインターネットで流れる報道を興味深そうに眺ながめていたヒュージンが、アーネチカに代わりそう答えた。

「今のところそういう動きはなさそうなのさね。まあ動くとしたら……」

　アーネチカは椅子の所へ戻ってきたティセ、そして桜子と一緒にようやく室内に入ってきたティオ、そして椅子に座って退たい屈くつそうにしているティルへと視線を巡めぐらせる。

　ＨＥＬＬＯがティセたちの介かい入にゆうを嫌って、ダキラ議長とイモータルヌーンを宇宙のどこかへ連れ去ったのは確か。しかし問題はティセたちに介入する気があるのかどうか。イモータルヌーンと折り合いが悪いのはティオだけでない。ティセも色々と思うところがあるようだ。事実、現段階でもティセの方から動こうとは言い出していないのである。

　広大がティセにその件を確認しようとした時だ。数人の職員が同時に声を上げた。

「ＨＥＬＬＯが新たな情報をインターネットとマスコミを通じて公開すると、ＵＮｂＡＲ本部に連絡があったそうです」

「ＨＥＬＬＯの公式サイトに新情報来ました。何かの映像のようです」

「アメリカのニュース専門ケーブルテレビ局で、先程からＨＥＬＬＯ関係者が緊急会見を行ってます」

「向こうはまだ朝早くだってのに、ご苦労さんな事で」

　そうぼやきながらアーネチカは手近のＰＣを操作して、ＨＥＬＬＯの公式サイトに接続、その画像を大型のモニターにも投とう影えいする。

「なんだこりゃ？」

　広大が訝いぶかるのも無理はない。それは中央に光の点、そしてかなり離はなれた位置に細い糸のようなリングが巡っている画像だった。視線を巡らせるとＨＥＬＬＯ関係者が会見しているテレビ番組でも、同じような画像が使われていた。

「どこかの恒こう星せい系みたいだけど、惑わく星せいの映像もあるわね」

　そう言ってアーネチカは画像を切り替かえる。こちらはそれなりに見慣れたものに近い。巨きよ大だいガス惑星の周囲をリングが巡っていた。但し巨大ガス惑星の色合いからすると木星、土星、天王星などの太陽系の惑星ではなさそうである。

　そしてさらに別画像。こんどは少し趣しゆ向こうが変わっていた。火星を思わせる荒こう涼りようとした天体の周囲にリングが巡っているのだ。一いつ般ぱんにリングを持つ惑星は巨大なガス惑星が多い。火星や地球に似た岩石質の天体がリングを持っているのは、あり得ないとは言えないまでも、それほど多い事例ではない。

　どうやらこの恒星系、主星から惑星、衛星まですべてリング尽づくしなのである。画像で見る限り、この恒星系に含ふくまれる天体のほとんどにリングがあるようだ。

　何かの自然現象にしては、余りにも画一的すぎる。やはり人工のものだろうか。

　広大はそう考える。そうなると惑星はもちろん、恒星にまでリングをかけているのだから、相当に進んだ文明を持っているという事になる。もっともｂｉｏクラフトを見ていると、今いま更さらその程度ではさして新しん鮮せんな驚おどろきは感じない。

　その時だ。広大は妙みような気配に気付いた。

　横を見ると、ティセ、ティル、ティオの三姉妹が並んで、じっと映像を覗のぞき込んでいるのだ。三人とも無言だが、揃そろって身を乗り出すようにしている所を見ると、かなり興きよう味み津しん々しんといった様子だ。

　やがてティセが我に返ったようで、パッと両手を広げてから一つ肯うなずくとアーネチカに向き直る。

「もっと拡大された映像はありませんか？」

「ええと、ちょっと待ってね～～。あぁ、これか」

　ティセたちの態度に怪け訝げんな顔をしながらもアーネチカはＨＥＬＬＯの公式サイトからその画像を探し出す。

　巨大ガス惑星の周囲を巡っているリングを拡大したもの。そして恒星の周囲、惑星の公転軌道上に巡っているリングを拡大した画像、それぞれが大型モニターに映し出される。

　惑星のリングは氷や岩石からなるもの。それが薄うすく帯状に広がっているので、遠くからは一本のリングに見えるのだ。しかしＨＥＬＬＯの公式サイトにあるその画像は、まだ拡大が不ふ充じゆう分ぶんなのか、一枚の薄い板状の物体が輪となって惑星を巡っているとしか思えない。恒星の周囲を巡るリングもそうだ。

「……あぁ、どうやらここでＨＥＬＬＯは、ダキラ議長やイモータルヌーンと会見するみたいね。現地からのライブ映像だってさ。場所は……、げッ!?」

　画像と一いつ緒しよに表示されていたキャプションに目を通していたアーネチカが、目を丸くして大げさに驚いてみせる。

「ありゃま、これはかなり遠場だわ。乙おと女め座ざ銀河団のＭ84にある恒星系ですと」

「Ｍ84だって？」

　内山田を始めとするＵＮｂＡＲ職員が呆あつ気けにとられて聞き返すが、広大たちにはピンとこない。

「なになに、それってＭ78星雲の近く？」

　某ぼう巨きよ大だい特とく撮さつヒーローものに登場する有名な単語しか出てこない恵子に、アーネチカは真顔で答えた。

「実在のＭ78はオリオン座の中ね。Ｍ78は誤植で本来はＭ87星雲だったらしいと聞いた事があるけど、その元ネタのＭ87は確かに乙女座内にあるさね」

「あ～～、Ｍ78とかＭ87とかよくごっちゃになってるけど、そのせい？」

「まぁそうじゃないの。昔は設定とか結構いい加減だったから、でもそれがやっぱり味なのさね～～」

「うんうん、それは分かる。特に最近のアニメはまず設定ありきで……」

「それはいいから、そろそろ本題に戻もどって欲しいんだけど……」

　放っておくといつまでも特とく撮さつ、アニメ談義を続けそうな恵子とアーネチカに、広大は呆れて声を掛ける。

「おっとそうだった。で、話を戻すけどＨＥＬＬＯはダキラ議長とイモータルヌーンを、このＭ84まで連れて行って、そこで会談をする予定だそうさね。そのＭ84までは約六〇〇〇万光年。この前のＭ33は約二五〇万光年だから約二四倍の距きよ離りになるわね」

「へえ」

　いきなり六〇〇〇万光年と言われてもピンとこない。広大も恵子も肯うなずいたものの、それ以上どう反応していいのかよく分からないのだ。そこで内山田が解説を加えてくれた。

「いいかい。僕らの銀河系は、乙おと女め座ざ超ちよう銀ぎん河が団に属している。乙女座超銀河団の端はしっこにある局所銀河群に位置しているんだ。乙女座超銀河団の中心にあるのが乙女座銀河団。Ｍ84はそこにあるんだ」

「つまり銀河系は宇宙的にみればド田舎いなかなのさね。それに対してＭ84は都会のど真ん中にあるって事」

　アーネチカがそう補足する。

「でもそれだと到とう着ちやくまでかなり時間がかかるんじゃないですか？　この前のＭ33だって六時間くらいかかったでしょう」

　その桜子の質問に答えたのはアーネチカではなくヒュージンだった。

「同じｂｉｏクラフトでも個体によってかなり速度に違ちがいがあるからね。ビショップ級の中には、高速遠えん距きよ離り移動を得意としているものがいる。彼等なら半日もあれば六〇〇〇万光年くらいは踏とう破はできるはずさ」

　あまりのスケール感に広大としてもぐうの音も出ない。この前、二五〇万光年で驚いていたら、今度は六〇〇〇万光年だ。

「大変な事になりましたね」

　そんな広大の耳にティセの声が飛び込む。広大に向かって言っているのではない。二人の妹と話をしているようだ。

「大変な事になっちゃったね」

「大変な事になったわね」

　ティセは妹たちの同意に一つ二つ肯くと、広大へと向き直る。
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「広大、大変な事になりました」

「うん、まぁ大変な事にはなったな」

　大変な事になったのはすでに分かっているのだが、どうにもティセたちは自分が気付いていない所を憂ゆう慮りよしているらしい。

「大変な事になったので、イモータルヌーンを助けに行きたいと思います」

「……はい？」

　唐とう突とつに、そしてあっさりとティセがそう言い出すものだから、広大は逆にその意図を図りかねた。

「いや、助けに行きたいというのは分かるけど、遠いぞ。六〇〇〇万光年だっけか。この前のＭ33銀河でも六時間くらいかかっているんだから、え～～と……」

「片道だけで一週間はかかるさね」

「往復で二週間休まれると、教師としては困るんだがな」

　内山田が苦く笑しようしてそう続けた。

「いや、でも方法がないわけでもないよ。もしもわが女王クイーンたちが、本当にこの銀河団の中心まで行くつもりなら、さっき言ったような高速遠距離の移動を得意としているｂｉｏクラフトにお願いできる。一応、心当たりがある」

「それは素す晴ばらしいですね」

　ヒュージンの申し出にティセはパッと両手を広げて言った。

「あの、それはいいのですが。シギイワ……、いえあーちゃん司令。それとグロリアスドーン」

　ＵＮｂＡＲ職員の一人が、申し訳なさそうにそう声を掛かけてくる。

「ＵＮｂＡＲ本部からの連れん絡らくによると、イモータルヌーンは自分がｂｉｏクラフト側代表としての職務を遂すい行こうできなくなった場合、グロリアスドーンに代行するように指示していたそうです」

　ティセはちょこんと小首を傾かしげてからその職員に尋たずねる。

「それはいつの事ですか？」

「ええと、ちょっと待ってください」

　尋ねられた職員はモニターに向き直り、ＵＮｂＡＲからの連絡内容をチェックする。

「今年の六月ですね。グロリアスドーンが地球にいらしてからちょっとしたくらいですかね」

　そこで別の職員がまたアーネチカに報告した。

「あーちゃん司令。フランスのアンリくんから連絡です。今すぐこちらへ合流するそうです」

「うん、分かったって言っておいて」

　しかしティセはそう答えたアーネチカの方へ向き直ると手を差さし伸のべるようにして言った。

「素晴らしい考えがあります」

「……あんたが、そう前置きする時は、あんまり素晴らしくない考えが多いようなのは気のせい？」

　そんな指し摘てきをするアーネチカに、ティル、ティオも同意のようだ。

「気のせいじゃないね」

「気のせいじゃないわね」

　肯き合いながらティルとティオは同意した。ティセはそんな二人の方に向き直り、不満を表すかのように激しく両手をばたばたさせてから、改めてアーネチカへと向き直る。

「素晴らしい考えがあります」

　そう繰くり返してからティセは言った。

「イモータルヌーンの代行は私がやります。その私の代行を『ステディレクブレイション』にお願いします」

『ステディレクブレイション』はアンリと契けい約やくしているビショップ級ｂｉｏクラフトだ。

「あぁ、そうだね。二、三日なら彼でも大だい丈じよう夫ぶそうだ。それじゃ僕の方からもお願いしておくよ」

　ヒュージンはティセの提案に同意のようだ。しかしアイシャは少し困こん惑わくしている。

「ティセさま、本当にイモータルヌーンを助けに行くのですか？　よろしければ私や『ステディレクブレイション』だけで向かってもよろしいのですが」

「駄だ目めです。いけません」

　ティセは両手をぱたぱたさせてアイシャの申し出を拒こばむ。

「あの恒こう星せい系は特別なものです。イモータルヌーンがあそこに連れて行かれたのには特別な意味があると思います。私たちが行かなければ意味がありません」

「特別な意味って……」

　そこでアイシャはハッとして言葉を切る。そんなアイシャにヒュージンは言った。

「まぁ、そういう事だよ。ノーブルウィンド。僕もあの恒星系の映像を見てピンときた」

「そうですか……。分かりました。でもティセさまたちだけを向かわせるわけにはいきません。私も同行させていただきます」

「それは心強いです」

　ティセは満足げに両手をぱっと広げた。

「あの～～、ちょっと聞いてもいいですか？」

　ここまで黙だまって事の成り行きを見守っていた静花が挙手して口を開く。

「学校、どうしましょう？」

「あ、そうか。こりゃ困ったな」

　広大も考え込んだ。往復で二週間ともなると、内山田ではないが最初から無理と言える。しかしそれが一日くらいで済むのなら何とかしたい。何よりティセたちだけ向かわせても戦う事が出来ないのだから、何かあった時に困るのは必至だ。

「う～～ん、一日くらいならこちらも融ゆう通ずうは利きくけど……。どうですかね、シギイワート先生？」

「そうさねえ、その辺は王子さま先生が何とかしてくれるでしょ」

　にやにやと笑いながらそう言うアーネチカは、とても普ふ通つうなら中学生の年代とは思えない。

「まぁ、一日くらいなら何とかしましょう。それで上かみ温おん湯ゆさんと逢おう瀬せさんは？」

「私は一日くらいなら休んでも問題ないわ。進学先については今週中に提出だから」

　先に桜子がそう答え、そして静花の方へと視線を巡めぐらせる。

「ええと、私は明日は一日習い事で、学校には行かないんですが……。そうですね、村むら井いさんにお話ししてみます。一日なら何とか習い事は休めるかもしれません」

「わ～～い、じゃあ静花も一いつ緒しよだね！」

　ティルはうれしそうに静花に抱だきついた。

「それはそうと、ティオ。あなたはいいの？　イモータルヌーンには色々と思うところがあるんでしょう」

　桜子は頭を巡らせてティオにそう尋ねた。

「だから行かなきゃならないのよ」

　ティオは答える。

「このままうやむやにされるのは性しように合わないの。イモータルヌーンのやろうとしている事を、正面からぶっつぶしてやらないと気が済まないわ」

　拾われてきた仔こ猫ねこのような先程までの態度はどこへやら。ティオは感情を剥むき出しにして、語気も荒あらくそう言い放つ。

「そうね」

　桜子はリングだらけの恒星系を映すモニターへと視線を戻してつぶやく。

「ティオの願いを叶かなえるって約束したものね」

　えっと小さく声を上げてティオは桜子の背へ視線を送る。しかし桜子はそれ以上は何も言わない。ティオはわずかにはにかんだような笑えみを浮うかべ、そしてかすかに肯うなずいただけだった。

「それではみんな一緒ですね」

　両手を広げて喜びを表現してみせるティセに倣ならって、ティルも飛び上がりながら応こたえる。

「みんな一緒だね！」

　そしてティオは少し投げやりに、一応同意してみせた。

「一緒ね」




「実感が湧わかないな。ここが乙おと女め座ざ銀河団の中心部分にあるＭ84銀河と言われても」

　ロングは目の前に広がる立体映像の眺ちよう望ぼうに感心しつつも、どこか釈しやく然ぜんとしない表情をサウザンドメイズィスへと向ける。

「シドニーから半日余りで飛んでこられても、有り難がたみがない」

「だとさ、サイレントカレント」

　シートに座ったサウザンドメイズィスは、傍かたわらに立つがっしりとした長身の男へと視線を送り、そう言った。

「まあ私の取とり柄えといえば高速移動くらいですからね」

　長身の男は丸眼鏡に裾すその長いコートのような服を幾いく重えにも羽織っている。これがｂｉｏクラフト『サイレントカレント』のホロン体。そしてロングやサウザンドメイズィスが乗っているのが、ビショップ級ｂｉｏクラフト『サイレントカレント』。

「しかしここまで来れば邪じや魔まが入る可能性もないな」

　立体映像の眺望に視線を戻もどすロングにサイレントカレントは警告する。

「そうとも限りません。私と同程度かそれ以上の速力を持つｂｉｏクラフトが数体、すでに地球人と契約しています。彼らがイモータルヌーンの妹たちに協力すれば、一両日中に追いつく事は可能です」

「協力すれば、だろう？」

　ロングはサイレントカレントの警告もさして深くは憂ゆう慮りよしていないようだ。

「しかしサウザンドメイズィス。それならわざわざ会見場所を公表するべきではなかったのではないでしょうか？」

　ロングの秘書ショートがそう尋ねるが、サウザンドメイズィスは少し笑い鷹おう揚ように答える。

「だってどこに連れて行ったかちゃんと公表しないと、本当に誘ゆう拐かいになっちゃうでしょう？　行き先を教えて、その気があれば他ほかの連中も追ってこられる場所なら誘拐にならない。そういう理り屈くつをつけておいた方が君たちも何かと都合がいいはずだよね」

「まぁそうだな」

　ショートは不安げな様子だが、ロングは平然としているようだ。そんなロングに気付かれぬよう、ショートは深くため息をつく。

「しかし見れば見るほど、奇き妙みような恒星系だ。これは人工の物体なのかね？」

　ｂｉｏクラフト『サイレントカレント』は、すでにあのリングだらけの恒星系に進入している。中央に大きく広がる立体映像では、中央にＫ型恒星である光の点が輝かがやくのが見えるだけだが、補助として投とう影えいされている他の映像では惑わく星せいや小惑星、そして恒星を取り巻くリング状の構造物が見て取れる。

「惑星のほとんどがリングを持っている。小惑星や衛星までもだ。さらには恒星さえリングが取り巻いている。アステロイドベルトのような小惑星の集まりではない。一体化した個体のリングだ。どうみても自然の造形ではないな」

　惑星の公転軌き道どうと同心円状に恒星を巡るリングの拡大映像もあった。見た限りではリングの表面にはこれと言って特とく徴ちようはなく、のっぺりとした灰白色の物体で出来ているようだ。ロングをたまげさせたのは、その大きさである。恒星が点に輝く距きよ離りから観察すると、細く今にも切れそうな糸にしか見えないのに、その幅はばたるや実に地球の二、三十倍もあるというのだ。立体映像に映っているのっぺりとした細いリングの上には、地球が二、三十個も並ぶというのだ。

　これが自然によって生み出されたものなのだろうか。ロングがそんな疑問を持つのも当然だろう。

「君たちが考えるような『人工の物体』ではない。でも最初からこの恒星系に存在したものでもない」

　曖あい昧まいな答えで煙けむに巻まこうとするサウザンドメイズィスにロングは食い下がる。

「では他から来たと？　君たちは自分たち以外の知的生命体を、我々に紹しよう介かいしてくれないが、このＭ84銀河にも相当な数はいるんだろうね」

「いや、いない」

　サウザンドメイズィスは珍めずらしく、そして簡潔に断言する。

「宇宙における生命という現象は、君たち地球人が考えている以上に稀まれな出来事なんだ。ましてやそれが恒星間に進出するなど絶望的」

「しかし銀河団や、超ちよう銀ぎん河が団にはこれだけの恒星があるのだから、一つや二つ、恒星間レベルに進化した文明があっても……」

「ないよ」

　再びサウザンドメイズィスは断言する。

「太陽系だって太陽に近ければいいってわけでもない。銀河系だって核かく部分には人類の居住に適した環かん境きようを持つ恒星系は少ない。それと同じだよ」

　サウザンドメイズィスは立ち上がり、無言でサイレントカレントに目配せする。話の流れからそれを察したのだろう。サイレントカレントが肯うなずくと、乙女座銀河団周辺の模式図が新たに浮かび上がる。

「銀河団、超銀河団中心部分は銀河団ガスや磁場、君たちがダークマターと一ひと括くくりに呼んでる物質による相そう互ご作用で、惑星レベルでは極きわめて不安定な状態なんだ。そりゃ千年、一万年単位なら安定している。でも生命の進化に必要なのは何億年という時間だ」

　銀河団の映像は徐じよ々じよにズームしていき、その内部の星々へと入り込んでいく。いくつもの恒星系を通り過ぎていくが、そこには地球を思わせる惑星はない。ほとんどが地球の月のように荒あれ果はて、生命の存在をかたくなに拒きよ絶ぜつするものばかりだ。

「恒星系に生命の存在可能領域、いわゆるハビタブルゾーンがあるように銀河団、超銀河団規模でもハビタブルゾーンがある。現実に生命が発生、知的と言えるまでに進化するには、局所銀河群でないと無理なんだよ」

「なるほど」

　分かったのか分からないのか、とにかくロングは体裁を繕つくろって肯いてみせた。そんなロングを小こ馬ば鹿かにするような笑えみを浮かべ、サウザンドメイズィスは最後にひと言付け加えた。

「宇宙は生命に満ちあふれているわけじゃない。基本的には何もない真空がただ延々と続くだけだ。そう、僕らｂｉｏクラフトでも絶望するくらいにね」
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「余りにも都合が良すぎる条件ですわね」

　ジャクリーン・アウラ・ダキラ議長は、ロング代表の要求に呆あきれたようにそう答えた。

「あなた方が求める技術を公開した上で、ｂｉｏビオクラフトには地球を去って欲しい。そして人類が適切なレベルに達した後、再び接せつ触しよくして欲しい。つまりそういうことですわね」

「はい、さすが聡そう明めいですな。議長」

　いささか皮肉交じりにロングは答えた。

「人類は未いまだに幼子です。ｂｉｏクラフトから得た力はまだ使いこなせますまい。だから一度、地球を去っていただきたいのです」

　先程からＵＮｂＡＲのダキラ議長、イモータルヌーンと、ＨＥＬＬＯのロング代表の会談が始まっていた。場所はｂｉｏクラフト『サイレントカレント』に収容されたＨＥＬＬＯ所有のオーグメントクラフト『トリア』の内部。

　しかしこの会談はあくまで形だけのもの。ロングはダキラ議長が要求を呑のむまで、地球へ返すつもりはなかった。ただでさえｂｉｏクラフトは個人主義。イモータルヌーンが連れ去られたからと言って、地球から六〇〇〇万光年も離はなれたＭ84銀河まで追いかけてくるものがいるとも思えない。ロングはそう考えていたのだ。

　正式な会談という建前もあって、ＨＥＬＬＯ所有のオーグメントクラフトに設けられたこの会議室は、くるぶしまで埋うまりそうな絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、高級な調度が設しつらえられている。さらにはサウザンドメイズィスに掛かけ合って、人工重力の発生システムまで組み込んで貰もらった。

「人類が幼子というのならば、ｂｉｏクラフトの技術はいらないでしょう？　あなた方の主張は矛む盾じゆんしています」

「ですから、私たちが求める技術だけを公開してくだされば良いのですよ。そうすれば……」

「ｂｉｏクラフトは用済みというわけですか？」

　ダキラ議長の言葉にロングは笑う。

「滅めつ相そうもない。しかし人類は環かん境きよう破は壊かいや戦争などで、いつ滅ほろびるやもしれません。だからそれを凌しのぐだけの技術は欲しい。再びｂｉｏクラフトと接触するに値するレベルに達するまで、生き延びるだけの技術がね」

「しかし……」

　それまで沈ちん黙もくを保っていたイモータルヌーンが口を開く。それと同時にトレードマークとなっている白いフードを下ろすと、その下から黒くろ髪かみが流れるようにこぼれ出た。

　アルカイックな笑みを浮うかべたままでイモータルヌーンは続けた。

「あなた方には時間がないのです」




「サウザンドメイズィス」

　そう声を掛けてきたのは真紅のマントのような服装に身を包んだ男。オネストホワールウィンドだ。

「やぁ、ご苦労様。それでどうだい、追っ手の方は？」

「一体のビショップ級がこの銀河に進入している。かなりの高速だ。サイレントカレントと同タイプらしいな」

　自らの本体でもあるｂｉｏクラフトのキャビンでくつろいでいたサイレントカレントのホロン体は、オネストホワールウィンドのその言葉に立ち上がる。

「地球から来たのならば、『ステイブルラピッズ安定した急流』の可能性が高いな。彼ならば私と同等の速力はある」

「いいね、まさにこちらの段取り通りだ」

　ほくそ笑むサウザンドメイズィスだが、オネストホワールウィンドは納得のいかない様子だ。すぐさま反論する。

「このような手段を取り、女王クイーンたちを奴やつらが眠ねむるこの星系に誘おびき出すとはな。いくら地球人との共生関係を破は棄きさせる為ためとはいえ、いささかやり口が強ごう引いんすぎるのではないか？」

「このまま地球人との共生関係を続けていけばどうなるか。それをイモータルヌーンにも、地球人にも見せてやらなきゃね。そうすればどちらも考え直すんじゃないの？　さて、それじゃ会談の様子を覗のぞきに行ってくるか」

　そう言うとサウザンドメイズィスは鼻歌交じりでキャビンから出て行った。オネストホワールウィンドは、サウザンドメイズィスが出て行ったキャビンの出入り口を厳しい表情で見つめるだけ。

「あまり気に病やむな。オネストホワールウィンド。メリグナントクラフトの脅きよう威いを見せつけてやるのが、確かに一番分かりやすい。それにここなら、奴らが地球の場所までかぎつける事はないだろう」

　サイレントカレントはそう声を掛けるが、オネストホワールウィンドはしばしの間、押おし黙だまったままだった。

「しかし、お前も知っているだろう。サイレントカレント」

　ようやくオネストホワールウィンドは口を開く。

「我々、ｂｉｏクラフトとメリグナントクラフトの……」

　その時だ。周囲の空間に衝しよう撃げきが走った。

「やる事が派手だな。我が女王よ！」

　そう言いながらサイレントカレントはキャビン前方の接続シートに急ぐ。

「インフレーション兵器、『夕暮の輪唱ダスクアラウンド』だな。思ったよりも接近してきていたか」

　ほとんどの天体がリング状構造物を持つ恒こう星せい系。その一角を映す立体映像には、巨きよ大だいな光の球体が広がっていく様子が映し出されていた。可視光線ではなく、重力場の変化を示すシミュレート映像だ。

「しまった！　『ステイブルラピッズ』は囮おとり、もぬけの殻からか！　女王たちはすでに『ステイブルラピッズ』から離れて接近中だろう。確かに銀河系内に入ってしまえば、それほど速度の違ちがいはない」

　オネストホワールウィンドは思わず歯がみする。

「サウザンドメイズィス、サイレントカレントです。女王たちが接近、威い嚇かく攻こう撃げきを行ってきました。対応の指示をお願いします」




「ええと、いきなりこんな事しちゃっていいんでしょうか？」

　ｂｉｏクラフト形態になった『アウグストダスク』から、サテライトのハンマーを抱かかえた静しず花かがそう言ってくる。

「平気平気。初めにどかんと一発噛かましてからが本番よ」

　やはりｂｉｏクラフト形態の『グロリアスドーン』を包み込んだＥＳフレームのブリッヂでアーネチカは答えた。

「狙ねらった周辺には超ちよう光こう速そく走査スキヤンで何もいないことは分かっているんだから」

「でもさぁ、あーちゃん。ＨＥＬＬＯは一応、会談してますって言ってるわけだから、いきなり一発ぶっぱなすのは問題じゃないの？」

　さすがの恵けい子こもアーネチカのやり方に不安を覚えたのかそう言った。しかしアーネチカは平然としたものだ。

「にゅふふふふ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。なにしろ、ここは乙おと女め座ざ銀河団。地球から六〇〇〇万光年！　誰だれも見てない!!」

「お～～、なるほど！」

「それは犯罪者の論理ですわ！」

　アーネチカの言葉にポンと手を打った恵子に、アイシャは思わず反論した。

　恵子とアイシャ、そしてアーネチカとヒュージンは、『旭天』ことＥＳフレームのブリッヂで待機中。広こう大だいとティセ、静花とティル。そして桜さくら子ことティオはすでに臨戦態勢。

　しかしアーネチカには少し気になる事があった。

「だってしょうがないでしょ。グロリアスドーンがリング恒星系に進入するのを嫌いやがっているんだから」

「リング恒星系？」

　問い返す恵子にアーネチカは答える。

「そ、みんなリングばっかりだから。グロリアスドーンがリング恒星系に入りたがらないのは、それが理由かも知れないけど……」

　アーネチカの言う通りだ。ヒュージンが連れん絡らくを付けてくれた高速タイプのビショップ級ｂｉｏクラフト『ステイブルラピッズ』に乗り、乙女座銀河団Ｍ84まで接近。銀河外がい縁えん部で『ステイブルラピッズ』と分かれ、リング恒星系まで先行したまでは良かったが、ここでティセが急にストップを掛けたのだ。

　向こうの出方が分からない以上、簡単にはリング恒星系には入れない。それは分かるのだが、リング状の物体を持つ天体を見た時のティセたち姉妹の反応から察するに、他ほかにも何か理由がありそうだ。

　取とり敢あえずリング恒星系のオールト雲より少し離れた場所から、『夕暮の輪唱ダスクアラウンド』を撃うち込んで様子を見ているというわけだ。

「あーちゃん司令」

　その時だ。『グロリアスドーン』の広大から連絡があった。通信用立体映像の向こうで広大が言ってくる。

「なにか連絡が入ったみたいだ。向こうのｂｉｏクラフト、サウザンドメイズィスと名乗ってる」

「ほぉ、僕と同じナンバリングタイプだね」

　ヒュージンがにやりと笑ってそうつぶやく。名前に数字が入っているｂｉｏクラフトは、ナンバリングタイプと呼ばれ特とく殊しゆな能力を持ち、特別な地位を占しめているらしい。ヒュージンのｂｉｏクラフト形態『イレブンスコンシャス』はファクトリー能力。オーグメントクラフトの様な素材で様々なものを作る事が出来る。ＥＳフレームも『イレブンスコンシャス』の能力で作られたもの。

「心当たりはありますか？」

　アイシャが尋たずねるのはサウザンドメイズィスと名乗ったｂｉｏクラフトの能力の事。

「いや、聞いた事はないね」

　ヒュージンは頭かぶりを振ふるだけだ。

「いょおっしぃ～～ッ！　悪の大ボスだか大幹部だか知らないけど、燃えてくる展開になってきたわね。とにかく話を聞いてみましょう！」




　通信用立体映像に映ったのは、小こ柄がらな少年の姿。しかし妙みように老成した印象がある。やや細い目という事もあり、東洋系のようにも思えるが、ｂｉｏクラフトのホロン体に人種を云うん々ぬんしても意味がない。

　それは広大もよく分かっていた。

　向こう側にはティセのいる『グロリアスドーン』の他、『アウグストダスク』『トランクルナイト』のキャビン内の映像も映っている。ただしＥＳフレームブリッヂの様子は向こうにもわからないはずだ。

　そしてサウザンドメイズィスはティセへと呼びかける。

「これはこれは。我が女王グロリアスドーン。ご足労いただき痛み入ります」

「姉を、イモータルヌーンを引き取りに参りました」

　ティセは前置きなしにそう言った。

「状じよう況きようによっては同行している『ノーブルウィンド』『イレブンスコンシャス』に迎むかえに行かせます」

「ほぉ……、すると状況は分かっているわけですね。グロリアスドーン」

　にやにやと人を小こ馬ば鹿かにした笑えみを浮かべているサウザンドメイズィスを見ていると、広大は横から文句の一つも口にしたくなる。しかしどうやらティセとサウザンドメイズィスは、広大には分からない問題を話しているようだ。

　ティセはリング恒星系に突とつ入にゆうしようとはしない。それには何か理由があり、そしてサウザンドメイズィスもそれは分かっているようだ。

「しかしもうちょっとよく観察してみてください。グロリアスドーン。デカ物には対処してあります。デカ物はあなた方には気付きませんよ」

「それは理解しています。しかし中型、小型は私たちに気付きます。それに対処していると言っても、それはあなた方がやっている事です。その気になれば解除できます」

「ねぇねぇ、広大くん。グロリアスドーンは何を話しているの？」

　ＥＳフレームのブリッヂから小声でアーネチカが尋ねてきたが、広大にしても今のところ見当も付かない。

「さぁ、ちょっと待っててください。なんか微び妙みように緊きん迫ぱくしてきましたから」

　表情を顔に出さないティセと、常に人を小馬鹿にしたようなにやにや笑いを浮うかべているサウザンドメイズィス。傍はたから見ているだけでは、二人の会話がどのように展開しているのかよく分からないものの、内容から察するにそろそろ要点にさしかかってきているようだ。

「なるほど。それもそうですね。しかしグロリアスドーン。仮にそうなってもあなた方パトリシャンなら対処できるでしょう？」

「パトリシャンですから、彼等は目覚めます」

「平行線だ」

　わざとらしくサウザンドメイズィスは嘆たん息そくする。

「じゃあこうしよう」

　次の瞬しゆん間かん、画面が切り替かわる。映っているのは大型の四本ドリルビショップ級ｂｉｏクラフト。おそらく『サイレントカレント』。映しているのは他のｂｉｏクラフトだろう。

『サイレントカレント』と思われるｂｉｏクラフトの一角が淡あわい光に包まれ、そこからオーグメントクラフトのようなものが出てきた。いや、オーグメントクラフトではない。

　杭型衝角パイルラムと重力子ホイールを装備した地球製オーグメントクラフトだ。ＨＥＬＬＯが、ｂｉｏクラフトの共生反対派アミークスから入手したオーグメントクラフトを改造したものである。

「君たちも知っているだろう。僕らがＨＥＬＬＯにあげた玩具おもちやだ。あれにはダキラ議長、イモータルヌーン。それに同行していたＵＮｂＡＲ職員と、ＨＥＬＬＯの関係者が乗っている」

　再び画面の片かた隅すみに映ったサウザンドメイズィスはそう言った。

「現在、イモータルヌーンが乗ったオーグメントクラフトは、恒星から約一天文単位の位置にいる。さて、これであの連中がどうなるか。あなたなら分かるでしょ、グロリアスドーン？」

「おい、サウザンド……、え～～と……」

　黙だまっていられなくなった広大は横から口を出すが、サウザンドメイズィスとすぐに名前が出てこず、言葉が途と中ちゆうでストップしてしまう。

「サウザンドメイズィス」

　ティセは呆あきれたように両手をぱたぱたさせながら広大にそう教えた。

「そう、そうだ。サウザンドメイズィス！　何を企たくらんでいる！」

「日本語で『千の迷路』と呼んでくれてもいいよ」

　そう前置きしてからサウザンドメイズィスは答えた。

「僕らは彼等を解放しただけだよ。会談はまだ中で続いてるかもしれないけどね。助けに来たんだろう？　収容して帰ればいい。改造オーグメントクラフトだけでも帰れるけど、さぁ何年かかるかな。もちろん、それだけじゃないけどね」

「貴様……」

　にやにやとした笑いが、さらに広大を刺し激げきする。しかしそれを制してティセが言った。

「分かりました。あなたがその気なら、私も相応の考えがあります」

「さすがは我が女王」

　にやりと笑いサウザンドメイズィスは言った。

「せいぜい楽しませて貰もらうよ、光円錐ライトコーンと超スーパース弦トリングスの申し子の戦いを……」

「行きましょう、広大」

　ティセは言った。

「姉を助けに行きます」




「どうした？　『サイレントカレント』から外部に出ているぞ！」

　ロングは地球製オーグメントクラフト『トリア』のブリッヂに怒ど鳴なり込んできた。

「それが、サウザンドメイズィスからの連絡によると、これも作戦だそうです。オネストホワールウィンドが護衛につくので、安心してくれとの……。あ、サウザンドメイズィスから再度連絡が入りました」

　ｂｉｏクラフトが標準装備する立体映像は、まだ地球の技術では再現できない。『トリア』の操そう縦じゆうを任されているクリティアン船長はコンソールを操作して、サウザンドメイズィスをその平面モニターへ投とう影えいする。

「ああ、驚おどろかせてごめんね。ロング代表。でもこれも作戦のうちだから。船長から聞いてると思うけど、オネストホワールウィンドが護衛するから安心してちょうだい」

「安心しろ？　護衛？　何が起きるというんだ！　まるで戦せん闘とうでも起きるような言い方じゃないか!!」

「起きるよ。いや、起こすんだ。君たちの為ために」

　金色の目をきらりと輝かがやかせてそう言うサウザンドメイズィスに、ロングは背筋に冷たいものが走るのを感じた。

「見せてあげるよ、君たちにｂｉｏクラフトの本当の敵と、本当の戦いを」




「サウザンドメイズィス！」

　オネストホワールウィンドの声がｂｉｏクラフト『サイレントカレント』のキャビンに響ひびく。

「ここまでやるとは聞いていないぞ！　地球人に被ひ害がいを及およぼすのは、我々の本意ではない！」

「……そうかな？」

　キャビンのシートに腰こし掛かけたサウザンドメイズィスは意味ありげに笑う。

「地球人に、いや知的生命体に出来るだけ危害を加えないのが、本当の僕たちの使命なのかな？」

　制せい御ぎよシートに着いたサイレントカレントが、頭を巡めぐらせてサウザンドメイズィスに困こん惑わくしたような視線を送る。

「しかしサウザンドメイズィス。今はそんな事を言っている場合ではありません。オネストホワールウィンドの言う通り、オーグメントクラフトはあの連中に対する措そ置ちが取られていません。目覚めます」

「いいんだよ。サイレントカレント」

　サウザンドメイズィスは言った。

「自分たちがどんな危険な連中を相手にしているのか。それはイモータルヌーンにも、地球人にも分からせておかないとね」




「光円錐？　ドリル？　じゃあ超弦って……」

　サウザンドメイズィスとの会話を聞いていたアーネチカが思いを巡らせるより早く、ＥＳフレームを纏まとったティセはリング恒こう星せい系に突入していた。

「ほぉ、こういう事か。なるほど、オーグメントクラフトは連中の探知システムをジャミングする事が出来ないからね」

「これは……!?」

　ヒュージンが皮肉な笑えみを浮かべて見つめる先にある立体映像。そこに視線を向けたアイシャは絶句する。

「嘘うそ、あれ星じゃないの!?」

　恵子も同様だ。

「にゃはははは、これは楽しくなってきたじゃないの！　なるほど、超弦の申し子……！　チェーンソーというわけね」

　アーネチカの言う通りだ。立体映像の向こうでは、惑わく星せいや衛星、小惑星が崩ほう壊かい。そして周囲のリングがチェーンソーとなり高速回転を始める。

　この恒星系にあるリングを持った天体は、すべて大型のメリグナントクラフトだったのだ。

「チェーンソー星系……」

　呆れたように恵子がつぶやく。

「行きましょう、恵子。このままではイモータルヌーンの乗ったオーグメントクラフトも襲おそわれる可能性があります」

「待ってください」

　立体映像の向こうからティセがそう言ってきた。

「メリグナントクラフトの相手は私たちがします。アイシャはこのままＥＳフレームでイモータルヌーンの乗ってるオーグメントクラフトを回収してください」

「ちょっと待って、グロリアスドーン。そのまま出るの？　広大くんの広所恐きよう怖ふ症しようはどうするのよ？」

　アーネチカの問いにティセは小首を傾かしげて考え込み、そして困惑したように両手をぱたぱたさせてから答えた。

「困りましたね」

「いや、まぁ何とか頑がん張ばる」

　横から顔を出した広大がそう言った。そんな広大に恵子は思わず呆れたようだ。

「頑張ってどうにかなるものなの？」

「頑張らなきゃならんだろう。こういう時だものな」

「よし、よく言った男の子！」

　ダンと勢いよくシートに片足を載のせるとアーネチカはそう言った。

「ところであーちゃん。パンツ見えてる」

　恵子がそう言っても天才は動じない。

「にゅふふ、今日はマイラッキーカラーのペールグリーンの縞しまパンなのさ」

　自じ慢まんげにそう言うとアーネチカは続けた。

「『グロリアスドーン』、ＥＳフレーム『旭天』から発進。『ノーブルウィンド』はＥＳフレームを護衛しつつ、ＨＥＬＬＯのオーグメントクラフトに接近。これをＥＳフレーム内に回収後、全力でリング恒星系外に離り脱だつ。それとヒュージン」

　アーネチカは自分と契けい約やくしているｂｉｏクラフトのホロン体に向き直って言った。

「ｂｉｏクラフト形態で出て。戦う必要はないから。ＥＳフレームを収納してＨＥＬＬＯのオーグメントクラフトへ接近してちょうだい」

「あぁ、構わないよ。ｂｉｏクラフト形態になるのは久しぶりだから勘かんが鈍にぶってるかもしれないけどね」

　ヒュージンは冗じよう談だんめかしてそう言って笑う。

「やっぱりこういうのは気分がいいわね。さて、みんなこれで行くわよ！」

「それではそのようにお願いします」

　そう言うとティセは通信を切った。

「ところでさぁ、あーちゃん当たり前のように指揮執ってるけど、そっちの方面の勉強とかした事あるの？」

　今さらのごとく恵子がそんな事を言ってきた。

「にゅふふふふ、この天才にそんな事を聞くだけ野暮なのさ」

「じゃあ一応勉強はしたんだ」

「そう！　具体的には東宝自衛隊の運用方法とか！　藤ふじ田た進すすむさんとか田た崎ざき潤じゆんさんが心の師匠!!」

「駄だ目めじゃん……」

「緊きん張ちよう感のない会話してないで！　行きますよ！」

　アイシャは呆れながらも恵子にそう声を掛かけた。
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《ＰＨＡＳＥ―０５：０５　破壊者～The Destroyer～》







　惑星、衛星、そして小惑星。それぞれが外がい殻かくを吹ふき飛とばし、その下にあるメリグナントクラフトとしての正体を現す。そればかりではない。吹き飛ばされた外殻の下から、さらに低級ランク、中級ランクのメリグナントクラフトが姿を現してきたのだ。

「つまり……」

　制御デッキでｂｉｏビオクラフトの操縦システムを兼かねている大鎌クレイドルサイズのサテライトを振ふり抜ぬきながら桜さくら子こは言った。

「この恒星系にある天体のほとんどが偽ぎ装そうしたメリグナントクラフトだったわけ？」

「偽装というか、休きゆう眠みん中ね」

　接続シートに着いたティオがそう訂てい正せいする。

「休眠中のメリグナントクラフトは、私たちパトリシャンに反応して目覚めるのよ。あとオーグメントクラフトにも反応するけど、これは使い捨てみたいなものだから対策をとってないだけの事。私たちは出力が大きいからどうしても誤ご魔ま化かしきれないの」
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　ティオはそう説明した。

「なるほど……」

　桜子が大鎌のサテライトを振り抜く。するとそれに呼応してｂｉｏクラフト『トランクルナイト』も、次元衝角を兼ねている大おお鎌がま状じようの先せん端たんをメリグナントクラフトへと突つき刺さし切きり裂さいていく。

　一いち撃げきで十数体のメリグナントクラフトが光の粒りゆう子しへと変わっていった。しかしそれらは皆みな低級ランクのものだ。

　ｂｉｏクラフトはドリルの数に比例してそのランクが決まる。また貴族パトリシヤンはドリルを持たず、それぞれが個性的な装備を持つ。しかしメリグナントクラフトにはそのような目に見えて分かるランク付けはないようだ。

　しかし桜子はメリグナントクラフトの形状と大きさにある関係を見いだしていた。

　もっとも低いランク、ｂｉｏクラフトならポーンに相当するメリグナントクラフトは、チェーンソーがそのまま宇宙を飛んでいるといっても過言ではない。かなりメカニカルな形状だ。また中級のメリグナントクラフトには、この前Ｍ33銀河で対戦したノコギリザメのような形状のものの他ほかにも、深海魚、古代魚のような姿をしたものも居る。

　どうやらランクが上がると生物的になっていくらしい。
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「せい！」

　気合いと共に低級のメリグナントクラフトを切り裂く。その後ろからさらに巨きよ大だいな中級メリグナントクラフトが迫せまり来くる。余りの大きさに距きよ離り感が掴つかみにくいが、中級クラスはどれでも全長五〇〇キロを軽く超こえる。日本列島に置けば東京から岡おか山やま、あるいは東北地方がすっぽりと呑み込まれてしまう大きさだ。

　いま『トランクルナイト』に急速接近してくるのは、古代生物のいわゆる『バージェスモンスター』を思わせる形状をしている。その先端から吻くちびるのようにチェーンソーが突き出していた。

『トランクルナイト』は回転するチェーンソーをすり抜け、中級メリグナントクラフトの本体へと斬きりかかる。

　遠目にはまるで目のように見えるパーツは、接近すると一つの都市ほどもあるのが分かる。桜子はその付け根に先端が突き刺さるよう大鎌のサテライトを振るう。メリグナントクラフトは巨大な怪かい魚ぎよのようにのたうち、何とか『トランクルナイト』を振り払はらおうとする。しかし桜子はそのまま『トランクルナイト』をメリグナントクラフトの内部へと突とつ入にゆうさせる。

　内部には無数の低級メリグナントクラフト。だが桜子はそれを意に介かいさず、一気に中級メリグナントクラフトの内部を直進。無数の低級メリグナントクラフトをなで切りにして、そのまま反対側へと向かう。内側から中級メリグナントクラフトの装そう甲こうを切り裂き、外部へと躍おどり出るとさらに桜子はサテライトを二度、三度と振るう。

　いくら五〇〇キロメートルを超える大きさとはいえ、内部からずたずたにされたのではたまったものではない。中級メリグナントクラフトは、内部から光の粒子となり崩壊していった。

「あはははは！　いい気味ね!!」

　ティオは崩壊していくメリグナントクラフトに嘲ちよう笑しようを送る。しかしそれくらいでは一向に埒らちが明かない。

　惑星大のメリグナントクラフトは最低でも六つ。さらに小惑星、衛星クラスがその十倍以上。

　その内部から無数の中級メリグナントクラフトが出現しているのだ。中級メリグナントクラフトに搭とう載さいされている低級メリグナントクラフトまで考こう慮りよに入れると、その数たるや気が遠くなりそうな程だ。

「桜子、『惑星截断機プラネツトカツター』よ」

　ティオが接近してくるそれを確認して言った。

　中級クラスよりもさらに巨大なメリグナントクラフト。惑わく星せい大故ゆえにｂｉｏクラフトたちは、それを『プラネットカッター』と呼んでいる。

　低級がメカ、中級が大型魚類、深海魚、古代魚ならば、惑星大のメリグナントクラフトはクラゲやウニを思わせる形状だ。いま『トランクルナイト』に迫ってきているのは、クラゲを思わせる姿をしている。のっぺりした半球状のパーツ。そして反対側、桜子の見た目からは下に当たる部分には、円えん筒とう形状のパーツがシャンデリアのように突き出している。その半球の赤道部分、さらには円筒部分の縁ふちにそってチェーンソーが並んでいるのである。

「ティオ、まとめて行くわよ」

　桜子はサテライトの柄つかを握にぎり直すと言った。

「うふふ、待ってました。ちまちまやっていくのはお互たがい性しように合わないものね」

　桜子はそんなティオに少し笑えみを返し、そして大鎌のサテライトを振り上げる。

「抜刀ドロウイング！　『宵闇の斉唱ナイトユニゾン』!!」




　姿なき巨きよ人じんの手により星の海に浮うかぶ大鎌、『トランクルナイト』が一気に振り抜かれる。その刃やいばは宇宙空間に青白く輝かがやく大波を起こした。

『宵闇の斉唱』は真空のインフレーションを利用した兵器。真空の状態が変化する事により、過か剰じようとなったエネルギーが光となって放出され、青白い波のように見えるのだ。そして状態を変えた真空の波に飲み込まれたものは、あらゆる物理的性質を崩ほう壊かいさせられ、この宇宙から消え去るのである。

　淡あわく薄うすく輝く大波は迫り来る低級、中級メリグナントクラフトを一気に飲み込んでも勢いは衰おとろえず、そしてその向こうに控ひかえるプラネットカッターへ迫る。

　プラネットカッターは赤道部分と下部円筒部の縁にあるチェーンソーを高速回転させ、迫り来る真空の波を打ち払おうとする。だがそれも無意味な試みに過ぎない。

　真空のインフレーションを伴ともなう波は、チェーンソーに蹴け散ちらされるどころか、むしろ勢いをましてそのままプラネットカッターを飲み込んでいく。周囲に群がる無数のメリグナントクラフトと共に、青白く輝く光の波に消えていくプラネットカッターの姿は、海の藻も屑くずとなっていく怪かい物ぶつを思わせた。




「少しは片付いたかしらね」

　桜子はサテライトを降ろしてそうつぶやく。『宵闇の斉唱』の射線にあったメリグナントクラフトは、プラネットカッターも含ふくめて粗あら方かた消しよう滅めつしたようだ。しかしこれでも排はい除じよしたメリグナントクラフトは、全体の六分の一程度。

「まだ先は長いか……」

　桜子がぼやくのも無理はない。それでも一息つく事が出来た為ためか、他ほかを気き遣づかう余よ裕ゆうが出来た。

「それで静しず花かさんたちは？」

　桜子の言葉にティオは立体映像を切り替かえる。

　そこでは光ひかり輝く球体が、盛大に次から次へと現れては消えていた。光の球体の周囲には逃にげ回るメリグナントクラフト。それも中級クラスではない。どうやら小しよう惑わく星せい、衛星クラスの大型メリグナントクラフトのようだ。

「あはははは、派手にやってるわよ！」

　ティオはその光景にさもおかしそうに笑った。




「いやぁ～～、来ないでー!!　来ないでくださ～～い!!」

　静花はそう叫さけびながら制せい御ぎよデッキでハンマー形のサテライトを振り回している。そのたびにｂｉｏクラフト『アウグストダスク』は右へ左へ、あるいは上へ下へと飛び回る。まさに当たるを幸いという言葉通りの動きだ。

　その為なのか、メリグナントクラフトもどう対たい抗こうしていいのか分からぬようで、少しずつ『アウグストダスク』から距離を置き始めた。
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　ようやく一息つけた静花は、ハンマーを杖つえ代わりにして制御デッキの上に座り込む。

「やっぱり止やめようよ、静花。静花はこういうの苦手でしょ？」

　さすがに見かねたのか、接続シートからティルがそう声を掛かけてくるが、静花は小さくガッツポーズをして答えた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、みんな頑がん張ばっているんだから。私も何か力にならないと」

『アウグストダスク』の動きが止まったのを見て取ったか、メリグナントクラフトが低級、中級クラスを前面に押おし立たてて再び接近してくる。さらにその背後には小惑星大のメリグナントクラフト、そしてプラネットカッターが控えている。

　そもそも静花は余り戦いに向いた性格ではない。このまま持久戦になれば不利。今ひとつ頭が良くないと言われるティルだが、それでも懸けん命めいに頭をひねって対策を考える。

「う～～ん、う～～ん、う～～ん……」

　そして出てきた結論は至し極ごくシンプルなものだった。

「よ～～し、静花！　『夕暮の輪唱ダスクアラウンド』連発で一気に倒たおしちゃおう!!」

「え、大丈夫なの？」

「連発するのは簡単だもん。だけど今まではそれだけの相手が居なかっただけだよ。いいチャンスだからやっちゃえ！」

「う、うん。ティルがそう言うんなら」

　静花はサテライトを構え直す。

「行くよ！」

　そしてティルは叫んだ。

「抜刀ドロウイング、『夕暮の輪唱ダスクアラウンド』!!」




「まるでモグラ叩たたきねえ」

　その様子に恵けい子こは呆あきれて言った。その視線の先にはｂｉｏクラフト『アウグストダスク』と、その周囲に次から次へと湧わき上がる光の球体。そこにメリグナントクラフトが次々と飲み込まれている。

「こっちには、あんな派手な武器はないの？」

　制御デッキの上からそう尋たずねる恵子に、接続シートに着いたアイシャは呆れたように答えた。

「前から何度も言ってるじゃあないですか。特別な武装が付いているのはティセさまたちのような貴族パトリシヤンだけ。私たち市民プレビシヤンはドリルが武器。ドリルは素す晴ばらしいものだというのに、何の不満があるんですか？」

「いや、まぁドリルが素晴らしいのは分かったけど。一つ一つちまちま倒していくんじゃなくて、あんな風に一気になぎ倒していったら爽そう快かいだろうなって」

「遊びでやってるんじゃないんですよ。恵子！」

　アイシャはそうたしなめる。

「とにかく今はＥＳフレームと『イレブンスコンシャス』を援えん護ごしつつ、イモータルヌーンの乗っているオーグメントクラフトを保護するのが目的です。ティセさまたちが血路を開きますから、まずそのポイントへ向かいます」

「はいはい。じゃあ庶しよ民みんの私たちは地道にちまちまやっていきましょうか」

　そう言いながら恵子はサテライトを構え直した。そしてちらりと接続シートのアイシャに視線を送る。アイシャのその表情はどこか硬かたいように恵子は思えた。

「……どうかしました？」

　恵子の視線に気付いたのか、アイシャが振ふり返り尋ねた。

「別にぃ～～。ただいい加減、あんたも不器用だなって思って」

「一体なにを……」

　言いかけたアイシャを制して恵子はサテライトを振りかざす。おりよく『ノーブルウィンド』の正面に無数のメリグナントクラフトが立ちはだかる。

「さぁ、行ってみようか～～ッ!!　久々の必殺トライサイクロン!!」




「一いち撃げきでオーグメントクラフトまでの道を開きます」

　ティセはそう言った。

「この直線上にいるメリグナントクラフトを『黎明の合唱ドーンコーラス』でなぎ倒せば、あとはアイシャたちがオーグメントクラフトにたどり着けます」

　立体映像には周辺空域の模式図が表示されている。ティセが示した直線上には無数の低級、中級メリグナントクラフト。そしてプラネットカッターが控えている。

　ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』は、メリグナントクラフトと直接戦う事はなく、イモータルヌーンの乗るオーグメントクラフトまで一気に血路を開く事が出来るポジションを探していたのだ。

　その理由はただ一つ。広こう大だいの広所恐きよう怖ふ症しようの為だ。戦せん闘とう態勢に入ると周辺空間のデータが一気にパートナーの意識に流れ込む。広所恐怖症の広大にはそれが耐たえられない。それでも精神を集中、無意識の恐怖感が支配する前に、なんとか一撃を繰くり出せるまでにはなっていた。

　空間を切きり裂さく『黎明の合唱』の刃は、その気になれば数十天文単位ほどにも延びる。『グロリアスドーン』とオーグメントクラフトは約二〇天文単位ほど離はなれているが、余裕で射程範はん囲いである。

「桜子ちゃんや静花ちゃんたちも頑張ってるからな」

　広大は短たん剣けん形のサテライトを握りしめて言う。

「男の俺が黙だまってみているわけにもいかない。行くぞ、ティセ」

　その広大の言葉にティセはうれしそうにパッと両手を広げた。

「分かりました。行きましょう、広大」

　次の瞬しゆん間かん、戦闘状態に入った『グロリアスドーン』のキャビンに光条が延びる。広大の意識に怒ど濤とうのごとく周辺空間のデータが流れ込んできた。

　奈な落らくを覗のぞき込むような、そして何もない空間に放り出されたような感覚が広大を襲おそう。普ふ通つうの人間なら恐怖を覚えながらも、それを理性で押さえ込む事も出来る。実際に自分が宇宙空間に放り出されたわけではないのだから。

　しかしなぜか広大にはそれが出来ないのだ。自分の周辺に広がる空間を認識した瞬間、広大は立っている事もままならなくなる。

　それでも慣れてきた為だろう。サテライトを握り、何とか足を踏ふん張ばる。その中で広大はティセが示した目標に狙ねらいを定める事が出来た。

　外すわけにはいかない。サテライトを握にぎる広大の手が汗あせで濡ぬれる。

「抜刀ドロウイング」

　ティセのその声に続いて広大は叫んだ。

「『黎明の合唱ドーンコーラス』!!」




　宇宙に浮うかぶ短剣。それがｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』の姿。その『グロリアスドーン』からまばゆいばかりの黄金の輝かがやきがほとばしり、宇宙の闇やみを引き裂いていく。決してそれは比ひ喩ゆではない。『黎明の合唱』の閃せん光こうは真空、空間のみならず、この宇宙を構成している高次元の膜まく、ブレーンごと切り裂いていくのだ。宇宙に存在しているものである限り、その刃やいばから逃のがれる事は出来ない。

　低級、中級メリグナントクラフトはもちろん、プラネットカッターも光の刃に切り裂かれて、光の粒りゆう子しとなって消えていく。彼らの武器であるチェーンソーすら、それに抗あらがう事は出来ないのだ。




「くそ、何も出来ないのか！」

　地球製オーグメントクラフト『トリア』のキャビンでロングは罵ののしる。『トリア』の貧弱な探知システムでは何が起きているのかすらろくに掴つかめない。

　戦闘はリング恒こう星せい系外がい縁えん部から始まり徐じよ々じよに接近してきているが、それは光でも十数分はかかる距きよ離り。『アウグストダスク』『トランクルナイト』が戦っている様子は分からないのだ。

　辛かろうじて分かるのはごく周辺で起きている事だけ。メリグナントクラフトが次から次へと襲いかかってきており、それを三本衝角ドリルを持つ深紅のナイト級ｂｉｏクラフト『オネストホワールウィンド』が次から次へと葬ほうむり去さっている事。『トリア』の側そばにはｂｉｏクラフト形態の『サイレントカレント』も控ひかえており、『オネストホワールウィンド』の防ぼう御ぎよをかいくぐってきたメリグナントクラフトを倒している。

　恒星系外から突とつ入にゆうしてきたパトリシャン三体を優先しているのだろう。『トリア』に向かってくるメリグナントクラフトはメカ剥むき出しの低級クラスがほとんど。たまに中級メリグナントクラフトが向かってくるが、それらは優先的に『オネストホワールウィンド』が立ち向かっていく。

『トリア』の窓から見える宇宙空間は、倒されたメリグナントクラフトのなれの果てである、燐りん光こうのような青白い輝きに埋うめ尽つくされていた。

「さすがは勇ゆう猛もう果か敢かんで名を馳はせる『オネストホワールウィンド』です。これだけの数を相手にしていても、まったく隙すきを見せませんね」

　キャビンに座ったイモータルヌーンはまるで他人事のようにそう言った。ロングはそんなイモータルヌーンに忌いま々いましげな視線を向け、そしてしばし何事か思案する。

「いい機会だ」

　やにわにロングは言った。

「あれを使おう。我々地球人類にもメリグナントクラフトとやらを……、そしてｂｉｏクラフトを倒せるという事を証明してやる」

　その言葉に驚おどろいたのは側で控えていたショートの方であった。

「代表！　あれは……」

　言いかけた言葉を飲み込み、そしてダキラ議長へと視線を巡めぐらせる。ダキラ議長は二人の会話から只ただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、キャビンのシートから身を乗り出していた。だがロングはそんなショートの心配をあざ笑うかのように言った。

「ここで使わねばどこで使うと言うのだ」

　そして『トリア』ブリッヂに繋つながっているインターフォンを取った。

「クリティアン船長。核かくミサイルの使用を許可する。周囲にいるチェーンソー形宇宙船に向けて核ミサイルを撃うて！　搭とう載さいしてきた全ぜん弾だんを使用しても構わない!!」

　しかしダキラ議長はロング代表が期待したほどには狼ろう狽ばいしてくれなかった。念ねんの為ため、確認といった口調で尋ねただけ。

「宇宙条約で核かく兵へい器きの大たい気き圏けん外への持ち出しは禁止されているはずですが？」

「なに、それを決めたのは地球での事だ。ここは六〇〇〇万光年も彼方かなた。誰も気付きはしない」

　ダキラ議長は嘆たん息そくしてみせただけで、それ以上は何も言おうとはしなかった。

「代表、初弾の発射準備が完かん了りようしました」

「面おも白しろいね」

　出し抜ぬけにサウザンドメイズィスの声が聞こえた。会談用に持ち込まれた豪ごう奢しやなテーブルの上にあるモニター付きの通信機からだ。サウザンドメイズィスやサイレントカレントと通信する為のものと言われていたのだが、どうやらこちらの会話は向こうに筒つつ抜ぬけになっていたらしい。

　モニターは生あい憎にくと地球人の技術レベルに合わせてカラーの平面映像。17型程度のノートＰＣを思わせるモニターの向こうでサウザンドメイズィスは言った。

「じゃあオネストホワールウィンドには、君たちが狙っているメリグナントクラフトに手を出さないように言っておくよ。存分にやってくれたまえ」

「地球人をなめるな！」

　ロングはそう言い放つ。

「貴様たちがどんなに進んだ文明を持っているかは知らないが、我々地球人の力を見せてやる！　船長、核ミサイルを発射！　すぐに次弾装そう填てん。装填終了次第、次弾も発射だ！」

　そう言うとロングはインターフォンの脇わきのスイッチを操作して、会議室のモニターに『トリア』の外部監かん視しカメラの映像を映す。カメラは発射された核ミサイルを追っていた。

「核かく軍ぐん縮しゆくで廃はい棄きされる事になっていた核かく弾だん頭とうを譲ゆずって貰もらった」

　問われてもいないのにロングの方からそう説明する。

「もちろん、そのままではない。グランディッツァが手を加えている。ロケットモーターは強化してあるし、射程も大おお幅はばに伸のびている。弾頭は小型化したが破は壊かい力りよくは同じ、いや向上しているはずだ」

「それは一体、何を相手に使うつもりだったのですか？　あなた方はメリグナントクラフトの存在は知らなかったはずでしょう？」

　いささか厳しい口調でそう尋たずねるダキラ議長にロングは不敵な笑えみで答えた。

「人類の自由と独立の為に。それを邪じや魔まする相手に。この答えでは不服ですかね、議長」

「不服じゃない」

　答えたのはダキラ議長ではなかった。通信機の向こうのサウザンドメイズィスだ。

「不服じゃないよ、ロング代表。でも不ふ充じゆう分ぶんだ。ああ、それから議長。メリグナントクラフトの存在を彼等に教えたのは僕だよ。いい加減、彼等も知る権利があると思ってね」

　そしてまた水を向けられた人間とは別の相手が答える。

「あなたにその責任を取る覚かく悟ごがありますか？　サウザンドメイズィス？」

　イモータルヌーンである。しかしイモータルヌーンのその問いかけにサウザンドメイズィスは嘲ちよう笑しようを返す。

「責任？　覚悟？　ないよ」

　いけしゃあしゃあと答える。

「だってそれはそもそもあなたの仕事じゃないの。イモータルヌーン。あなたが自分の仕事を放棄してるから、僕がちょっと手伝ってあげただけじゃないの。むしろ感謝されてもいいと思うよ。僕はね」

　何を話してるんだ、こいつらは……。

　ロングは焦しよう燥そうばかりが募つのる。いや、待て。落ち着くんだ。核ミサイルがメリグナントクラフトに接近しているのだ。その威い力りよくを見れば、彼等も考えを改めるだろう。

　ロングは自分自身にそう言い聞かせた。

「お、そろそろ着ちやく弾だんだ。二発目に撃った方が先に命中しそうだね。こちらの方が見やすいだろう」

　モニターにはサウザンドメイズィスの顔に代わり、一体の低級メリグナントクラフトが映し出される。ロングは一時、それに視線をくれたものの、すぐに外部カメラの映像へ顔を戻もどす。ｂｉｏクラフトが提供してくれる情報が信用できないのか、それとも地球人以外の手になる技術に頼たよる事を嫌きらったのか。それは本人にもよく分からなかった。

　二発目に発射された核ミサイルは、低級メリグナントクラフトへ向かっている。メリグナントクラフトの方は核ミサイルなどまったく意に介かいしていないようで、チェーンソーを回しながら『トリア』へと向かって来ているところだ。

「着弾するぞ！」

　外部カメラの映像に表示されるデータを見てロングは歓かん喜きの声を上げた。次の瞬間、外部カメラの映像は核かく爆ばく発はつの閃光でホワイトアウトを起こす。そしてしばしの後、画面は元通りになる。

　そう、すっかり元通りだ。違ちがいといえば核ミサイルの状態を示す各種データが無くなった事。そしてメリグナントクラフトが少しばかり『トリア』に接近して来た事だ。

「馬ば鹿かな！」

　ロングは外部カメラ映像を映すモニターに叫さけぶ。

「核ミサイルだぞ！　核だ！　直ちよく撃げきだ！　なぜダメージの一つも受けていない？」

　無論モニターがそれに答えるわけもない。しかし最初に撃った核ミサイルの映像に切り替かえる事は出来たようだ。

　だがその核ミサイルの末路は、有る意味で最初のものよりもはるかに惨みじめだった。

　目標としている小型メリグナントクラフトの前に、何か巨きよ大だいな影かげが立ちふさがったのだ。モニターのすべてを占せん領りようしているそれは、中級メリグナントクラフトのチェーンソー。しかもその一部しか映し出されていない。

「あ～～、こっちの方が見やすいよ」

　サウザンドメイズィスがそう言いながら、ご丁てい寧ねいな事に通信機のモニターに表示される映像を切り替えてくれる。どういう技術なのかロングには見当もつかないが、『トリア』から少し離はなれた位置から周辺を見み渡わたしている映像だ。

『トリア』の前方を遮さえぎるように中型メリグナントクラフトが接近してくるのが分かる。傍かたわらにはいつでも介かい入にゆうできるよう『オネストホワールウィンド』が待機していた。

「デカい方に着弾するぞ」

『トリア』外部カメラ映像に視線を戻したロングがそう叫んだ。再びモニターはホワイトアウト。そして元通り。慌あわててサウザンドメイズィスが表示してくれた映像を振ふり返る。そこでは中型メリグナントクラフトの船首にあるチェーンソーで、湿し気けた花火のような小さな火花があがったところだった。それもよくよく見なければ分からない程度のもの。

　それが『トリア』から放たれた核ミサイルの効果。それだけだ。全長数百キロ単位の中級メリグナントクラフトを破は壊かいするどころが、閃せん光こうで包み込む事すら出来ない。

　それが現実。

　そして根が素す直なおなロングはその現実を無意識のうちに受け入れていた。腰こしを抜かして『トリア』のキャビンの床ゆかに座り込むという分かりやすい行動でそれを示す。

「これで自分たちの置かれてる状じよう況きようを理解できたでしょ、ロング代表。君たちの力ではメリグナントクラフトは倒たおせない。その程度で倒せてしまったら、彼等本来の使命が果たせない。そうだよね、イモータルヌーン。なにしろメリグナントクラフトは……」

　再び通信機のモニターに顔を出したサウザンドメイズィスは、イモータルヌーンへそう水を向ける。それを受けてイモータルヌーンは言った。

「文明の破は壊かい者しや」

「文明の破壊者？」

　オウム返しにするロングに向かってイモータルヌーンは一つ肯うなずき続けた。

「ええ、メリグナントクラフトはこの宇宙に存在するあらゆる文明を破壊する事を目的としたもの」

　イモータルヌーンがそう答えた事に満足したような笑みを浮うかべ、今度はサウザンドメイズィスが口を開く。

「そう、そして僕らｂｉｏクラフトは文明の守護者。君たち地球人のように、放っておくとうっかり滅ほろびてしまったり、あるいはメリグナントクラフトに手も足も出ない文明を守り観察して記録する。それが僕らの目的」

「ちょっと待て、サウザンドメイズィス。お前はイモータルヌーンが、我々地球人をメリグナントクラフトとの戦いに巻き込もうとしていると言ったではないか。騙だましていたのか？」

　ロングがどうしてこんな行動に出たのか。その経けい緯いを悟さとったダキラ議長はげんなりとした顔をしてみせる。

「いや、騙してはいない。嘘うそもついていない。事実だ。僕たちｂｉｏクラフトがいる所に、必ず文明がある。それはメリグナントクラフトも分かっている。だからｂｉｏクラフトと接せつ触しよくした文明は遅おそかれ早はやかれ連中との戦いに巻き込まれる。そういう仕組みさ」

　そう言うとサウザンドメイズィスは安っぽい仕草で肩かたをすくめてみせた。

「まあ、あなたのお国と同じですね。ロング代表」

　皮肉げにダキラ議長が言った。

「他国を守るために軍隊を派は遣けんすると、その軍隊そのものが敵対勢力の標的になり、守るべき国まで戦争に巻き込んでしまう。だからといって手をこまねいているわけにもいかない。そういう事です」

「その意見は父に伝えておこう」

　ロングの父は米国大統領候補にも挙げられた上院議員。そう前置きしてからロングはダキラ議長に尋ねた。

「あなたはこの件を知っていたのか？」

「メリグナントクラフトを見たのは初めてです。しかしイモータルヌーンから話は聞いていました」

「なぜ公表しない!?」

　それに答えたのはイモータルヌーンであった。

「メリグナントクラフトの脅きよう威いが現実のものになったら公表はします。今回はサウザンドメイズィスたち『アミークス』による企たくらみ。まだメリグナントクラフトは、地球の位置や地球人の存在を掴つかんでいないはずです」

「しかし……」

「何かの危機が確実に起こり得るとしても、それがいつの事になるか。まったく予測が付かない状況では、それを発表してもいたずらにパニックを煽あおるだけ。そのような政治的判断をする事例はいくらでもあるんじゃないですか？」

　今度はダキラ議長がロングをやりこめた。

「まぁ僕らやメリグナントクラフトは、君たちと違って気が長いから。実際にメリグナントクラフトが現れるのは千年後かも知れないし、一万年後かも知れない。だから特に公表しなかった事については、僕も責めるつもりはない。だけどね……」

　モニターの向こうからロングに追い打ちを掛かけたサウザンドメイズィスから、今までの人を小こ馬ば鹿かにしたような笑えみが消える。

「イモータルヌーン。あなたに尋ねたい事がある。こういう時でもなければ、あなたは本当の事を言わないからね」

　そしてサウザンドメイズィスは尋ねる。

「そもそも僕らが他ほかの文明と接触する時、そこの技術レベルが有人惑わく星せい間航行を可能とする段階に達している事を条件とする。そういう規程がある。あなたがそれを知らないはずもないでしょ。イモータルヌーン」

「ええ、存じてます」

　アルカイックスマイルを浮かべたままで肯くイモータルヌーンに、さらにサウザンドメイズィスは問いかける。

「しかし約二〇公転周期前の地球文明は、衛星にたどり着くのが精せい一いつ杯ぱいで、惑星間航行レベルには達していなかった。なぜあなたは地球人の前に姿を現した？　なぜ同どう胞ほうを呼び寄せた？　本当の事を聞かせてもらいましょうか」

「地球人は二〇年前の技術レベルで有人惑星間航行を可能としていました」

　イモータルヌーンのその答えにロングは意外そうな顔をする。サウザンドメイズィスの言う通り、当時のそして現在も地球人類は独力で隣となりの惑星にすら達してない。

「しかしそれを為なさなかっただけです。やろうと思えば、あの時点で惑星間航行も実現できたはず。だから私は地球人と接触した。それが答えです」

「詭き弁べんだ」

「どう受け取っても構いません」

　しばしの間サウザンドメイズィスは、モニターの向こうから無言でイモータルヌーンを睨にらみ付けていた。だがいきなりふっと力を抜ぬいたように笑みを浮かべて言った。

「まぁいいでしょう。今回は妹さんたちのがんばりに免めんじて、その程度の言い訳で許してあげよう。正直、僕もこんなに早く、それも全員かけつけて来るとは思わなかった」

　その言葉にイモータルヌーンは笑った。

「ええ、それは私の妹たちですもの。当然ですわ」

『黎明の合唱』によって生じた黄金の輝かがやきを放つ空間の刃やいばが、『トリア』のすぐ傍らを通り抜けていったのはその時だった。




「オネストホワールウィンド！」

　アイシャがそう叫んだ時には、真紅の三本衝角は数体のメリグナントクラフトを貫つらぬきながらその場から飛び去った所だった。

「あ～～、いつかの赤い三本ドリルじゃないの。どうかしたの……？」

　何かアイシャの様子が変だ。そう感じた恵子が尋たずねるが、逆にアイシャから叱しつ責せきされてしまった。

「なにも変な事はありません！　今のうちにイモータルヌーンの乗っているオーグメントクラフトをＥＳフレームに収容します。残っているメリグナントクラフトに注意してください」

「はいはい」

「はいは一回！」

「はぁ～～い！」

　そう答えながらも、なかなか胸の内を話してくれないアイシャに、恵子は口の中でぶつくさと文句を繰くり返していた。




「これで撤てつ収しゆうですか、サウザンドメイズィス？」

「そうだね。でも、その前に一つやっておく事があるけど……。何か不満かな、サイレントカレント？」

　ｂｉｏクラフト形態の接続シートに着いたサイレントカレントは、キャビンにいるサウザンドメイズィスへ頭を巡めぐらせて尋ねる。

「不満というわけではありませんが、例の件。イモータルヌーンがどこまで知っているのか、そしてどこまでが真実なのかを確認しておきたかったのですが。アミークスに参加している同胞も、同じ疑問を持つものが少なくないですからね」

「ほぉ……、例の件って？」

　にやにやとした笑みを浮かべたままサウザンドメイズィスは尋ねた。

「我々がメリグナントクラフトから……」

「それはまだ早い」

　サイレントカレントがその言葉を口にするのが分かっていながら、サウザンドメイズィスは敢あえてしゃべらせた。そしてそれにも拘かかわらずサウザンドメイズィスは最後まで言わせなかったのだ。さすがにこの性格になれたつもりのサイレントカレントも不服そうな表情を隠かくせない。

「それはこれからのお楽しみだ。さて、今日最後のお楽しみは、こちら……」

　サウザンドメイズィスがそう言った時だ。サイレントカレントはその変化を感じ取った。

「何をするサウザンドメイズィス！　そこまでやるとは……」

　間かん髪はつを容いれずにオネストホワールウィンドからも通信が入る。

「恒こう星せいの周囲にあった探知妨ぼう害がい用バリヤーが消えたぞ！　なにが起きた？」

　立体映像の向こうにいる『オネストホワールウィンド』のホロン体は、珍めずらしく狼ろう狽ばいした様子だ。

「僕が解除した。デカ物の探知妨害用バリヤーは消えた。これで奴やつは近くに貴族パトリシヤンのｂｉｏクラフトがいる事に気付き、そして目覚めるはずだ」

「そこまでやるとは聞いていない！」

　思わず接続シートから立ち上がるサイレントカレントに向かって、サウザンドメイズィスは平然として言った。

「そうだよ、話してないもの。だけど僕は約束したんだ、地球人にね。ｂｉｏクラフトの本当の戦いを見せてやるってね」




「ん、なになに？」

　地球人が改造したオーグメントクラフト『トリア』をＥＳフレームが回収。さらにそのＥＳフレームはアーネチカが契けい約やくしているビショップ級ｂｉｏクラフト『イレブンスコンシャス』に収容される。

　ＥＳフレームから『イレブンスコンシャス』のキャビンに移っていたアーネチカはその異変に気付いた。恒星の周囲を巡っている巨きよ大だいなリング。それが突とつ然ぜん、振しん動どうを始めたのだ。無論、距きよ離りがあるから可視光線では確認できない。『イレブンスコンシャス』の超ちよう光こう速そく遠距離走査スキヤンシステムによって初めて分かったのだ。

「何か変よ！　みんな一いつ旦たん『イレブンスコンシャス』の近くに集まって！」

　アーネチカは広大とティセを始めとする皆みなにそう通信を送った。

「これは……、やはりそういう事だったのか」

　メガネを直しながら接続シートに着いたヒュージンがそうつぶやいた。

「やっぱりって一体どういう事なのさ、ヒュージン？」

「一番のデカ物が残っていたという事だよ、アーネチカ」

　そう答えるとヒュージンは妙みように楽しそうに笑った。




「これは……」

　ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』は『イレブンスコンシャス』と合流しようと急いでいた。広大もその途と中ちゆうで異変に気付いたのだ。

　ほぼこの恒星系すべての情報を表示する立体映像の中では、恒星の周囲を巡っていたあの巨大なリングが見る間に変形していった。どうやら表面を覆おおっていたのっぺりした白い物質が剥はく離り、その下から何かが姿を現したようだ。しかしそれもリング。ただし硬かたく強固な材質ではなく、その形は見る間に変わっていく。

　それはまるで振動する輪のようだ。

　映像を拡大すると、その正体がわかる。チェーンソーだ。恒星を取り巻く巨大なチェーンソーなのだ。

「こんな、馬ば鹿かな……」

　現在は振動しているので、正確な直径というのは分からない。しかしのっぺりした白い物質に覆われ、公転軌き道どう沿いに恒星を巡っていた時は、間ま違ちがいなく一天文単位の直径はあっただろう。つまり地球と太陽との平均距離に等しい直径を持っていたのだ。

　その巨大なチェーンソーはやがて五ご芒ぼう星せいもしくはヒトデ形とでも言うべき形状に落ち着いていく。今度は内側へとチェーンソーが延びていく。見た目にはチェーンソーは無限の長さを持ち、次から次へと繰り出されていくようだ。チェーンソーは何もなかったはずの空間を埋うめ、そこに外層を作り出していくではないか。

　ほんの十数秒。一分にも満たない時間で、恒星はチェーンソーの陰かげに隠れ、代わりに差さし渡わたし一天文単位はありそうな巨大な五芒星を思わせる物体が姿を現したのだ。言うまでもなくその縁ふちにはチェーンソーが回り、その表面にも無数の鋸きよ歯し状構造物が突つきだしている。

　もっともそれは周辺状じよう況きようを解かい析せきして得られたシミュレーション画像。可視光線、もしくは通常の電波等による観測では、『グロリアスドーン』からはその一部しか見えない。

　広大が目を向けてみると、前方を表示する立体映像は、何か巨大なものが背後にある星々を隠して蠢うごめいていると見えるだけだ。スケールが大きすぎてすべてを把は握あくするのが困難なのである。

　しかしシミュレーション画像と同じことが起きているのは疑う余地がない。

「これもメリグナントクラフトなのか？」

　広大はシミュレーション画像に現れた五芒星にそう呻うめく。

「そうです」

　ティセは何事もなかったようにそう答え、そしてひと言付け加えた。

「チェーンソーは具体的に敵です」
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「輪が振動するようにして形を変えていく……。超スーパース弦トリングスの申し子とはよくいったもんだわ」

『イレブンスコンシャス』のキャビンにいたアーネチカは、外部状況をモニターする立体映像を見て感心したように何度も肯うなずく。

「超弦は振動する事により、様々な素そ粒りゆう子しへと姿を変える。メリグナントクラフトのチェーンソーはそれと同じように、振動する事によって全体を形作っているわけさね。つまりあくまで本体はチェーンソーという事か」

「チェーンソーは敵だからね」

　アーネチカの言葉にヒュージンもそう言った。

「あの～～、敵なのは分かりましたから、どうしたらいいんでしょうか？」

　広こう大だいが通信用立体映像の向こうからそう言ってきた。

「なんか向こうはやる気満々なんだけど」

　その通りだ。差し渡し一天文単位の五芒星もしくはヒトデ形の超ちよう巨きよ大だいメリグナントクラフトは、その縁にずらりと並んだチェンソーを回転させながら、こちらへと迫せまって来る。

　ＵＮｂＡＲのダキラ議長とイモータルヌーン、そしてＨＥＬＬＯのロング代表や、両団体のメンバーを乗せた改造オーグメントクラフト『トリア』は無事にＥＳフレームごと『イレブンスコンシャス』に収容されている。

　ｂｉｏビオクラフトの内部だからそれほどの危険性もなく、また地球人が理解している範はん囲いの物理法則を超ちよう越えつした機動性で、迫り来るチェーンソーを回かい避ひする事も出来る。

　しかし相手もその巨きよ体たいにものを言わせて周囲にいるｂｉｏクラフトを追い回しているのだ。

「さっさと逃にげちゃえばいいんじゃないの？」

『ノーブルウィンド』から恵けい子こがそう言って来た。しかしその言葉に答えたのは思わぬ相手だった。

「いえ、逃げるわけにはいきません。彼等に地球の場所を知られるわけにはいかないのです」

　そう言って『イレブンスコンシャス』のキャビンに入ってきたのは、イモータルヌーンその人であった。続いてダキラ議長も姿を現す。

「イモータルヌーン、ダキラ議長、お怪け我がはありませんか？」

　アーネチカが歩み寄りそう尋たずねると、イモータルヌーンは微笑ほほえむ。

「お気き遣づかいありがとう、シギイワート博士。幸い私たちＵＮｂＡＲ関係者はもちろん、ＨＥＬＬＯのロング代表や他ほかの方々にも問題はありません。それよりもまずこの現状を何とかしないといけませんね」

　そう言いながらイモータルヌーンは接続シートのヒュージンの傍かたわらへ向かい、通信用立体映像の向こうにいる広大、そしてティセへと視線を向けた。

「ティセ、あなた一人で大だい丈じよう夫ぶですね？」

「ちょっと待ってください。イモータルヌーン。一人で大丈夫と言っても、あんなデカ物相手じゃ『黎明の合唱』でも厳しいですよ。図ずう体たいの割りには動きも素す早ばやいし」

　広大がイモータルヌーンにそう反論するが、しかしティセの意見は異なるようだった。

「この程度なら何とかなると思います」

　驚おどろく広大だが、ティセは姉を無言で見つめているだけだ。

「……分かりました」

　口元に静かな笑みを浮うかべたままで姉妹の長女は言った。

「『グロリアスドーン』全盛装化パナプリイを許可します」

「分かりました。ティル、ティオ、アイシャ。それからヒュージン。全盛装化後は、私の中に来てください」

　ティセのその言葉の意味が分からず地球人たちは通信用映像越ごしに怪け訝げんな顔を見合わせるだけ。しかしヒュージンは感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。

「これはこれは、ありがたき幸せでございます。我が女王クイーン」




「さぁ、始まるよ」

　いきなり『トリア』のキャビンに置いてあった通信機からサウザンドメイズィスの声が響ひびいた。『イレブンスコンシャス』のキャビンへ向かおうとしていたロングは足を止め、通信機の向こうのサウザンドメイズィスを怒ど鳴なりつける。

「貴様の話などもうたくさんだ！　これではとんだピエロではないか!!」

「つれないなあ、ロング代表。見せてやるって言ったでしょう？　本当のｂｉｏクラフトの戦いを。本当の光円錐ライトコーンの申し子の姿を。さぁ、『イレブンスコンシャス』のキャビンに行きたまえ。そちらの方が見晴らしがいい」

　そしてまた通信機は沈ちん黙もくする。

「代表、お早く。ｂｉｏクラフト内の方が安全です」

　歯がみするまま通信機を見つめていたロングだが、ショートにそう言われて不承不承『トリア』のキャビンを出て行った。




「広大」

　ティセは前を向いたままで言った。

「現在、私のｂｉｏクラフト形態はクレストンモードといいます。本来の形状の一部が空間に露ろ出しゆつしたものです」

「……あぁ」

　突とつ然ぜんなにを言い出すのかと広大は怪訝な顔のままティセの話を聞く。

「これからお見せする形態が、私の、グロリアスドーンの本当のｂｉｏクラフト形態です」

「本当のｂｉｏクラフト形態？」

　オウム返しにそう尋ねる事しか出来ない広大に、ティセは直接答える事はしない。その代わりに前を見み据すえたままで言った。

「グロリアスドーン全盛装化パナプリイ『審判ジヤツジメの剣ントソード』」




　そのプロセスは光速度を超こえて進行する。仮に全容が見み渡わたせる位置に人間が居たとしても、肉眼ではすべてを把握する事は出来ないだろう。

　しかしその現象を比ひ喩ゆとして語る事は出来る。

　喩たとえば宇宙という水面の下から、巨きよ大だいな剣が姿を現したという風に。

　真空が泡あわ立だち相転移によるエネルギー放射と全反射現象が発生、あたかもオーロラのような輝かがやきがその周囲に満ちあふれる。異変を感じ取った差し渡し一天文単位のメリグナントクラフトは、超ちよう光こう速そくで数十天文単位ほど飛び退のく。その判断は適切だ。もしもその場にいたら、真空の『下』から姿を現したその切っ先に貫つらぬかれていただろう。

　宇宙を構成するのは多次元の膜まく。ブレーンと呼ばれるもの。その膜の合間に潜ひそんでいた巨大な剣は、深海から夜の海上へと浮ふ上じようする鯨くじらのように、この宇宙へと姿を現す。

　巨大な剣が現れた瞬しゆん間かん、周囲は光に満ちあふれた。剣そのものが壮そう麗れいなる光を放っているからだ。

　切っ先、柄つか、そして刃やいばにそって無数の光がちりばめられている。切っ先に輝く光は星。そう、恒こう星せいなのだ。

　それは差し渡し一天文単位のメリグナントクラフトに相対するに相応ふさわしい。全長一・二天文単位の長ちよう剣けん。

　ｂｉｏクラフト『壮麗なる黎明グロリアスドーン』。その真の姿でもある『審判ジヤツジメの剣ントソード』。その切っ先がメリグナントクラフトへ突つきつけられていた。




「私たち、貴族パトリシヤンのクレストンモードは、ｂｉｏクラフトとしての本来の姿のごく一部。その一部が通常空間に姿を現しただけです」

　イモータルヌーンは言う。

「いま姿を現した『ジャッジメントソード』こそ、私の妹『グロリアスドーン』の真の姿なのです」

「……これって」

　周辺状じよう況きようをモニターしている立体映像を確認したアーネチカもさすがに絶句する。『イレブンスコンシャス』は、『ジャッジメントソード』出現の輝きに包まれたかと思うと、次の瞬間には広大な海面の上空を飛行していたのだ。はるか彼方かなたの水平線には地球の太陽を思わせるＧ型恒星。そして頭上には青い空と薄うすく棚たな引びく雲。それを透すかして磨みがき抜ぬかれたガラス玉を思わせる衛星か小しよう惑わく星せいのような小天体が見える。

　どこか地球ではない惑星上を飛行しているのではないかと錯さつ覚かくするほどだ。

　しかしここは惑星上ではない。少なくとも地球型の惑星上ではあり得ない。

　立体映像に現れるデータがそれを証明していた。
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「下に見える海、面積が一億、いや十億平方キロメートル以上はあるわさ！」

「なになに、それ凄すごいの？」

　通信用立体映像の向こうから、恵子がそう尋ねてくる。『ノーブルウィンド』も『イレブンスコンシャス』同様、輝きが収まったかと思うと、この海面の上を飛行していたのだ。

「凄いも何も、地球の全表面積は約五億平方キロメートル。ざっと確認できる範はん囲い内ないでも、その倍はあるのよ!!」

「……はい？」

「だから！　下に見える海は、地球をすっぽり沈しずめられるくらい広いの！　ここは惑星上じゃないわ。こんな面積のある惑星なら、表面重力はもっと大きいはず。でもヒュージンの計測データが正しければほぼ１Ｇ。人工の天体でもない限りこんな事はあり得ない」

　余りの事にさすがのアーネチカもいささか混乱しているようだ。

「そうです、シギイワート博士。ここは人工の環かん境きようです。でも人工の天体ではありません。人工の恒星系。それも移動可能な恒星系。それがｂｉｏクラフト本来の姿です」

　イモータルヌーンはそう言うとヒュージンへと目配せする。ヒュージンが肯くと新たな立体映像が表示される。

　映し出されたのは一ひと振ふりの長剣。切っ先や柄には宝石があしらわれ、そして全体が金銀で出来ているかのように見事な輝きを放つ。その一方で水すい晶しようやクリスタルガラスを思わせる透とう明めい感すらある。

　その剣の切っ先にあるものを見て、アーネチカはあっと声を上げた。五ご芒ぼう星せいのような物体。それは先程の超巨大メリグナントクラフトに違ちがいない。するとこの映像は数天文単位先から見た模式図という事になる。

「この剣が『グロリアスドーン』？　で、私たちはその中にいるんですか、イモータルヌーン？」

「はい」

　イモータルヌーンは微笑みを浮かべて肯うなずいた。

「なんという事だ。あの報告に有った、巨大ｂｉｏクラフトの中に私が居るとはな……」

　呻うめくようにそうつぶやきながら『イレブンスコンシャス』のキャビンに入ってきたのは、ＨＥＬＬＯ代表のロングとその秘書ショートだった。

「ご存じでしたか」

　そう尋ねるダキラ議長にロングは答える。

「数ヶ月前か、報告と写真は確認した。その時はデータが誤認されたとしか思えなかったのだが……」

　そしてロングはイモータルヌーンへ頭を向け叫さけぶ。

「なぜ、あなた方は、ｂｉｏクラフトは神のごとき力を持ちながら、我々を導いてくださらない！　なぜ放置する!?　あなた方にはその義務と責任があるはずだ!!」

　余りの剣けん幕まくにショートが思わずロングを後ろからだき抱かかえて止めたほどだ。しかしイモータルヌーンの返答はつれないものであった。

「義務も責任もありません」

　その声には毅き然ぜんとした響きがある。

「私たちｂｉｏクラフトもあなた方地球人と同じく、ただの生き物です。進む道を誤あやまる事もあれば、迷う事もある。導く余よ裕ゆうなどありません」

　さらにダキラ議長がたたみかけた。

「それに自らの生きる道など、自分の意思で決めるべきではありませんか？」

　二人の言葉にロングは悄しよう然ぜんと肩かたを落とす。ショートが支えなければそのまま床ゆかに座り込んでいたかもしれない。

　イモータルヌーンは長剣と五芒星が対たい峙じする立体映像へ視線を戻もどすと言った。

「さぁティセ。あなたの力を見せてあげなさい」

　しかし立体映像の中の長剣はぴくりとも動かなかった。




「うあぁああああああ～～ッ!!」

　その悲鳴が自分のものであると広大が気付くのにしばしの間を要した。

　全盛装化。ティセがそう言った瞬間、広大の意識にさらに広い空間の情報が流れ込む。むしろ広大自身の意識が銀河規模に拡大されたと言った方が適切かもしれない。

　自分の身体の中に、血管に、神経に、星々が輝き星間ガスが満ちていく。目をこらせば銀河団の奥おく深ふかくまで見る事が出来、銀河同士の間に流れるプラズマの奏でる音が聞こえてくるようだ。

　悲鳴が自分のものであると気付いた時、広大は長剣形に変化したサテライトを支えにして、辛かろうじて倒たおれ込むのを堪こらえていた。

『グロリアスドーン』が短たん剣けん形から長剣形に変化したのは理解できた。それと同時にサテライトも長剣形に変形している。また制せい御ぎよデッキとそれを囲むキャビンも変化していた。

　短剣形の時は狭せまいキャビンに、お立ち台のように丸い制御デッキが置かれていたのに、今はまるで神しん殿でんのように柱が立ち並ぶ空間の真ん中にあるのだ。制御デッキの上には『グロリアスドーン』周囲の空間にある天体が浮うかび、まるでメリーゴーランドのようだ。ティセの座る接続シートもその上に置かれ、自由に動き回る事が出来るのもその印象を強くする。

　その接続シートが広大の目の前に止まり、ティセが慌あわてて降りてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、広大？」

「大丈夫、大丈夫」

　そう見み栄えを張ってみせるが、実のところ広大は立ち上がる事もままならなかった。

　立ち上がろうとしても膝ひざ頭がしらが震ふるえ力が入らない。高いところから下を見下ろすと足がすくむように、広大は広い空間を認識すると身体の自由が利きかなくなる。精神力で押おさえ込むにも限界があった。

「大丈夫ですか？」

　そう繰くり返しティセの碧あおい瞳ひとみが広大を覗のぞき込む。

「大丈夫だよ」

「あんまり大丈夫そうではありません」

　ティセにそう言われては返す言葉がない。だからと言って今の広大にはどうする事も出来ない。

「少し気分を紛まぎらわせる事が出来れば良いのですが……」

　小首を傾かしげティセは何事か考え込む。そして一つうんと肯くとやにわに接続シートを降り広大の後ろに回り込むや、何を思ったか突然、抱だきついてきた。

「……あの、ティセ？」

　その意図が分からず困こん惑わくする広大の言葉に、ティセはぱっと離はなれて前に回り込む。そして不満そうに両手をぱたぱたさせてから、今度は困ったようにその場を右往左往する。

「ティセ、メリグナントクラフトが……」

　周囲に浮かぶ立体映像。その中で五芒星形をしたメリグナントクラフトが徐じよ々じよに接近してくるのだ。映像だけではない。距きよ離り、位置を示すデータも広大の意識に直接、流れ込む。数字ではなく、感覚的にどこにある、どの程度の距離にあると分かるのだ。無論、その距離はとてつもないもの。広大は無意識のうちにそれを拒きよ絶ぜつしようとしていた。

「戦い方はあります」

　ティセは立体映像のメリグナントクラフトに目をやってから言った。

「しばらくの間でも、広大の気分を紛らわせる事が出来ればいいのですが」

　その時だ。ティセが何か名案を思いついた時にする仕草。パッと勢いよく両手を広げる、あの仕草と共に言った。

「素す晴ばらしい考えがあります」

「素晴らしいのか」

　こういう時のティセの考えはあんまり素晴らしくないんだよな。混乱する意識の中でそう考えながら広大は言った。しかし余り気にする様子はなくティセは繰り返す。

「素晴らしい考えです。実に素晴らしい」

　そう自画自賛してから、ティセはやにわに広大へと両の手を伸のばして、その頬ほおを包み込む。

「へ？」

　頬に触ふれるティセの手の平に当とう惑わくした広大だが、さらに戸と惑まどわされる事態が進行しつつあった。

　ティセが顔を寄せ、その碧い瞳でじっと広大を見つめている。いつもは感情らしい感情を見せる事のないティセだが、その時だけは違った。どこか表情に憂うれいを感じ、そして碧い瞳は潤うるんでいるようにも見える。

　気のせいだろうか。いや、気のせいだろうな。

　広大がそう思った時だ。ティセは目ま蓋ぶたを閉じ、スッと唇くちびるを近づけてきた。そんな事をされるとは夢にも思っていなかった広大はされるがままだった。

　ティセの唇が広大のそれに重なる。そしてティセは広大に身体を預けてきた。意識する間もなく広大はサテライトを離し、ティセの小さな身体を抱きしめていた。

　柔やわらかく温かく、そして少しでも力を入れれば壊こわれてしまいそうな儚はかなげな感かん触しよく。広大は唇と両手で、その感触を味わっていた。
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　しかしそれは泡ほう沫まつの出来事。

　広大はサテライトが制御デッキの床に倒れる音で、ハッとして我に返った。ティセの背中まで回していた両手も離してしまう。

　顔を近づけてきた時と同様、やはりスッと離れていったティセは、目蓋を開くと広大に向かって言った。

「少し落ち着いたようですね」

「え、ああ。そういえば……」

　先程までと同様、周囲の空間は認識できる。それに伴ともなう恐きよう怖ふ感もある。しかし身体が拒絶するほどではない。何とか理性で押さえ込める程度だ。

「この前、クイックストーンがキスしようとした時、広大は慌てました。だからもしかしたらと思ったのです」

　ティセは自分の行動をそう説明した。それだけ言うとティセは広大にさっと背を向けて接続シートに着く。

「それではメリグナントクラフトを排はい除じよしましょう」

　何だ、意味も分からずクイックストーンの真ま似ねをしただけか……。広大は少しがっかりしている自分に困惑する。でも本当にティセは真似をしただけだろうか。すぐに背を向けたのも照てれ隠かくしなんじゃ……。

「広大、行きますよ」

　背中を向けたままでティセはそう言った。いつもの感情を伴わない口調だが、どこかデリカシーのない広大に怒おこっているようにも思えた。




　動きを見せない『グロリアスドーン』の意図を図はかりかねるように、五芒星形のメリグナントクラフトは数十天文単位の間合いを開けたままで様子を窺うかがっていた。しかし痺しびれを切らせたか、メリグナントクラフトは全身のチェーンソーを回転させならが突っ込んでくる。光速度でも数時間から数十時間はかかる距離。その行動はすべて超ちよう光こう速そくだ。通常の三次元空間で誰だれかが観察していれば、位置によっては、遠方のメリグナントクラフトがまだ動かぬうちに、いきなり目の前に同じものが出現したように感じるだろう。

　数十天文単位を一気に突っ込んできたメリグナントクラフトだが、『グロリアスドーン』はそれに反応した。恒こう星せいが埋うめ込まれた切っ先を返すや、チェーンソーをその刃やいばではじき飛ばしたのだ。

　そしてそのまま両者は天文単位クラスの刃を交え幾いく度ども斬きり合う。長ちよう剣けんの刃とチェーンソーが触れあう度たびに、宇宙はホーキング放射やチェレンコフ光、そして人類には未知の現象により光ひかり輝かがやき、そしてゆがんでいく。




「そりゃあ！」

　広大がサテライトを振ふるうのに連動して、全長一・二天文単位の『グロリアスドーン』も宇宙を切きり裂さく。しかしいまだにメリグナントクラフトには効果的なダメージを与あたえていないようだ。

　徐々に広大の額に脂あぶら汗あせが滲にじんできた。ティセのキスと戦せん闘とうの高こう揚よう感によって、広所恐きよう怖ふ症しようの影えい響きようは押さえ込まれている。しかしそれもいつまで続くか分からない。長期戦になれば不利だ。ティセもその事はよく理解していた。

「広大、私が指示する方向にメリグナントクラフトを誘ゆう導どうしてください」

「分かった！」

　とにかく今はティセの指示に従う事しか出来ない。広大は両手に握にぎった長剣形のサテライトでメリグナントクラフトを挑ちよう発はつしながら徐々に後ろに下がる。広大が少し後ろに下がっただけで、実際の『グロリアスドーン』は数天文単位から数十、数百天文単位も後方に移動する。追いかけてきたメリグナントクラフトから逃のがれ、一気に後ろへ飛び退のくと、今度は数千から数万光年は移動するのだ。

『グロリアスドーン』とメリグナントクラフトの戦いは、途と中ちゆうに横たわる幾いくつもの恒星系をまたいで続けられる。

　長剣が打ち振るわれ、チェーンソーが回転すると、そこに惑わく星せいや恒星が巻き込まれる事もある。しかし岩石質の惑星は刃が触れただけで塵じん芥かいのように消し飛び、巨きよ大だいガス惑星や恒星もまるで水の入ったゴム風船のように弾はじけるだけ。

　或る意味、一・二天文単位の長剣と差さし渡わたし一天文単位の五ご芒ぼう星せい形チェーンソーにとっては、銀河内空間には何もないも同然だった。しかしティセの目指す先は違ちがった。




「そうか、銀河中心核かくのブラックホール！　その降着円えん盤ばんか!!」

　ティセの意図を察したアーネチカはそう声を上げた。

「降着円盤て空飛ぶ円盤の仲間？」

『イレブンスコンシャス』に収容された『ノーブルウィンド』から移乗してきた恵子が、アーネチカが前にする立体映像を見ながらそう尋たずねる。

「全然仲間じゃないのさ。ほら、これ見て」

　アーネチカは改めて映像を指し示す。そこには宇宙空間に浮かぶ巨大な渦うずがあった。渦は円盤形に周囲の空間へと広がり、そして中心から円盤と直角の方向へ、何かの噴ふん流りゆうのようなものが延びている。

「これが降着円盤さね。中心にあるのはブラックホール。ブラックホールに落ち込む物質が渦を巻き円盤形になる。中心のブラックホールの両極からは、物質が落ち込む時に放射されるエネルギーがジェットとなって放出されてるって理り屈くつよ」

「はあ……」

　肯うなずいてみせるが恵子は理解はしてないようだ。

「これはなかなかいい作戦だわね。このクラスの降着円盤なら直径は数十天文単位。隠れる余よ裕ゆうはあるさね。そうすれば広大くんの広所恐怖症も少しは治まるでしょう」

「でもブラックホールに引き込まれたりしないの？」

　恵子のその疑問にはヒュージンが答える。

「僕らｂｉｏクラフトを構成しているのは、物質じゃないからね。それに重力場を制せい御ぎよ、安定させる『重力合波シンセサイザーシステム』もある。この程度のブラックホールに引き込まれる事は考えられないよ。それはメリグナントクラフトも同じだけどね」

　ヒュージンがそう説明している間に、ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』はＭ84銀河中心のブラックホールが作る降着円盤に飛び込んでいった。しかし中にいる恵子たちにはさしたる変化はない。『グロリアスドーン』内部も自らが持つ恒星によって照らし出され、眼下の巨大な海も穏おだやかに広がるだけだ。

『アウグストダスク』と『トランクルナイト』も『イレブンスコンシャス』と合流したが、ティルと静しず花か、ティオと桜さくら子こは移乗してくる気配はない。ティル、ティオはまだイモータルヌーンを警けい戒かいしているのだろう。しかしイモータルヌーンはさして気にしていないようだ。

「まずはあのメリグナントクラフトを倒たおす事」

　イモータルヌーンは言う。

「彼等をここに残して地球へは戻もどれませんよ。ティセ……」




　降着円盤の星間ガスやプラズマを蹴けり立ててメリグナントクラフトは追いかけてくる。こちらの意図は察しているのかも知れないが、それよりもｂｉｏクラフトへの敵てき愾がい心しんが優先しているのだろう。

　広大はアーネチカの読み通り、周囲を降着円盤の星間ガスに囲まれ、少し落ち着いた所だった。

　しかしそれもいつまで続くか分からない。速そつ攻こうで勝負を決めなければならない。

「広大、メリグナントクラフトの後ろに回り込みます」

「分かった」

　広大が肯くのを見てティセは続ける。

「斬りつけるのは効率が悪いので、メリグナントクラフトの中心部を突ついてください」

「突き？」

「はい、剣けん先さきで突くような感じです。お願いします」

　ティセのその言葉に広大はもう一度肯く。

「ああ、任せておけ。ティセ」




　降着円盤に落ちていく星間ガスを波打たせメリグナントクラフトが迫せまる。しかし『グロリアスドーン』はメリグナントクラフトの突とつ進しんを巧たくみにかわして、その背後に回り、一いつ瞬しゆん、星間ガスの中に身を潜ひそめた。無論、星間ガスに隠れたくらいでメリグナントクラフトの探知機能を妨ぼう害がいできるはずもない。しかしメリグナントクラフトは進行方向にある降着円盤の中心、即すなわちＭ84銀河の中心核でもある巨大ブラックホールの存在に躊ちゆう躇ちよしたようだ。ｂｉｏクラフト同様、メリグナントクラフトもブラックホールにより生じる巨大重力場は無視できる。だが今まで蹴け散ちらしてきた惑星や恒星よりも質量が大きいだけあって、脅きよう威いにはならずとも邪じや魔まにはなる。

『グロリアスドーン』はその一瞬の隙すきを突いた。




「広大、行きます」

「おお！」

　広大の返答を確認してティセは言った。

「抜刀ドロウイング『黎明の合唱ドーンコーラス、光のエイペツクス先端オブライト』」




　降着円盤に落ちていく星間ガスの中で、長剣の姿をした『グロリアスドーン』はその長ちよう軸じく方向にそってぐるりと一回転する。その回転に伴い『グロリアスドーン』の周囲には淡あわく碧あおく輝きを放つ光の円えん錐すいが生じた。

　それはまさに巨大なドリル。全長一・二天文単位の光のドリルだ。

『グロリアスドーン』は剣先に生じた円錐の頂点をメリグナントクラフトに向けた。




「行けーッ！」

　広大は手にした長剣形サテライトを目の前にあるメリグナントクラフトの映像へ向けて突き立てる。手に取って触ふれられると錯さつ覚かくするほどリアリティを伴ともなっているが、それが単なる映像であるのは広大も承知していた。しかしいま目の前にいるメリグナントクラフトは、広大にとって確かに実在している。

　長剣形サテライトはそのままメリグナントクラフトの中心へと突き刺ささっていく。今までは斬りつけても周囲のチェーンソーに弾かれ、なかなか効果的な攻こう撃げきとならなかったのだが、今回は広大も確かな手て応ごたえを感じていた。

　広大の動きに連動してｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』も光のエイペツクス先端オブライトを、実際にメリグナントクラフトの中心部に突き立てていた。メリグナントクラフトは最後の抵てい抗こうとばかりに、全身のチェーンソーを激しく回転させもがくが、もはやどうする事も出来ない。そのまま『グロリアスドーン』に押おし切られ、そして降着円盤の中心にあるブラックホールへと激げき突とつする。

　ブラックホールの重力場による潮ちよう汐せき力が影響したわけではない。あくまで『グロリアスドーン』の力により、メリグナントクラフトはばらばらに引き裂かれていく。そればかりではない。『グロリアスドーン』は勢い余って、その背後にあったブラックホールも貫つらぬき、降着円盤の星間ガスとプラズマも真っ二つに割り超光速に達すると、数光年先に姿を現した。

　可視光線ではまだ降着円盤は以前のままの姿を保っている。しかし実際にはメリグナントクラフトごと、降着円盤やブラックホールも貫かれ、今は存在していないのだ。




「にゃはははは、ブラックホールを串くし刺ざし！　こんなものが見られるなんて、長生きはするもんねえ」

「十四歳さいの台詞せりふじゃないでしょ」

　アーネチカの言葉に恵子は呆あきれながらも、一つ疑問に思った事を尋ねる。

「そういえばブラックホール串刺しにしちゃったけどどうなるの？」

「まあ、しばらくすればお互たがいの重力場で引き合ってまた一つになるでしょ。でも周囲の降着円盤の星間ガスは大きな影響を受けるから、大規模な恒こう星せいの発生、いわゆるスターバーストが発生するかもね。六〇〇〇万年後には地球でも観測できるわさ」

「そりゃ長生きしないと無理ね」

　そう言って恵子は苦く笑しようする。イモータルヌーンも二人のやりとりに微笑ほほえみを浮うかべていたが、やがてヒュージンに歩み寄ると言った。

「『イレブンスコンシャス』をあそこに降ろしてください」

　イモータルヌーンが指さす先には広い砂すな浜はまが広がっている。砂浜といっても全体のスケールからして、地球の直径と同じくらいはあるかも知れない。

「イモータルヌーン、一体なにを？」

　訝いぶかるアイシャに向かって振ふり返ると、イモータルヌーンは微笑みを浮かべたままで答えた。

「妹たちと会うためです」




　気がつくと広大は広い砂浜の上に立っていた。つい先程までｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』の制御デッキにいたはずなのに。

「ここは……」

　不思議だ。広大はそう感じていた。目の前にある海は静かに波を湛たたえているが、水平線は見えない。碧く広がる海はやがて靄もやに霞かすみ消えていく。空には太陽が浮かんでいるが、地球がその周囲を回る太陽とは光の色合いが少し違うようだ。

　そして何より広大自身が不思議に思うのは、これだけ広い空間なのにあの広所恐きよう怖ふ症しようが頭をもたげない事。

　まったく恐こわくない。それどころか懐なつかしい雰ふん囲い気きすらある。

　ここはひょっとして……。

　その時だ。上空からビショップ級ｂｉｏクラフトが降りて来る。『イレブンスコンシャス』だ。その底面が淡く光り、ＥＳフレームが姿を現した。百メートルほどあるＥＳフレームだが、この空間では妙みように小さく感じる。ＥＳフレームは広大の姿を認めたようで、そのまま近くへ降下してきた。

　そして『イレブンスコンシャス』に続き、無限とも思えるほどに広がる碧い空から『アウグストダスク』と『トランクルナイト』も降下してきた。

　改めて周囲を見回した広大は、ようやくその影かげに気付いた。波打ち際で小さな影が行ったり来たり。波と追いかけっこをしていた。

　ティセだ。

「ティセ」

　広大は声を掛かけてティセの方に歩み寄った。ティセも波と追いかけっこするのに夢中だったようで、声を掛けられてようやく広大の存在を思い出したようだ。

　とたとたと砂の上を小走りに駆かけ寄よってきた。先に口を開いたのは広大だった。

「ここは一体どこだ？　地球じゃないみたいだし」

「私の中です」

　一瞬、広大はその表現に面食らうが、すぐにティセがｂｉｏクラフトだという事を思い出す。

「え、でも『グロリアスドーン』は……」

「これが本当の私の姿です」

　ティセは金色に輝かがやく髪かみを押おさえ、周囲を見回して言った。

「地球人の単位で全長一・二天文単位。内部に恒星や惑わく星せい、そして広大な海や陸地さえ持つ長ちよう剣けん形のｂｉｏクラフト。それが私、『グロリアスドーン』です」

「恒星……、って」

　広大は反射的に空にかかる太陽に目をやり、まぶしさに目を細める。ｂｉｏクラフトは宇宙船。生命と意識を持つ宇宙船だ。しかし人類の想像を超こえた存在とはいえ、その内部に恒星まであるとは……。

　ティセと知り合い、ｂｉｏクラフトについてある程度理解していたつもりの広大だが、それが単なる思いこみでしかなかった事を痛感させられた。

　地上すれすれに降下した『アウグストダスク』『トランクルナイト』は光に包まれ、徐じよ々じよに折りたたまれるように小さくなる。そしてその後にティルと静花、ティオと桜子の姿が現れた。

　それを待っていたかのように、地上に降りたＥＳフレームからタラップが降ろされ、その上に一人の女性が立つ。広大もＴＶやインターネット、雑誌、新聞でよく見ている顔だ。

　イモータルヌーン。ティセたちの姉であり、ＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表。

「おね～～ちゃん!!」

　そう声を上げティルがティセの許もとに駆け寄ってくる。ティオも無言のまま、ティセの所に歩み寄ってきた。静花、桜子の二人も、それぞれの契けい約やく相手を追いティセと広大の所にやってきた。

　そしてタラップから降りたイモータルヌーンも穏おだやかな笑えみを湛えたままで、ゆっくりとティセたちの許へと近づいてくる。イモータルヌーンの後からは恵子とアイシャ、そしてアーネチカも続く。

　ティルとティオはティセの背後に回り、近寄ってくるイモータルヌーンから半ば隠かくれるようにしている。ティセはそんな妹たちを守るように両手を少し上げ、少し身を乗り出すようにしてじっとイモータルヌーンを見つめていた。

　小動物呼ばわりされる事が多い姉妹だが、こうしてみるとそれも無理からぬ事だと広大は思う。どうみても緊きん張ちようしている子犬に仔こ猫ねこ、威い嚇かくしている小鳥という雰囲気だ。

　もっともイモータルヌーンからは姉妹をおびえさせるような様子は微み塵じんも感じない。穏やかな落ち着いた女性という印象は、ＴＶや写真から受けるものと変わらない。

　イモータルヌーンは妹たちから少し離はなれたところで足を止めそして口を開いた。

「もう、みんななに緊張してるの？　久しぶりに会えたのに、お姉ちゃん悲しいわ♡」

「はい？」

　イモータルヌーンの思わぬ言葉に広大は絶句する。駆け寄ろうとしていた恵子も、イモータルヌーンの言葉にずっこけて砂の中につんのめってしまった程だ。

　ティセはそんな姉に向かって両手を激しくばたばたさせ無言で威嚇するだけ。ティル、ティオもティセの後ろから出てこない。

「あの、ティセ。なんか凄すごく優しいというか、天然っぽい人じゃないか？」

　少々失礼な言い回しだが、余りのギャップに広大はそこまで頭が回らなかった。だがティセは広大の方へ向き直り、不服そうに両手をぱたぱたさせて言った。

「駄だ目めです、いけません。姉は恐おそろしい人です。具体的に恐ろしい」

「え、でもなんかそうは見えないけど……」

　広大の側そばに来ていた静花がそう言うが、すぐにティルが反論した。

「ティセお姉ちゃんの言う通りだよ！　ティラお姉ちゃんは怒おこると恐いんだよ!!」

　何度かティセが口にしていた『ティラ』という名前。どうやらそれがイモータルヌーンの愛あい称しようと見て間ま違ちがいないようだ。

「本当よ、桜子。ティラはすぐに怒るし、怒ると全然こっちの言う事なんて聞いてくれないんだから」

「そうなの……？」

　そう言うティオだが、桜子さえも半信半疑のようだ。

「あらあら、そんな事言うなんて。お姉ちゃんは悲しいわよ」

　イモータルヌーンはそう言うなり、出し抜ぬけに両手を広げ、一気に三人の妹をだき抱かかえた。

「ちょっと、ティラ！　離しなさいよ、離せって言ってるでしょ!!」

「静花、助けて助けて～～!!」

　そしてティセは無言のまま両手をばたばたさせ、イモータルヌーンから逃のがれようとしている。

　まったくもってこれでは小動物状態だ。

「なんかＴＶで見たのとはイメージ違ちがう～～」

　ようやく広大の所に来た恵子が、砂を払はらいながらそう言った。

「仕事とか使命とかになると厳しい人なのかな」

　ようやくイモータルヌーンの手から脱だつしたティセは、そんな事を言う広大に向かって答えた。

「確かに姉はそういう人です。でも個人的には何というか……」

　珍めずらしくティセは途と中ちゆうで言葉を切り、少し考え込んでから続けた。

「駄目です。駄目駄目です。凄く駄目な人です」

「駄目だよね」

「駄目よね」

　やはりイモータルヌーンの腕うでから逃れたティル、ティオもティセに同意してみせた。

「駄目なのか」

　広大が念を押おすと、ティセもさらに駄目を押す。

「駄目です」

「あ、あのティセさま。そう駄目駄目言うとイモータルヌーンが、落ち込んでしまいます」

　さすがに見かねたアイシャがそう声を掛けた頃ころには、イモータルヌーンはどこかのアスキーアートのように、がっくりと砂浜に膝ひざと手を突ついていた。

「にゃははははは、何度か話した事があったけど、こんな楽しい人だとは思わなかったわ」

　ＵＮｂＡＲに所属しているアーネチカも、イモータルヌーンのこんな一面は知らなかったようだ。

「あ、あのイモータルヌーン。気を落とさないでください。ティセさまたちも悪気があって言ったのではないんじゃないかと思うような……」

　何とかイモータルヌーンを元気づけようとするアイシャだが、どうにも説得力のない言葉になってしまう。しかしそれでもイモータルヌーンには充じゆう分ぶんだったようだ。
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「うん、お姉ちゃん頑がん張ばる！」

　そう言うなりイモータルヌーンはさっと砂すな浜はまから立ち上がった。

「……お姉ちゃんって」

　さすがのアイシャもその言葉には少し引いたようだ。

　そしてイモータルヌーンは目蓋を閉じ、一つ深呼吸する。どうやらそれで『スイッチ』が切り替かわったようだ。周囲の空気もそれに合わせて硬かたく張はり詰つめたように感じる。

「大おお空ぞら広大。それから上かみ温おん湯ゆ静花、逢おう瀬せ桜子、高たか科しな恵子」

　広大へと視線を送りイモータルヌーンは言った。そしてその視線は静花、桜子、恵子へと移っていく。

「妹たちが色々と面めん倒どうをおかけいたしました。姉として御お礼れいを申し上げます。御礼のついでといっては何ですが、もうしばらく妹たちをお願いいたします」

「それはいいんですが……」

　桜子が一歩前に出て何か言いかける。かなり剣けん呑のんな雰ふん囲い気きだ。その空気を察して広大は慌あわてて割って入った。

「それはそうと、メリグナントクラフトというのは何ですか？　なんであそこにいたんですか？」

　咄とつ嗟さに思いついた質問だが、イモータルヌーンは訝いぶかる事無く答えてくれた。

「メリグナントクラフトはひと言で表現するなら『文明の破は壊かい者しや』。あらゆる文明を、その元となる生命を破は壊かいする事が彼等の使命であり存在意義です。そしてあの恒こう星せい系にいたメリグナントクラフトは休きゆう眠みん状態にあったのです」

　そう言うとイモータルヌーンはＥＳフレームの方へきびすを返しながら続けた。

「後は帰り道でおいおいお話ししましょう。この周辺にまだメリグナントクラフトがいる可能性があります。彼等に地球の場所を察知されてはいけません。早々にこの銀河を立ち去るべきです」

「ちょっと待ってください。『文明の破壊者』とか『文明の守護者』とか、それは一体誰だれが決めたんですか？」

「さぁ」

　尋たずねる広大に振ふり返り、イモータルヌーンは笑えみを浮うかべて言った。

「私にも分かりません」

　しかしその笑みは妹たちを抱だきしめていた時のものとはまるで違った。

　あぁ、この人はいま嘘うそをついている。広大はそう直感していた。







《ＰＨＡＳＥ―０５：０７　緑～Green～》







　その日は冷ひや水み川がわ玲れい佳かにとって中学校入学以来最悪の日だった。

「やっほ～～！　静しず花か、転校してきたよ!!」

　朝のホームルームで、名門桃ももヶが枝え学院中等部の制服を着て、担任の横に立つのはティルその人だったのである。

「な、なんで、あの犬キャラがうちの学校に……。それもよりによって、私のクラスに……」

「え～～、今日から転校してきた葉は月づき夕ゆう子こティルさんです。前はアメリカンスクールに通っていたそうです。皆みなさん、仲良くしてくださいね」

　玲佳の驚おどろきをよそに担任教師は淡たん々たんとそう説明した。

「うん、ティルもみんなと仲良くする！　ね、静花!!」

　席に着いている静花に向かってまた手を振るティルに担任教師は補足した。

「葉月さんは上かみ温おん湯ゆさんとは以前からお友達だそうです。それもあってこのクラスに入る事になりました。葉月さん、何か分からない事があったら先生か、上温湯さんに聞いてくださいね」

「は～～い！」

　元気よくそう返答するティルに、教室は笑い声に包まれた。

「良かったね、上温湯さん」

　二つ隣となりの席から身を乗り出し、生雲いくも倖さちがそう声を掛かける。

「う、うん、ありがとう。生雲さん」

　そう答える静花の笑みが幾いく分ぶん引きつっているのは、前の席に座った玲佳が頬ほおをふくらませて静花を睨にらみ付けているからだろう。




「『ＨＥＬＬＯ、ＵＮｂＡＲと歴史的会談。互たがいに協力を約束。協議はこれからも定期的に開かい催さい』か……」

　デスクの上に置かれた夕刊紙を取り上げ、ロングはその見出しを読み上げる。

「メンバーやグランディッツァから代表の真意を質ただす電話やメールが届いております。一体、Ｍ84で何を会談したのかと」

　秘書のショートが速達の束をさらにデスクの上に置きながらそう言った。速達の中身も同様であろう事は容易に想像が付いた。

「昔、こういう事を言った人間がいると父に聞いた事がある。『女性が大国の指導者になれば戦争は起きない』。しかしマーガレット・サッチャーは英国の首相になった途と端たん、フォークランド紛ふん争そうを始めた」

　ロングの言葉に関心がない風を装いショートはデスクの上に散らばった新聞を片付ける。

「そしてこう言った人間もいた。『宇宙から地球を見れば、誰も戦争なんて起こそうとは思わない。環かん境きよう破は壊かいもなくなるだろう』。しかし現実はそうもいかなかった。そうだ、個人的な体験や思想が全体に行いき渡わたるには時間がかかる。そして行き渡るとも限らない」

　そして手にした夕刊紙をショートに渡すとロングは言った。

「僕は今でも自分の考えが間ま違ちがっているとは思わない。ｂｉｏビオクラフトと接せつ触しよくするには人類はまだ幼すぎる。でも、そうだな……。うまく言えないが、遅おそかれ早はやかれこうなるはずだったとは思う。だから……」

「このように発表したと、そういうわけですな」

　ショートはロングが差し出した夕刊紙を受けとってそう言った。Ｍ84銀河から帰き還かん後、ＵＮｂＡＲとＨＥＬＬＯは同時に会談の成果を発表した。完全な合意には達する事が出来なかったものの、今後の両者の活動に対して実りある会談となった。両者の立場、考えにはまだ隔へだたりが大きいものの、それを埋うめていくべくこれからも定期的に会談を行う。また会談中、未知の天文現象により撤てつ収しゆうを余よ儀ぎなくされたが、ＵＮｂＡＲ、ＨＥＬＬＯの関係者共に健康被ひ害がいなどは無かった。

　それが公式の発表だった。

　拉ら致ち同然にＵＮｂＡＲのダキラ議長、イモータルヌーンを連れ去り、強ごう引いんな会談に持ち込んだにも拘かかわらず、玉虫色となった成果にはＨＥＬＬＯ支持者の間に大きな失望と、ロング代表の責任を問う声が上がったのも当然だろう。

「僕は間違っていないよ、ショート」

　自分自身に言い聞かせるようにロングは言った。

「間違ってはいないが、時代を切り開く考えではない事も分かった。だから僕は、僕と同じような人間の考えを彼等に伝えていく。それがこれからの僕の役目だ。グランディッツァにもそう伝えてくれ」

　ショートはそう言うロングに慈いつくしみに富んだ視線を送る。そしてＨＥＬＬＯ代表執しつ務む室しつの片かた隅すみにあるそのソファへと目を送ると尋ねた。

「あのｂｉｏクラフトからは連れん絡らくがありませんな。どういたしますか？」

「そのソファはもういらない。片付けてくれたまえ」

　ロングはサウザンドメイズィスが座っていたソファを処分するように指示した。




「乾かん杯ぱいー!!」

　ジュースやウーロン茶が入ったグラスがかちんと響ひびく。

　ティルの初登校後の夕方、北ほく綾りようグラウンドの地下にあるＵＮｂＡＲ日本支局特別分室では、転校祝いのパーティーが開催されていた。

「にゃはははは、これでティルも中学生か。あーちゃんはうれしいよ」

　上じよう機き嫌げんでジュースの入ったグラスを傾かたむけてアーネチカはそう言った。

「僕はビールがいいんだが、この後も仕事があるからなあ」

　広こう大だいたちがＭ84に向かっていた間、特別分室に一人残っていた内うち山やま田だが苦笑いする。

「アンリとビュートは、一日ＵＮｂＡＲ代表代行代行ご苦労様でした！」

　恵けい子こはそう言いながらアンリのグラスにジュースをなみなみと注いだ。

「まったく一日、ＵＮｂＡＲ本部に座ってるだけで終わっちまったぜ」

　自分の知らぬ間に代表代行に挙げられていたティセから、さらに代行の代行がビュートこと『ステディレクブレイション』に頼たのまれたため、パートナーとして地球に残る羽目になったアンリがぶつくさとぼやいた。

「学校は楽しいですか、ティル」

　ティセの問いにティルは肯うなずく。

「うん、すっごく楽しいよ！　静花とも一いつ緒しよだし、それにね、ひゃみがーて子が凄すごく面おも白しろいの!!」

「なによ、その凍とう結けつ系呪じゆ文もんみたいなのは」

　怪け訝げんな顔の恵けい子こに静花が説明した。

「クラスメートのあだ名なんです」

　イモータルヌーンは約束をちゃんと守ってくれた。数日でティルが転校できるように手続きを取ってくれたのだ。それもパートナーと同じ学校が良いだろうと、桃ヶ枝学院を指名したのだ。裏でどのようなやりとりがあったのかは知らないが、とにもかくにもティルは無事に中学校に通える事になったのだ。

「さて……」

　グラスを置いた恵子は周囲を見回す。そしてその視線は一点で止まった。その先には部屋の隅すみでグラスに入ったウーロン茶をちびちびすすっているティオの姿があった。

「まだ未就学児童が一人いるけど、あんたは学校に行く気はないの？」

　自分の事だとティオが気付くまで一いつ瞬しゆん、間があった。ようやく気付いたティオが周囲を見回すと、好こう奇きの視線が一身に注がれている。

「わ、私は別に……」

「でもティセやティルが学校に行っているんだから、ティオも行くべきだよな～～」

　他意はなく純然たる厚意から広大はそう言った。

「そうだね。教師として言わせて貰もらうけど、やはり学校には行くべきだと思うよ」

　どうやら内山田も同意見のようだ。

「私は別にいいわよ、学校なんて！」

「学校は楽しいですよ、素す晴ばらしいところだと思います」

「そうだよ、ティオも行ってみれば分かるよ」

　姉二人が説得しようとするが、ティオは頑かたくなであった。

「行かないって言ってるでしょ！」

　その時だ。恵子はティオが通学を拒こばむ理由に思い至った。

「そうよねえ、行くとしたら小学校だもんね。そりゃどこのジュースのＣＭかって感じよね！」

　恵子のその言葉に一同は思わず爆ばく笑しようした。

「にゅふふふふふ、気にしないでもいいわよん。ティオ。最近の子供は発育いいから。お姉さんが赤いランドセルをプレゼントしてあげるから！」

　調子に乗ったアーネチカがそんな事を言い出す。

「なんとか言ってよ、桜さくら子こ～～！」

　ティオはやはり部屋の片隅で無言のままグラスを傾けていた桜子に助けを求める。

「本人が行きたくないと言うんだからいいじゃないの。行く気があるなら反対はしないけどね。それからシギイワート博士、赤いランドセルはないんじゃないですか？」

「にゅふ？」

　桜子の言葉の意図が分からずアーネチカは首を傾かしげる。そのアーネチカに向かって桜子は真顔で言った。

「ティオに似合うのは黒か寒色系です。贈おくるのなら青いランドセルにしてください」

「桜子ー!!」

　ティオが少し赤くなるのを見て、ようやく桜子も頬をほころばせた。

「へえ、冗じよう談だん言えるようになったんだ。やるじゃん」

「おかげさまで」

　恵子にそうからかわれた頃ころには、桜子はすでに真顔に戻もどっていた。

「でも学校はともかく、日本語名は決めておいた方がいいんじゃないかな。何かと不自由するかも知れないし」

　広大が思い出したようにそう言った。

「外見は日本人っぽくないから、別にティオ・トランクルナイトでもいいんじゃないか？」

　アンリはそう言うが広大は少々心配な所があるようだ。

「うん、でもトランクルナイトじゃいかにもｂｉｏクラフトって感じじゃないか。ティセの栄さかえ黎れい子ことか、ティルの葉月夕子みたいな名前があっても……」

「名前なら有るわよ」

　やにわに桜子がそう言った。

「夏休み前にホテルに泊とまった時、ティオ・トランクルナイトじゃ何だからと思って、その時に考えたの」

「本当？」

　ティオ自身も知らなかったようだ。桜子は持ってきていたバッグからレポート用紙を取り出しペンを走らせる。

「トランクルだから『音無』、ナイトは宵よいと書いて『しょう』と読ませる。それで最後に『子』をつけて……」

　そして桜子はその名を書いた紙を皆みなに示す。

「音おと無なし宵しよう子こティオ。これでどうかしら？」

「密ひそかに名前を決めていたなんて、あんたどこのパーフェクトソルジャーよ」

「なんですか、それは？」

　訳のわからない突っ込みをする恵子にひと言返してから、桜子はティオに向き直る。

「どう、かしら……」

　勢い込んで発表したものの、ティオが無言のままなので桜子も少し不安になったようだ。ティオはしばしその名を見つめていたが、やがてさっと背を向ける。気に入らなかったのかと桜子が落らく胆たんしかけた時、背中越ごしにティオは言った。

「桜子が付けてくれた名前だから……、良いも悪いもないわよ」

「よし！　祝命名『音無宵子ティオ』!!　藤ふじ岡おか、習字用の筆と紙、ええと色紙だっけ半紙だっけ。それを持て!!」

　突とつ然ぜん、テンションの上がるアーネチカにＵＮｂＡＲ職員の藤岡が尋たずねる。

「あのあーちゃん司令。筆はありますが、半紙はありません。必要ならその辺のコンビニで買ってきますが、何に使うんですか？」

「貴様ー！　それでも日本人か!!　日本では名前が決まった時、半紙に書いて枕まくら元もとに張っておくのだろう！」

「それは赤ちゃんの名前が決まった時です！」

　広大のその指し摘てきにアーネチカはきょとんとする。

「え、そうなの？　まぁいいじゃないの同じようなもんだし」

「同じじゃないわよ！」

　今度はティオから文句を言われる事になったアーネチカである。




「そろそろ釈しやく明めいを聞かせて貰いましょうか。サウザンドメイズィス」

　サイレントカレントは自らのｂｉｏクラフト形態『サイレントカレント』のキャビンに居座るサウザンドメイズィスにそう問う。

「メリグナントクラフトは我らｂｉｏクラフトとは相反する存在。休きゆう眠みん中にあったメリグナントクラフトを目覚めさせるとは言語道断」

「そう思うのかい？　君や君と同じような疑問を持っているｂｉｏクラフトは、僕やメリグナントクラフトに尋ねたい事があるんじゃないのかな？」

　にやにやと笑いながらサウザンドメイズィスはそう問い返す。

「オネストホワールウィンドは少なくとも私が持っているような疑問には興味がないようだ。彼は独自に行動すると言ってきた。しかし私と同じような疑問を持つ同志がまだいないわけではない。しかしそれもあなたの返答次第です」

「あぁ、そうなんだ」

　のらりくらりとかわすサウザンドメイズィスに、サイレントカレントはこのまま正せい攻こう法ほうで尋ねても無む駄だと悟さとり、話の矛ほこ先さきを変える。

「何を企たくらんでいる？　先程、オーグメントクラフトで私の所に来たのは何者ですか」

　サウザンドメイズィスは何もない銀河間空間の一点で待機するようサイレントカレントに命じたのだ。そして地球が数回自転するほどの時間が経過した後、どこからともなく何者かを乗せたオーグメントクラフトがやってきたのである。

「ｂｉｏクラフトは文明の守護者、そしてメリグナントクラフトは文明の破は壊かい者しや。それでいいのか。他ほかには何も必要がないのか。そう、例えば……」

　例によってはぐらかしながらも、サウザンドメイズィスは徐じよ々じよに本題を切り出していく。

「そう、例えばだ。調整者のようなものが必要だとは思わないか？」

「不要だ」

　サイレントカレントは即そく答とうする。

「両者のせめぎ合いが、調整となる。それ以上の存在は必要ない」

「つれないなあ。まぁいいさ。彼に会えば君の意見も変わるだろう。そこまで来ているようだ。待ってないでいいよ、入っておいで」

　サウザンドメイズィスがキャビンの入り口へ視線を向けると同時に、そこに一つの人ひと影かげが現れた。

「これでおかしくないかな。サウザンドメイズィス。地球人の格好をするのは初めてなんだ。君のデータを参考にしたんだけどな」

　入ってきたのは金きん髪ぱつの青年。すらりとした長身で、口元には人ひと懐なつっこそうな笑えみを浮うかべていた。

　ｂｉｏクラフトか？　それにしてはなぜ自分でここまでやって来ないで、オーグメントクラフトを使ったのだ？

　警けい戒かい心しんも顕あらわにサイレントカレントはサウザンドメイズィスに尋ねた。

「この者は一体……？」

　サウザンドメイズィスが答えずとも青年の方から教えてくれた。

「ああ、君がサイレントカレントだね。よろしく。地球人はこういう時は手を握にぎり合うんだっけ？　おっと僕の名前か。ええと、そうだな」

　少し記き憶おくを探るような顔をしてから青年は言った。

「『緑の夜グリーンデ明けイブレイク』と呼んでくれ」







テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

お姉ちゃんで遊ぼう！








ティラ　　　「はぁ～～い、皆さま。お待たせいたしました！　美人四姉妹の長女、イモータルヌーンがいよいよ本編にも本格的に登場です。ティラって呼んでね♡」

ティセ　　　「（激しくパタパタ威い嚇かく中）」

ティル　　　「う～～（ティセの後ろに隠かくれて警けい戒かい中）」

ティオ　　　「ねえ、桜子の買ってきたアイス知らない？（全力で現実逃とう避ひ中）」

恵子　　　　「うわぁ、本編よりもさらに悪化してるわ。まさに『駄だ目めだ、こいつ。早く何とかしないと』状態だわ」

広大　　　　「うん、まぁ俺も驚おどろいたけど。今までずっと冷静沈ちん着ちやく、きつめの性格のお姉さんキャラだと思っていたからなあ」

恵子　　　　「実は天然でした！　だもんね」

ティセ　　　「そんな事はありません。姉は恐おそろしい人です。広大と恵子は姉の恐ろしさを知りません」

広大　　　　「恐ろしいのか」

ティセ　　　「恐ろしいですね」

ティル　　　「恐ろしいね」

ティオ　　　「恐ろしいわね」

ティラ　　　「しくしく、お姉ちゃん悲しいわぁ」

アイシャ　　「ああ、イモータルヌーン。お気を確かに！」

ティセ　　　「駄目です、いけません。アイシャ、それは嘘うそ泣なきです」

ティラ　　　「あら、ばれちゃった。さすがは我が妹！」

広大　　　　「なんなんだ、この姉妹（汗あせ）」

恵子　　　　「でも恐ろしい恐ろしいと言ってるけど、具体的に何がどう恐ろしいのよ？」

ティセ　　　「それでは例を挙げて説明したいと思います。例えば私たち姉妹四人分のアイスクリームを買ってきてとティラが頼たのんだとします」

広大　　　　「なんでそこでアイスクリームが出てくるのかよく分からんけどな」

恵子　　　　「冒ぼう頭とうでアイスの話題が出たからでしょ」

ティセ　　　「その時、ティラは五〇〇円しかくれません」

広大　　　　「はぁ？」

ティセ　　　「恐ろしいですね」

ティル　　　「恐ろしいね」

ティオ　　　「恐ろしいわね」

広大　　　　「……何が？」

恵子　　　　「うん、まぁせこいのは分かった」

アイシャ　　「あの恵子、別にそういう事が実際にあったというわけではありませんから」

広大　　　　「でも四人で五〇〇円だと何が問題なんだ？」

ティセ　　　「一人一〇〇円のアイスを買うと、一〇〇円余ります。二〇〇円のアイスを買うと、三〇〇円足りません。これは実に恐ろしい事です。一〇〇円のアイスでは満足できませんし、二〇〇円のアイスでは四人分買えません」

広大　　　　「うん、まぁそうだけど……」

恵子　　　　「だったら一人税込み一二五円のアイスを買えばいいじゃないの」

ティセ　　　「それは確かに道理ですが、現実問題として一二五円のアイスはなかなかありません。結果的に誰かがアイスを我が慢まんしなくてはなりません」

広大　　　　「いや、現実問題と云うん々ぬんするんだったら、そもそも税込みで一〇五円だろう」

ティセ　　　「その通りですが、姉は税金を考こう慮りよしてくれません」

ティラ　　　「だってお姉ちゃん、仕事が忙いそがしくて日本へ来られないんだもん。日本の税体系なんかよく知らないわよ」

ティセ　　　「そして都合が悪くなると、このように誤ご魔ま化かします」

ティラ　　　「もう、またみんなしてお姉ちゃんをいじめるんだから」

ティセ　　　「恐ろしいですね」

ティル　　　「恐ろしいね」

ティオ　　　「恐ろしいわね」

広大　　　　「……いや、その三段落ちはもういいって」

恵子　　　　「あ、そういえば私、イモータルヌーンに一つ聞きたい事があったんだ」

ティラ　　　「そうですね。私のお答え出来る範はん囲いでしたら、ご希望に添そえるよう努力いたします」

広大　　　　「なんでまたいきなり仕事モード？」

恵子　　　　「いや、そう出られるとやりにくいんだけど……。まぁいいか。それでさぁ、聞きたい事というのは……。ティセ、十五歳さい。ティル、十三歳。ティオ、十一歳って、あなたたち姉妹、全然見かけと年ねん齢れい一いつ致ちしないけど、イモータルヌーンは何なん歳さいかなって思って……」

アイシャ　　「あ、あの恵子。その質問は……」

恵子　　　　「なに、私ひょっとして地じ雷らい踏ふんだ？」

ティラ　　　「ふふふふ、良い質問ですね。でもちょっと考えれば分かる事でしょう。高科恵子。ティオが十一歳、ティルが十三歳、ティセが十五歳とくれば私は当然……」

恵子　　　　「当然？」

ティラ　　　「十七歳よ!!」

恵子　　　　「しまったそうきたか!!」

アイシャ　　「ああ、もう……。イモータルヌーンも調子に乗りすぎですわ」

ティラ　　　「ティラ・イモータルヌーン、十七歳!!　これからもよろしくお願いいたしますわ♡」

ティセ　　　「嘘うそです。本当は二四歳です」

ティル　　　「二四歳だよね」

ティオ　　　「二四歳よね」

ティラ　　　「……あら、何を言ってるのかしら。みんな……（ゴゴゴゴゴゴ）」

ティセ　　　「（ガクガクブルブル）広大、ティラはこのように実に恐ろしいのです。分かりましたか？」

広大　　　　「（ガクガクブルブル）う、うん。いま何となく身にしみて分かったような気がする」
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あとがき







　タイトル詐欺と言われる前に自分から。はい、「剣を振るう」のは「少女」ではありませんね。まぁ、そこはそれ。雰囲気という事で（笑）。あとタイトルの統一性という事もありますが。




　そんなわけで七巻です。六巻の後書きでも書きましたように、これで起承転結の承の部分が終了したわけです。

　途中ちょっと寄り道しましたが、後半はテンポ良く出して行きたいと思っております。現状、巻数としては全12巻（短編集を除く）の予定です。また「お前はそう言ってからが長い」と言われそうですが（汗）。

　どうも私はエピソードの13番目とか、13巻というものとは相性が良くないようなので、何とかその前に完結という形に持って行きたいと思っております。




　六巻、七巻と一続きのエピソードなのですが、お読みになった方は分かりますように、どかんとスケールを広げてみました。

　もともとこの作品を企画した段階で、銀河系越えのスケールを狙っていたので、これは当初の予定通りです。

　しかしあれですな。調べれば調べるほど、宇宙というのは無駄に広いですな。

　差し渡し何億光年のグレートヴォイドって一体なにもの（汗）。

　宇宙物理学の分野でも「宇宙はなんでまたこんな広いのか」というのが結構、重要な問題にもなってるようです。

　その辺の絶望的な宇宙の広さというのを、針の先程でもいいから何とか描いて行きたいなというのも、この作品のテーマの一つです。

　ふと思うに……。最近、宇宙テーマの作品が受けないのは、宇宙に出るとその絶望的な広さを実感せざる得ないという事もあるんじゃあないかと思いました。

　インターネットの発達により、こと情報に対しては見かけ上の万能感を得る事もありますが、宇宙に出るとそれがまったく役に立たない。

　見かけ上の万能感から得られる快感と、宇宙の広さを実感して得る喪失感。どちらを選ぶかというと、やはり万能感から来る快感でしょうかねえ。私はゲーム会社で働いていた事が有りますが、その時、一番の勉強になったのは「人間は結局の所、快楽原則によって動く」という事でした。つまり「人間は気持ちいい事が好き」なのですね。禁欲主義者やマゾヒストも有る意味、それが本人達にとって気持ちいいからそうしているのでしょう。

　そう考えると宇宙の広さを少しでも実感しようとして、自らの矮小さを思い知らされる宇宙好き（笑）も、有る意味でマゾヒストかも知れませんな。

　まあ問題はそこまで単純ではないのでしょうが……。




　さて、夏はほぼ仕事で終わりましたが、たまにはゲームなどもやっておりました。あくまで気分転換程度ですよ（ぉ）。

　最近はキャラクターエディットが出来るゲームも増えてきましたね。今年の夏に発売されたものでは『ソウルキャリバーⅣ』なんかもそうですな。

　ゲームも出来るブルーレイディスクプレーヤー（爆）を買ったという事もあり、私はＰＳ３版を購入いたしました。もちろんフォースの暗黒面に誘惑されたという事もあります（笑）。

　で……、キャラクターエディットをやってみる。

　おお、大鎌が得物のキャラがいるじゃあないか！　これはティオをエディットするしかないな!!　まあ元の大鎌キャラはおっさんなわけですが、性別は自由に変更できますから。

　そんなわけでゲーム本編はそっちのけでティオのエディットにいそしむ事しばし。

　なんとかそれっぽいキャラを作る事が出来ました。

　ここで写真載せるわけにもいきませんのでデータだけでも。私のブログの方にも書きましたが、そちらを見ていない方も多いと思いますので。




　キャラクターは言うまでもなく女性で。ベースになるキャラはザサラメール。

　服装は「ノースリーブタイツ」「夜光蝶のドレス」「姫王の手袋」「夜光蝶のブーツ」。

　体型は「体格＋10」「筋肉－50」。

　声は「女性ボイス５」「高さ＋50」。

　髪型は「ロングヘア」。顔は女性顔３。

　武器はデスサイズ。




　色味は青～藍色を基調に。後はお好みでアクセサリーなんかを追加してもよろしいかと思います。

　まぁパーツ数にも限りがありますし、服装のデザインも自由にはいじれないので、なかなか四季童子先生のイラストのイメージ通りとはいきませんねえ。

　特に髪はもっと長いのが欲しかったのですが、髪の長さは即処理速度に影響しますからね。

　ゲームを進めていくと新たに使えるパーツも増えるし、今後ダウンロードコンテンツも出てくれば、もっとイメージに近いものがエディットできるかも知れません。

　それと剣、ハンマーを武器にしているキャラもいるので、ティセやティルも作れそうなのですが、いかんせんこのゲーム、キャラクターの頭身、身長が変えられない。普通に剣やハンマー持ってるだけになっちゃいますからねえ。

　それにしてもこのキャラクターエディットは結構遊べますね。

　パーツがもっと増えれば色々と作れそうです。ネット上ではすでに色んなキャラが公開されているようですね。

　他の作品のキャラも作ろうと思ったのですが、なかなかイメージに合うパーツがない。ある程度、それっぽいキャラとなると、ティオしか作れませんでした。

　ＰＳ３をネットに繋いでおけば、自分のエディットキャラを全世界にお披露目も出来るのですが、生憎とＰＳ３を置いてある仕事場はブロードバンド環境を整備しておりません。そのうちやろうかとは思ってるのですが。

　まぁそうなってしまうとネットゲームでより時間がつぶれる事になるので、それはそれでなんですな（笑）。




　そんなわけで良い感じにページも埋まってきました。次の巻は年末年始辺りでしょうか。短編集のアイキャッチの方が先に出るかも知れません。その短編ですが「キャラの！」への掲載も続けておりますのでよろしくお願いいたします。

　それでは転の部突入の第八巻でお会いしましょう。







庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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